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　　　　一




　広げた両手が水を搔かき、しなやかな足先が水を蹴ける。

　──玲れい奈なは海の中にいた。

　陽ひの光も届かぬほどの、深い海の中。

　その中を、玲奈は潜もぐっていく。

　不ふ思し議ぎと息苦しさは感じない。水の冷たさも感じない。

　なぜ自分がこんなところにいるのか。どこを目指して泳いでいるのか。

　玲奈には分からない。それを疑問に思う事もなかった。

　玲奈が水を搔く度たびに、ぐいっぐいっと、前に進む。その快かい調ちような泳ぎっぷりが、我われながら気持ちいい。素肌を撫なでていく水の流れも、官能的なほどに心地ここちよかった。

　そんな泳ぎをいつから続けていたのだろう。どこまで深く潜もぐったのだろう。

　不意に、玲れい奈なの足首に、なにかが触れた。

　海草かなにかだろうか。足先で払いのけようとしても、ゆらめくばかりで、容易には離はなれてくれない。

　あーっ、もう、鬱うつ陶とうしいなぁ。

　気持ちよく泳いでいたところを邪じや魔まされ、玲奈は苛いら立だたしく、足先をバタつかせた。

　なぶるように揺ゆらめいていたその海草が、意思を持つもののように、するすると蠢うごめき、玲奈の足首に絡からみついた。

　……え？

　振り返った玲奈の視界の中に、巨大な黒い影かげが浮かび上がった。

　それは魚だった。信じ難がたいほどに巨大な、クルーザーほどもありそうな魚である。その口から、赤黒く蠢く触手が、長く伸びている。玲奈の足首に絡みついていたのは、その触手だった。

　その触手が、玲奈の肌の上で、ぞろりと動いた。支柱に巻きつく朝あさ顔がおの蔓つるのように、玲奈の脹ふくら脛はぎから太ふと腿ももへと這はい上がってくる。

　そして、魚が口を開いた。口の中には、抜き身のナイフのような歯が立ち並んでいる。

　こいつ、あたしを食うつもりだ。

　玲奈は、それを悟ると、必死になって逃げようとした。

　懸けん命めいに水を搔かき、足をばたつかせて距きよ離りを取ろうとする。だが、玲奈の足に巻きついた触手はそれを許さなかった。距離を取るどころか、反対に、じりじりと引き寄せられていく。

　玲奈は死力を尽くして泳いだ。

　息が苦しい。それまで感じてもいなかった息苦しさが、玲奈の喉のど元もとを圧あつ迫ぱくしていた。体内の酸さん素そが欠乏してきたせいか、指先のあたりから、冷たい痺しびれが広がってくる。

　絡み付いた触手に力がこもる。骨も砕くだけよとばかりに、玲奈の足を締しめ付けてくる。

　そして、凄すさまじい力が、玲奈の体を、後方に引き戻した。玲奈の抗あらがいなど、まったく問題にしない。巨大な口の中へと、玲奈を引きずり込んでいく。

　その恐怖に、息を堪こらえていた玲奈の口が思わず開く。開いた口の中に、大量の海水が無む慈じ悲ひに雪崩なだれ込んでくる。

　肉色。大きく開かれた口こう蓋がいの内側。

　それが、玲奈の見た最後の光景だった。

　巨大な口が、ばくりと閉じられ、そして玲奈は──食われた。




　　　　二




「かはっ！」

　玲れい奈なの口から、声にもならぬ悲鳴が上がった。

　開かれた口が酸さん素そを求め、せわしなく呼吸を続けようとする。

　そして、玲奈は気付いた。

　息ができる。

　見上げれば、頭上に天てん井じようが見えた。板張りの天井である。

　夢……？

　ほっとすると同時に、玲奈の体から力が抜けた。大きく吐と息いきをつき、改めて、息ができる事のありがたさを嚙かみ締しめる。

「目は覚めたかい？」

　男の太い声が聞こえた。それも間近からだ。

　声のした方を振り返ると、藤ふじ岡おかの顔が、そこにあった。大柄の体を茶ちや色いろのセーターに包み、ベッドの脇わきに腰掛けている。そう、ベッドだ。玲奈はベッドの上に寝かされていた。

　藤岡の隣となりには、もう一つ、馴な染じみのある顔があった。

「気分はどうですか？　玲奈先生」

　君きみ塚づか茜あかねである。覗のぞき込んでくるその表情が、どこか心配そうだった。

　藤岡と茜が並んでいる。だが、ここは坂さか巻まき病院の中ではなかった。床ゆかには畳たたみが敷しいてあるし、左手の窓には障しよう子じが閉められている。どう見ても日本家屋の中だった。

「……ここはどこ？　あたしはなんで、こんなところに寝かされてるの？」

　そう問い掛ける自分の声が、少ししゃがれていた。

「覚えてないのか？」

　藤岡の目が、じっと玲奈を見詰めている。

「……なにを？」

「あれから、もう二週間が経たっている」

「あれから……？」

　そう訊きき返そうとした時、玲奈の記き憶おくがフラッシュバックした。

　手に手に銃器を持ったやくざたち。そのやくざを撃うち殺していく宮みや内うち。玲奈に向けられた銃口が、真まっ赤かに光ったその光景。

　断片的な映像が、次々に、玲奈の脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

　そうだ。坂巻病院にやくざが押し入ってきたのだ。玲奈は、それに巻き込まれ、そして……。

　玲奈は、がばっと身を起こした。誰だれが着せたのか、玲奈は浴衣ゆかたを纏まとっていた。その胸むな元もとを押し開き、自分の体を見下ろしてみる。

　自分は撃たれた筈はずだった。この身を銃じゆう弾だんに貫かれた筈だった。

　だが、玲奈の体に、銃じゆう痕こんはなかった。胸にも腹にも、傷跡ひとつ残ってはいない。

「傷口は塞ふさがっている筈だが、まだあまり激はげしい運動はしない方がいい」

　藤ふじ岡おかの大きな掌てのひらが、肩口を押さえるようにして、玲れい奈なの体を、再び横たわらせた。

　茜あかねの手が、乱れた浴衣ゆかたの襟えり元もとを整ととのえ、玲奈の体の上に毛布を掛け直す。

「どうやら思い出したようだな」

「いったい、なにがあったの？　あれからなにがどうなったのよ!?」

　自分を見下ろす藤岡に、玲奈は再び問い質ただした。

　玲奈の記き憶おくは、あの銃声と悲鳴の渦巻く坂さか巻まき病院を最後に途と切ぎれている。今、無事にこうしてここにいる事を思えば、無事に切り抜ける事ができたのだとは思うが、それ以上の事はさっぱり分からない。藤岡たちがどうやってあの危き機きを脱したのか、その後の坂巻病院がどうなったのか。分からない事だらけだった。

　藤岡は、静かな目で玲奈を見返している。その表情が、どこか沈ちん鬱うつに、玲奈には見えた。

「ここは、速はや水みくんの知り合いの屋や敷しきだ」

　ややあってから、藤岡は質問に答えた。

「あのあと、なんとか無事に坂巻病院から逃げ出す事はできたが、あれだけの騒そう動どうのあとだ。何食わぬ顔をして戻る事もできないし、辰たつ巳み組ぐみの残党がまだ残っているかもしれない。それで匿かくまって貰もらう事になった」

「坂巻病院は？　どうなったの？」

「幸い、職しよく員いんや患者たちに、怪け我が人にんはでなかったようだ。せいぜい、逃げ出そうとした拍子に転んで打撲を負った者が何人かいた程度で、怪我人らしい怪我人はいない。不幸中の幸いだな」

　言いながら藤岡は、傍かたわらの茜を見やった。君きみ塚づか茜は坂巻病院に勤つとめる看かん護ご婦ふである。病院内の事に関しては、藤岡よりもむしろ茜の方が詳しい。藤岡が茜に視し線せんを向けたのも、その意味でだろう。

　それを受けて、茜が補足するように口を開いた。

「ただ、あんな事のあとだけに、先生方も坂巻病院に勤めるのにいい加減、嫌いや気けが差したみたいです。患者さんのご家族も、こんなところに入院なんかさせていられないって言って、転院手続きを進めてるし、今度こそ、この病院潰つぶれるんじゃないかって、みんな言ってました」

　もともと坂巻病院の院長は、やくざと親交があるような男である。ろくな人間でない事は職員みんなが薄うす々うす感付いていた事ではあるが、今回の一件で、いよいよ我が慢まんの限界が来たという事だろう。というより、銃器を手にしたやくざどもが殴り込んでくるような病院には、誰だれだっていたくはあるまい。

「……で、あんたはなんで、こんなところにいんのよ？」

　速水の知り合いの屋敷と言えば、その持ち主もやくざと関係のある人間に違いあるまい。そんなところに、藤岡はともかく、なぜ茜がいるのか、それが不ふ思し議ぎだった。

　だが、玲奈がそれを訊たずねると、

「実は私、もうあの病院、辞やめて来ちゃったんです」

　茜あかねは、ちろっと舌を出して、悪戯いたずらっぽく笑った。

「辞めた!?」

「ええ。先せん輩ぱいたちもみんな転てん職しよく先さきを探し始めてたし、私も美み沙さ緒おとどうしようかって話してたんです。そしたら、速はや水みさんから、次の就職先が決まるまでの間、ちょっと手を貸して貰もらえないかって言われて、条件もよかったから、それで決めちゃいました」

　茜の返答は、あっさりしたものだった。

「決めちゃったって……あいつ、やくざだよ？　あんたも知ってるでしょうが。大体、この間の事だって、もとはと言えば、あいつらが……」

　いくら坂さか巻まき病院に嫌いや気けが差したからとは言え、好んでやくざに雇われるなど、玲れい奈なには信じ難がたい事だった。

「でも、悪いのは辰たつ巳み組ぐみって人たちの方なんでしょう？　それに、するのが玲奈先生の看かん護ごだって言うし、お給料もいいし、臨りん時じだったら別に構わないかなって思って」

　茜の表情には、やくざに雇われる後ろめたさも不安さえも見られない。条件が良かったから働く。ただそれだけのようだ。割り切っているというのか、なにも考えていないというべきか、玲奈は呆あきれるほかなかった。

　玲奈は、次に、藤ふじ岡おかの方へと、視し線せんを向けた。速水がどんなうまい事を言ったのか知らないが、所しよ詮せん速水はやくざである。茜はその話を受けるべきではなかったし、茜がその気になったとしても、藤岡が諫いさめるべきだろう。

　その非ひ難なんの気持ちが、知らず、玲奈の目つきにも表れていたようだ。

「少なくとも、君たちの看病のためにと言うのは、本当だ。私も、彼女たちが来てくれて、少なからず助かっている」

　藤岡の返答は、少なからず言いい訳わけがましかった。

　玲奈は、大きく溜ため息いきをついた。

　茜にしろ美沙緒にしろ、あまりに無邪気すぎる。世間知らずもいいところだった。速水たちに対して、好意すら感じている様よう子すなのが、なお危あやうい。確たしかにあの男たちは、一般にいう『やくざ』とは、少々、人種が違う。居い丈たけ高だかなところもなく、物腰もむしろ穏おだやかだ。だが、それが表面的なものである事は、あの坂巻病院の襲しゆう撃げき事件で明らかだった。玲奈は、平然と人を殺しまくる宮みや内うちと高たか杉すぎの姿を、この目に見ている。

　あとで、きっちり言い聞かせてやんなきゃ……。

　茜や美沙緒のためにも、やくざたちからきっぱり縁えんを切らせなければならない。

「ところで藤岡さん。あたし、いつ頃ごろ、退院できるのかしら？　主治医の先生のお見立てをお訊ききしておきたいんだけど」

　茜たちにやくざどもとの縁を切らせるにしろ、自分がベッドに縛しばり付けられたままではどうしようもない。玲れい奈なからすれば、体が回復し次第、こんなところからはとっととおさらばしたいところである。

　藤ふじ岡おかは、すぐには答えなかった。ふと思いついた様よう子すで茜あかねを振り返り、

「すまないが、ちょっと宮みや内うちくんの様よう子すを見てきてくれないか？　またベッドから抜け出してそうな気がする」

「はい、分かりました」

　茜は、口元に、ちらりと苦笑を浮かべて、立ち上がった。そして足あし下もとから、手て提さげ紐ひもの付いた紙袋を持ち上げると、

「これ、玲奈先生の着替えです。下着のサイズも大体合ってると思いますけど、合わないようだったら言ってくださいね」

　玲奈に耳打ちするように、小声でそう告つげてから、部屋を出ていった。




　　　　三




「彼女たちがいてくれて、いろいろ助かってる」

　茜が襖ふすまを閉じると、それを見送っていた藤岡が、玲奈に視し線せんを戻した。

「……だろうね」

　確たしかに、藤岡たちだけでは、下着のサイズにまで気はまわるまい。まわるようなら、それはそれで嫌いやだし、この件に関しては、茜がいてくれて、素直にありがたかった。

「宮内も、ここにいるんだ？」

「ああ。君より少し前に目覚めた」

「ふ～ん」

　着替えの入った紙袋を、藤岡とは逆サイドのベッドの下に置き直してから、

「で？」

　玲奈は藤岡を促した。

　藤岡がわざわざ茜に用を言い付けたのは、茜に聞かせたくない話があったからに違いない。それならそれで、さっさと聞かせて貰もらおう。そう玲奈は思ったのだった。

「……あの時の事を覚えてるか？」

「どの時？」

「君が撃うたれた時の事だ」

　もちろん覚えている。辰たつ巳み組ぐみの男たちに銃じゆう口こうを向けられた事も、その玲奈を庇かばうように、その瞬しゆん間かん、目の前に宮内が立ちはだかった事も、記き憶おくの中にある。だが、いずれも玲奈の日常からはかけ離はなれた光景だった。藤岡の口から『撃たれた』と言われると、それが夢ではなかったのだと改めて言い聞かされたような気になった。

「……まあ、なんとなくはね」

「宮みや内うちくんは胸部に六発、腹部に五発。君も心しん臓ぞうの脇わきに一発と、腹部に二発、被ひ弾だんした」

　多た分ぶん、自分は撃うたれた瞬しゆん間かんに気を失ったのだろう。撃たれた事自体は覚えていても、体のどこを撃たれたのかも、その時の痛みも、はっきりとは記き憶おくにない。藤ふじ岡おかに教えられても、ああ、そうだったのかと思うだけだ。

「で？」

　藤岡がなにを言いたいのか、薄うす々うすは分かっている。余計な前置きは要いらないという事を示す意味も込めて、玲れい奈なはもう一度、先を促した。

「宮内くんはもちろん、君に関しても、命に関かかわる負傷だった。だが、病院内には辰たつ巳み組ぐみの人間が雪崩なだれ込んでいて、満足に医い療りよう機き器きも使えず、また、その時間もなかった」

「それで、あたしに『あの手術』をしたわけだ」

　玲奈が先まわりして言うと、藤岡は、やや間を置いてから、

「そうだ」

　と、頷うなずいた。

　一〇日ほどしか経たっていないという話なのに、もう銃じゆう創そうが塞ふさがっている。それを考えれば、自分の体に『普通でない』処置がされた事は明らかだった。藤岡の返答は、玲奈のその推測を確かく認にんしたにすぎない。むしろ玲奈には、藤岡がなにをそんなに言いにくそうにしているのか、そちらの方が疑問だった。

　玲奈は的まと場ば恵めぐ美みの手術に立ち会っている。その際、恵美に施ほどこす術式の説明も受けたし、『アスラ細胞』なるものの現物も見ている。あの赤黒く蠢うごめく生体細胞が自分の体内に埋め込まれたのだと思えば、確たしかにある種の薄気味悪さを覚えもするが、命を救うためであったのだと思えば、それも受け入れるしかあるまい。

　藤岡は黙だまっている。いや、なにかを言おうとして、言えずにいる。

「どうしたの？　藤岡さん」

　玲奈が水を向けても、藤岡はなお答えずにいる。

「なにか、問題でもあるわけ？　あの術式に」

　副作用はない。既すでに動物実じつ験けんだけでなく、人間に対しても試験済みだ。恵美の手術の前に、藤岡からはそう説明を受けていた。玲奈はそれを信用して、恵美の手術にゴーサインを出したのである。

　だが、本当に問題がないのなら、藤岡がこれほど難むずかしい顔をする理由がない。

　では、藤岡は噓うそをついていたのだろうか？　なにか深刻な副作用が、あの術式にはあるのではないだろうか。

「藤岡さん？」

　玲奈の声が、自分でもそれと分かるほどに険けわしくなった。もし藤岡が噓をついていたとすれば、それは玲奈と恵美に対する裏切りである。別の見方をすれば、恵美を騙だます事に、知らず知らず玲れい奈なも荷担させられていたという事になるのだ。

「少なくとも、悪性の副作用はない。その点については、信用してくれていい」

　ようやく藤ふじ岡おかは口を開いたが、わざわざ『悪性の』と前置きを付けるあたりが、逆に不ふ審しんだった。では、『悪性でない』副作用ならあるという事か？　だが、だとしても、『悪性でない』副作用なるものが、どんなものなのか、玲奈には見当がつかない。

「藤岡さん……。あんまり、もったい付けずに、ずばっと言ってくれない？　さすがに、ちょっと苛いら々いらする」

　玲奈はベッドに横たわったまま、藤岡を見上げた。

　あの術式にどんな秘密があるのか知らないが、それがどんな事であっても、はっきり言って置いて欲しかった。心構えも必要だし、第一、落ち着かない。

　藤岡には、まだ迷いがあるようだった。

　だが、しばし視し線せんを落として考え込んでから、ようやく、その顔を上げた。

　無ぶ遠えん慮りよに襖ふすまが開け放たれたのは、その時だった。

「こんちは～」

　能天気な挨あい拶さつとともに現れたのは、諸悪の根元、宮みや内うち志し郎ろうだった。細い縦たて縞じま模様の和服を着込み、ぞろりとした着流しスタイルである。

「まだ起き出しちゃいけないと言っておいただろう」

　戸口を振り返った藤岡が、非ひ難なん気味に宮内に声を掛けたが、その声には、どことなくほっとしたような響ひびきが滲にじんでいた。

「すいません。起きちゃ駄だ目めって止めたんですけど聞いてくれなくって……」

　宮内の後ろから、茜あかねがすまなそうな顔を覗のぞかせる。

「いやぁ、先生がお起きになったって聞いたもんでね。こいつは、とにかく挨拶だけはしとかないとって思いまして」

　邪気のない顔で藤岡に答えつつ、宮内はずかずかと部屋の中に入り込んでくる。

　……なんて間の悪い奴やつだ。

　折角、藤岡が答える気になっていたのを邪じや魔まされ、玲奈は軽く舌打ちした。

　だが、そんな玲奈の苦にが々にがしい表情など気にも留とめず、

「お久しぶりです、女医先生。どうすか、ご気分の方は」

　宮内は、相変わらずの馴なれ馴なれしさで、親しげに声を掛けてくる。

「たった今、もんの凄すごく悪くなったよ」

　玲奈は無ぶ愛あい想そうに答えたが、宮内は一向に堪こたえた様よう子すがない。

「またまた～そんな事言っちゃって。ともに生死の境を乗り越えた仲じゃないですか。こうして再び生きて巡り会えた奇跡を嚙かみ締しめましょうよん」

　宮内の調ちよう子しがいいのはいつもの事だったが、この日の宮内は、いつにも増して浮かれている。満まん面めんの笑え顔がおを浮かべ、スキップさえしかねない有あり様さまだった。

「体たい調ちようがいいのは結けつ構こうだが、私も理由なく寝てろと言っているわけじゃないんだ。移植した細胞が定着するまでの間は、あまり動きまわるな」

　藤ふじ岡おかは、宮みや内うちにそう言い置くと、ベッドの上の玲れい奈なを振り返った。

「いつ退院できるかと言う話だったが、基本的には恵めぐ美みくんの場合と同じだ。完治までは二ヶ月。それだけの期間をみて置いて欲しい」

　それは確たしかに玲奈が藤岡にした質問の答えではあったが、玲奈が今訊ききたかった事ではない。質問をすり替えられた。その想おもいが玲奈にはある。

「ＯＫ、ＯＫ、分かりました。おとなしくしてますよ。……でも、ちょいと吞のむくらいならいいんでしょう？　生せい還かん記念に、今夜あたり、みんなで一杯やりましょうよ。ね、藤岡さん」

　宮内は子供のように藤岡にねだっている。

　この男のいるところでは、真ま面じ目めな話などできそうもない。

　玲奈はそっと溜ため息いきをついた。
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　玲奈たちのいる屋や敷しきの持ち主は、大おお野の剛ごう太た郎ろうという男らしい。宮内や速はや水みが属する斜しや道どう組ぐみというやくざ組そ織しきの、言わばＯＢの立場に当たる人間だそうだ。

「俺おれの親父おやじの時代の幹部ですからね。もう、いい爺じつつぁんですよ」

　言いながら宮内は、小皿から苺いちごをひとつ取り上げた。ヘタをむしり取り、そのまま丸ごと、口の中へと放り込む。

「ん～、すっぱ。まだちょっと早いかな」

　顔を顰しかめながら、宮内は早くも次の苺を摘つまみ上げている。『祝杯』に関しては、藤岡に却下されたものの、この男、アルコールがなければないで、それなりに楽しめてしまう性質たちらしい。

　玲奈たちは、中庭を見通せる位置にある、八畳ほどの広さの日本間に移動していた。中央には、今は滅めつ多たに見られなくなった掘ほり炬ご燵たつがしつらえられている。その掘り炬燵を、玲奈を始め、藤岡、宮内、茜あかねが囲んでいる。玲奈も、茜が用意してくれていた赤いスエットの上下に着替えていた。体を締しめ付けないようにと考えて選えらんでくれたものだろう。

　ちょうど、簡かん単たんな食事が終わり、デザートに入ったあたりである。卓上には、五ご分ぶ粥がゆや炒いり卵、ヨーグルトや牛乳といった、いかにも消化の良さそうな食べ物が用意されていた。

　空腹感自体はさほど感じていなかった玲奈だったが、食事をするうちに、腹の中が明らかに充実してくる感覚がある。自分の体が長期間にわたって食物を摂せつ取しゆしていなかった事を、その事実が改めて確かく認にんさせてくれた。

　給仕をしてくれたのは、主に茜だった。時折、小皿やらフォークやら、小物が必要になると、立ち上がって廊下に行き、そこに控えている若い男に告つげる。すると男は頷うなずいて、すぐに頼まれた物を持ってくるのだった。

「その大おお野のさんというのは、どっちよりの人間なんだ？　速はや水みくんか？　それとも、阿あ部べという男の方か？」

　藤ふじ岡おかが訊たずねると、

「いやぁ、どっちでもないですよ。強しいて言うなら、宮みや内うち派はですかね。あの爺じつつぁん、俺おれに四代目を継つがせたがってますから」

　宮内は悪戯いたずらっぽく笑った。

　斜しや道どう組ぐみが内部で二つに分裂している事、その一方の旗頭が速水であり、主流派の阿部に対しかなり劣勢な立場に追い込まれている事など、玲れい奈なが初めて聞く話ばかりだった。宮内が初代組長の一人息子である事も、初めて知った。道理で、速水が扱いづらそうにしていたわけである。

「まぁ逆に言えば、どっちでもないからこそ、俺たちの引受先をここにしたんでしょうけどね……。ちょいと寝込んでる間に、速水の奴やつ、大勝負に打って出たらしい。吉と出るか凶と出るか、こいつはちょっと見み物ものですよ」

　宮内は、楽しげな笑えみを浮かべて見せた。

　玲奈たちが今いるこの建物は、大野屋や敷しきの離はなれである。藤岡や茜あかねには、警けい護ごという名の監かん視しが付いていて、自由に外には出られないが、宮内だけは例外だ。目が覚めるなり、母おも屋やの方へと出掛け、あれこれと情報収集をしてきたあとらしい。つまり、玲奈たちが現在置かれている状況を、もっとも正せい確かくに把握しているのは宮内だという事だ。

「大勝負って、なによ？」

　玲奈は、そこで口を挟んでみる事にした。

「速水が佐さ々さ木きの旦だん那なと手を組んで、新しい組を立ち上げようとしてるんですよ。しかも、阿部の野郎もそれに乗っかったってんだから、世の中なにがどう転ぶか分からない。こんな大おお芝しば居いは滅めつ多たにありゃあしませんよ」

　宮内が、玲奈を見返しながら答えた。

「佐々木さんが？」

　玲奈は思わず、藤岡を振り返った。

　斜道組内部の事など、玲奈には正直どうでもいい。だが、佐々木がそこに一枚嚙かんでいるとなると、さすがに話は変わってくる。藤岡や佐々木は、例の研究室を用意して貰もらうために、仕方なく速水と手を組んだのだと思っていた。だからこそ、やくざ嫌ぎらいの玲奈も、藤岡たちに関しては、やくざとは分けて考え、医学者として一いち目もく置いてもいたのだった。

　だが、その佐々木が、積せつ極きよく的てきにやくざと手を組もうとしている？

「いったい、どういう事よ!?」

「隼はや人とには隼人なりの目算があるんだろう」

　藤ふじ岡おかは無表情に答えた。

「それ、藤岡さんも賛さん成せいしての事なの？」

「まさか」

　なにかと煮え切らない返答の多い藤岡だったが、この時の問いには即答した。

「私は反対したし、今も反対している」

「じゃあ、なんで止めないのよ。親友なんでしょ？」

「止めたとも。何度も話し合った。だが、あいつは止まらない。どこまで行く気なのか、どこまで行ける気なのか……私にはあいつの考える事が分からなくなってきた」

　藤岡の表情は沈ちん鬱うつだった。

　玲れい奈なには分からない。自分が昏こん睡すい状じよう態たいにある間に、藤岡と佐さ々さ木きの間でなにがあったのかも、そもそも一介の医学者にすぎない佐々木と手を組む事に、速はや水みの側にどんなメリットがあるのかも、はっきりとは分からない。分かっているのはただ、藤岡が今の状況を憂うれいているという事だけだった。

「でも、藤岡さん」

　宮みや内うちが口を開いた。摘つまみ上げた苺いちごを、親指と人差し指の間で転がしている。ちらりと玲奈を横目に見てから、改めて藤岡に向き直った。

「止めるったって、ここまで事が大きくなってからじゃ、そうそう止まるもんじゃないでしょう。それに、なにかを始めようとしている人間にはパワーがある。口先だけの説得なんかじゃ、通用しませんよ」

　佐々木を擁よう護ごするようでもあり、藤岡をけしかけているようでもある。そもそも、自分がその斜しや道どう組ぐみの一員であるにもかかわらず、他人ひと事ごとのような口く調ちようなのが、玲奈には気に入らなかった。

「あんた、いったい、どっちの味方なのよ？」

「藤岡さんと佐々木さんには両方世話になってますからねぇ……。どっちの味方もできやしませんが、芝しば居い見物してる観かん客きやくとしては、佐々木さんの方を応援しちゃうかな。速水と阿あ部べをまとめて相手にするなんざ、ちょっとできる事じゃないですからね。どこまで突っ張れるのか、見てみたいってのが正直なところです」

　相変わらず無責任な男である。

　さすがに藤岡も不快に感じたらしく、険けわしい目つきで宮内を睨にらんでいた。

　その射いるような視し線せんを意にも介さず、宮内はにやりと笑い、そしてそのまま、ぽいっと苺を口に放り込んだ。
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「玲奈先生は、これからどうするつもりなんですか？」

　食事のあと、茜あかねに、そんな事を訊きかれた。

　場所は、離はなれの一角にある六畳間である。簞たん笥すや座卓などひと通りの家具は揃そろっているが、あまりに整せい然ぜんと片付けられていて、生活感が感じられない。茜によれば、ここで寝泊まりするようになって、まだ三日ほどだそうだ。部屋の隅には美み沙さ緒おたちのものと思われるバッグが並べて置かれており、どことなく修学旅行の光景を連れん想そうさせる。

「さあ、どうしようかねぇ」

　体たい調ちようはさほど悪くはない。なんとなく体が重いような気がするが、受けた負傷の程度を考えれば、この程度で済んでいるのが不ふ思し議ぎなくらいだ。藤ふじ岡おかも完治までは二ヶ月と言っている事だし、それまでの間は、あまり体に無理はさせない方がいいだろう。ただ、その間を、ずっとここで過ごすわけにはいかない。玲れい奈なには玲奈の生活があるのだし、知人もいれば、田舎いなかには家族もいる。あんな事件のあとでいきなり二週間も音信不通になってしまっているのだから、言いい訳わけを考えるのもひと苦労だ。

「まあ、とにかく、二、三日はこのまま様よう子すを見て、そのあとは、なるべく早く、ここから解放して貰もらうつもりだけど」

　佐さ々さ木きや速はや水みがなにを企たくらんでいるのか知らないが、そんな事は玲奈には関係ない。とっとと元の生活に戻して貰いたいというのが、玲奈の本心だった。

「そのあとは？　坂さか巻まき病院に、このまま勤つとめます？」

「ああ、そっちね……」

　他ほかの職しよく員いんもいい加減嫌いや気けが差したという話だったが、確たしかにその通りだ。襲おそわれたのは宮みや内うちの方でむしろ被害者だとは言うが、そもそも、院長がやくざと交流など持っていなければ、坂巻病院があんな事件の舞ぶ台たいになる事はなかったのである。

「やっぱ潮しお時どきかなぁ」

　大学病院を追い出されてから、苦労して探し出した就しゆう職しよく先さきだったが、あんな腐りきった病院にいても仕方がなかった。あれ以来、一年以上経過している事だし、玲奈の就職を妨害していた学部長も、そろそろ根に持つのをやめた頃ころかもしれない。ここらでもう一度新天地を求めるのも悪くはなさそうだ。

「あんたたちの方は、どうするつもりなの？」

　茜と美沙緒は、玲奈や宮内の看護のために臨りん時じで雇われたという話だし、玲奈たちが快復してしまえばお役ご免となる筈はずだ。

「まだ決めてないんですけどぉ……速水さんからは、よかったら、このまま継けい続ぞくして手伝ってくれないかって言われてるんですよね」

「手伝うって……なにを？」

「さっき宮内さんが言ってた話に関係あると思うんですけど、医学知ち識しきがある人を、今、探してるんですって。で、私たちなら、もう気心も知れてるから、よかったら、ぜひって」

「医学知ち識しきがある人……？」

　いったい、速はや水みと佐さ々さ木きは、なにを考えているのだ。なにを始めるつもりでいるのだろう。

「茜あかねちゃん、あんた、あの連中の事について、どの程度の事、聞かされてるの？」

「詳しい事はあんまり……。でも、説明を受けた感じでは、佐々木さんたちの研究成果を利用して新しく事業を興おこす……みたいな話でした」

　という事は、恵めぐ美みや玲れい奈なに施ほどこされた、あの術式をなにかに利用するという事だろうか。確たしかに、画かつ期き的てきな治ち療りよう法ほうではあるだろうが、やくざが目の色を変えて求めるようなものとは思えない。

「……で、あんた、その話に乗る気なの？」

「私っていうか、美み沙さ緒おがすんごい乗り気になっちゃってるんですよ。あの子、速水さんのファンだから、そばにいられるんなら喜んで～みたいな乗りで」

「……へ～」

　としか、玲奈には言いようがない。そう言えば、あの銀ぎん杏なんの会の時も、美沙緒はなにかと速水にくっついてまわっていた記き憶おくがある。

「じゃ、茜ちゃんの方は、別に受ける気でいるわけじゃないんだね？　その話」

「うん、まだ、はっきりとは」

「まだ？　はっきりとは？」

「だって、お給料は今までの三倍出してくれるって言うし、それに、なんか面おも白しろそうじゃないですか。こういう世界って、滅めつ多たに見られないし」

　……見なくていいんだよ、そんな世界は。

　どうも、美沙緒だけでなく、茜も半分以上、乗り気でいるらしい。

　取り込まれていく。速水と佐々木の計画に、玲奈の周辺が次第に取り込まれていっている。

　玲奈には、そんな気がしてならなかった。

　それも、脅迫といった手段ではなく、段階を追いながら、自発的に参加させようと仕組んでいるのが窺うかがえ、なおさらの狡こう猾かつさを感じる。

「……そう言えば、美沙緒ちゃんは今どこに行ってるの？」

　玲奈は、今いま更さらながらに、それが気になった。

　外に出ているという話は聞いていたが、考えてみれば、今のこの状況で、美沙緒が自分の意志で外出できるわけがない。外に出ていると言うなら、それ相応の理由がある筈はずだ。

「どこって言うのは、はっきり聞いてないんですけど……高たか杉すぎさんに頼まれて出掛けてったんです。私か美沙緒のどっちかに付つき添そって欲しいって言われて、それで」

「場所も理由も聞いてないの？」

「佐々木さんも一いつ緒しよだったし、多た分ぶん、医い療りよう関係のなんかだと思うんですけど……」

　茜の返答は甚はなはだ心こころ許もとない。

　そんな曖あい昧まいな説明で、ほいほい付いて行ってしまうあたり、美み沙さ緒おも茜あかねもつくづく無防備である。いや、それ以前に、好みのタイプの男がいるからとか、面おも白しろそうだとか、そんな理由で裏世界の連中と関かかわりを持つ気でいる二人が、玲れい奈なには理解できない。

　……やっぱり、一度、はっきり意見してやんなきゃ駄だ目めだね。

　二人揃そろってる時に、きっちり言い聞かせてやろう。玲奈は改めて、そう決意した。
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　その夜の八時を過ぎた頃ころの事である。

　離はなれの外の方が、俄にわかに騒さわがしくなった。

　車のエンジン音に混じって、複ふく数すうの足音が聞こえ、

「あまり揺ゆらすんじゃない。慎重にな」

　指示を下す高たか杉すぎの声も聞こえてきた。

「あ、帰ってきたみたいですね」

　茜が座ざ布ぶ団とんから腰を上げた。

　半ばはそれにつられ、また高杉がなにを運び込んできたのかにも興きよう味みがあり、玲奈も茜とともに部屋を出た。

　廊下を進み、玄関の方へと向かうと、やはり同じ物音を聞きつけたと見え、藤ふじ岡おかと宮みや内うちも姿を見せていた。その後ろには、相変わらず監かん視し役やくの人員が付き従っている。

「おや、勢せい揃ぞろいですな」

　着流し姿の宮内は、玲奈と茜に声を掛けると、土間で下げ駄たを突っ掛け、そのままがらりと引き戸を開けた。玲奈も手近な履はき物を借り、そのあとに続いて外に出る。

　既すでに一一月。夜ともなると、さすがに冷え込みがきつくなっている。

「う～、さすがにちと寒かったか」

　宮内は襟えり元もとを搔かき合わせると、両手を袂たもとの中に突っ込んだ。

　どうやら、駐ちゆう車しや場じようが屋や敷しきの裏手にあるらしく、人のざわめきは、そちらから聞こえてくる。

　宮内は、からんころんと下駄を鳴らしながら、悠然と駐車場へ向かって歩いていく。

　駐車場には、中型のバンが後ろ向きに停とめられており、後部のドアが観かん音のん開びらきに開け放たれていた。バンの荷室からは、高杉が立ったまま顔を出していて、集まった男たちに荷下ろしを指示している。

　その高杉が、ふと玲奈たちの方に目を向けた。宮内の下駄の音に気付いたのだろう。高杉の両目が一いつ瞬しゆん見開かれ、

「宮内さん！」

　驚おどろきの声とともに、高杉はバンから飛び降りた。

　周囲にいた男たちも、その高杉の声で宮内に気付き、一斉に宮内に向き直って一礼した。

　さすがは初代組長の一人息子。大した威光である。

「いいからいいから、気にせず作業を続けろよ」

　宮みや内うちは片手を振りながら、鷹おう揚ように応こたえている。

　……なるほどね。こういう環かん境きようで育つと、こういうのが出来るわけだ。

　玲れい奈なは、妙に納なつ得とくした。

「お体の方は、もう大丈夫なんですか？」

　駆かけ寄ってきた高たか杉すぎが、宮内に声を掛ける。よほど気に掛けていたのだろう、普ふ段だんはほとんど感情を顔に出さない高杉が、その表情を輝かがやかせていた。

「ああ、すっかりな。先生方のお陰だよ」

　宮内は笑え顔がおで頷うなずいた。

「そうですか……。それにしても、お元気になられて本当によかった」

　高杉はそう言い、それから玲奈の傍かたわらにいた藤ふじ岡おかに向かって、軽く目礼した。

「で、いったい、どっからなにを運んできたんだ？」

　宮内が、それを訊たずねる。

「ええ、実は……」

　言いながら、高杉はバンの方を振り返った。

　荷下ろしを手伝っていた男たちは、その作業の手を止め、宮内と高杉のやりとりを見ている。その男たちの体の向こうに、バンから下ろされた『荷物』が覗のぞけて見えていた。

　ベッドである。それもキャスターの付いた搬はん送そう用ようのベッド。しかも、その上には毛布を掛けられた男が横たわっている。点滴や呼吸補助用のマスクなど、生命維い持じに関する機き器きも接続されたままだ。

　なるほど、看かん護ご婦ふの付つき添そいを必要とするわけだ。

「あ、玲奈先生だ」

　その美み沙さ緒おが、高杉に続いて、バンの荷室の中から顔を出した。裾すその長いワンピースに、ハーフサイズのコートを着込んでいる。

　そして、もう一人。

「お久しぶりです」

　しっとりとした声が、玲奈の耳に響ひびいた。

　暖かそうなモヘアのセーターに、下はデニム地のスラックス。やわらかそうな長い黒髪には、ゆるやかなウェーブがかかっている。

「岡おか田ださん……!?」

　玲奈は目を見開いた。

　美沙緒の後ろから顔を覗かせたのは、岡田由ゆ利り子こだった。

　……なぜ、岡田さんがここに？

　岡おか田だ由ゆ利り子こも、藤ふじ岡おかや速はや水みと面めん識しきがある。だが、彼女は坂さか巻まき病院の関係者ではなかった。恋人が坂巻病院に長期入院しているという、ただそれだけの繫つながりでしかない。

　玲れい奈ながここに身柄を移されたのは、藤岡の治ち療りようを受ける必要があるからという事で、まあ納なつ得とくはできる。茜あかねや美み沙さ緒おを引き込んだのも、看かん護ごの手伝いという事で、一〇〇歩譲ゆずって認めてもいい。だが、なぜ由利子までも、こんな場所にいるのか。

　佐さ々さ木きと速水は、どんな理由で、由利子を引きずり込もうとしているのだろう。

　そして由利子も、こんなやくざの巣そう窟くつに、なぜ平気な顔でやって来られているのだろう。

　……まさか。

　玲奈は、バンの外に下ろされたベッドに、改めて目を向けた。つかつかと歩み寄り、まわりにいた男たちを押おし退のけて、そこに横たえられている男の顔を覗のぞき込む。

　……荒あら木き茂しげ樹き。

　運び込まれてきたのは、坂巻病院に入院していた筈はずの、由利子の恋人だった。

「……いったい、どういう事？」

　玲奈は表情も険けわしく、藤岡を振り返った。

　荒木茂樹は、アメリカンフットボールの試合で脊せき髄ずいを損傷し、ほぼ全身麻ま痺ひの状じよう態たいにある。重度の障害を持つ身である事は確たしかだが、容よう態だい自体は安定している。これ以上良くなる見込みがない代わり、これ以上悪くなる恐れもない。わざわざ危険を冒して、こんな場所に運び込んでくる必要はまったくないのである。

　だが、藤岡はそれに答えなかった。いや、藤岡自身が、ベッドの上の荒木に、険しい視し線せんを向けている。どうやら藤岡も、この事は知らなかったようだ。そして、玲奈と同様、疑念と疑惑を覚えている。

「もちろん、治療のためだ」

　その時、バンの助手席のドアが開いた。小型のノートパソコンを小こ脇わきに抱え、佐さ々さ木き隼はや人とが降りてきた。

「治してやると、武たけ士しの奴やつが約束してしまったそうだからな。坂巻病院に置いたままでは、治療はできない。だから身柄を引き取ってきた」

　バンを降りた佐々木は、ゆっくりと玲奈に向き直った。切れ長のその目が、眼鏡めがねの下から、まっすぐに玲奈を見詰めている。

「元気そうで、なによりだ」

　玲奈は、妙な圧迫感を覚えた。

　坂巻病院の地下にこもりきりだった佐々木。藤岡の陰に隠かくれるようにして、ただ黙もく々もくと研究に没頭していた佐々木。いつも寡か黙もくで、あの銀ぎん杏なんの会の時ですら、ほとんど喋しやべる事なく、仕方なさそうに参加していた。

　だが、今の佐々木は、玲奈の記き憶おくにある佐々木とは、明らかに違った。事なかれ主義かと思うほど人と接触する事を避さけていた佐さ々さ木きが、今は姿を現すだけでこの場の中心となるほどの存在感を放っていた。佐々木の中でなにかが変わったのか、それともこちらが本ほん性しようだったのか。

『なにかを始めようとしている人間にはパワーがある』

　宮みや内うちの言葉が、思い出される。佐々木の眼光には、人を圧する力が宿っていた。

　だが玲れい奈なも、ただ雰囲気に吞のまれるほど、やわではない。

　どんな目的があるか知らないが、進んでやくざと手を組もうなど、真まっ当とうな人間の考える事ではない。佐々木が本気でそう考えているなら、佐々木も玲奈が軽けい蔑べつする人種に成り下がったというだけの事だ。

「適当な事言ってんじゃないよ。本当にそれが理由なら、なにも今、こんな時にしなくたっていいだろ。それも、こんなところでさ」

　玲奈は、真正面から佐々木の視し線せんを受け止め、吐き捨てるように言い返した。

「やらなければならない事は、早めに片付ける主義だ。それに、坂さか巻まき病院は今なにかと紛ふん糾きゆう中だ。今のうちなら、いろいろ手をまわしやすい」

　そして佐々木は、首を巡らして藤ふじ岡おかを見やると、ついでのように付け加えた。

「例の彼女に関しても、手を打ってきた。幸い彼女自身は治ち療りようを続けて貰もらいたがってるし、母親にも速はや水みくんが話を付けてくる予定になっている。近日中に連れて来られるだろう」

　その言葉に、藤岡の顔付きが、一層、険けわしくなった。

『例の彼女』が誰だれを差しているかは明めい確かくだった。

　的まと場ば恵めぐ美みだ。

　佐々木と速水は、あの少女までも、自分たちの計画に引きずり込むつもりでいる。

「……あんまり勝手な事ばかり言ってんじゃないよ、佐々木さん」

　玲奈は、呻うめくような声を、唇くちびるから押し出した。

　玲奈自身に始まり、茜あかねに美み沙さ緒お、そして由ゆ利り子こと、佐々木は自分たちと関かかわりがあった人間をすべて囲い込み、取り込もうとしている。その意図が、はっきりと分かったのだ。

　しかも今度は、恵美のような年とし端はもいかぬ少女まで、騙だまして引き込もうとしている。その勝手さが、玲奈には許せなかった。

「なにを始める気か知らないけど、悪巧みなら自分たちだけでやればいいでしょ。あたしたちを巻き込むんじゃない！」

　玲奈が、佐々木を怒ど鳴なり付けた瞬しゆん間かんである。

　ぐにゃりと、なにかが歪ゆがんだ。

　ベッドの手て摺すりである。荒あら木き茂しげ樹きが寝かされていた搬はん送そう用ようベッド。鉄パイプで組まれたその手摺りを、玲奈は握にぎり締しめていた。その硬く頑丈な手摺りが、玲奈の手の中で、飴あめ細ざい工くのように形を変えたのである。

　茜と美沙緒、それに周囲にいた男たちが、一斉に息を吞んだのが分かった。

　由ゆ利り子こと藤ふじ岡おか、それに高たか杉すぎは、無言のまま玲れい奈なの手元を見詰めている。

　そして宮みや内うちが、ぴうっと短く口笛を吹ふいた。

　玲奈には分からなかった。自分がなにをしたのか、すぐには理解できなかった。

　さほど力を入れたわけではない。そもそも女の力でどうにかなるほど、やわな造りのベッドではない。

　それなのに、この手て摺すりは、あまりにも呆あつ気けなく折れ曲がった。玲奈の手の中で、あっさりと屈した。

「なに……これ……なんなの、いったい……？」

　自分の両手を見下ろし、玲奈は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なんだ、武たけ士し。まだ説明してなかったのか」

　佐さ々さ木きの笑いを含んだ声が、玲奈の耳を打った。

　玲奈は振り返った。両手を開いたままの体勢で首を巡らし、藤岡を顧かえりみた。

「藤岡さん……あんたいったい、なにをしたの？　あたしの体に、なにをしたのよ！」

　声を張り上げる玲奈を、藤岡は無言のまま、見返していた。




　　　　七




『それで、どうなった？』

　携帯電話の向こうから、速はや水みの声が問い掛けてくる。

「かなり興こう奮ふんされていたようですが、今は藤岡さんがついててくれてます」

　荒あら木き茂しげ樹きの搬はん送そうを終え、バンの中に戻ったところである。車内には、一かず也やのほかには、甘あま利りしかいなかった。

『目覚めたら自分の体が改造されてたんだ。まあ無理もないな』

「ええ。おっしゃる通りです。ですが、手術後の経過自体は良好のようでした。宮内さんも、ぴんぴんしてらっしゃいましたし」

『佐々木さんは？』

「荒木さんの診断をしてます。特に問題がなければ、準備が整ととのい次第、手術に掛かるとの事でした」

　荒木に対して、ハイブリッド手術を施ほどこす。それを最初に言い出したのは、佐々木の方からだった。それを施す理由は、ひとえに岡おか田だ由利子にある。

　岡田由利子は、斜しや道どうとはなんら関係のない一般人である。だが、そうであるにもかかわらず、坂さか巻まき病院の襲しゆう撃げき事件以来、あまりにも多くの事を知りすぎてしまった。

　野放しにはできないが、幸い、岡田由利子に関しては、取り引きが可能だった。半植物状じよう態たいにある恋人を治ち療りようして欲しいと、藤岡に頼んでいたからである。ならば、それをしてやる事で恩を売り、仲間に引き込もう。それが佐々木の主張だった。

　だが、それはおそらく、表向きの理由だろう。と、速はや水みは言う。

　佐さ々さ木きはこれから、速水と阿あ部べの双方を相手にまわし、勢力を拡大していく心こころ積づもりでいる。そのためには、『子飼いの部下』が必要だった。速水にも阿部にも属さぬ、佐々木自身の配下。それを佐々木は欲しているのに違いない。

　もっとも、手術を受けた荒あら木きがどう出るかは分からない。それなりに感かん謝しやはするだろうが、佐々木に忠誠を誓うとは限らないし、それ以前に、新しん組そ織しきに加入する気になるかどうかの保証もない。だが、佐々木は、岡おか田だ由ゆ利り子こを使う事で、荒木を手て懐なずける事ができると考えているようだった。また、仮にその思おも惑わくが外れたとしても、斜しや道どう以外の人間にハイブリッド手術を施ほどこすという前例を作っておく事は、今後のために大きな意味がある。

　佐々木の申し出を受けた時、速水はすぐにそこまで察した。

　察していながら、額がく面めん通りにその申し出を受けたのは、ひとつには、岡田由利子の処置には速水も手を焼いていたという事が挙あげられる。

　最も簡かん潔けつかつ簡単な方法は、岡田由利子を『処理』するという方法だが、この手の手段は、速水も一かず也やも取りたくはなかった。敵ならばともかく、そうでない人間を始末するのは、第一に速水の主義に反するし、第二に組織の中に暗い影かげを落とす。宮みや内うちも嫌いやな顔をするだろうし、藤ふじ岡おかも拭ぬぐい去る事のできない嫌けん悪お感かんを速水に対して抱くに違いない。

　それらを考えれば、いずれにせよ岡田由利子に関しては、もともとなんらかの方法で取り込むしか方策がなかったのである。佐々木の申し出は、その意味で渡りに船とも言えた。

　理由のもう一つは、速水・阿部、両派の均きん衡こうの上に、佐々木が君くん臨りんするという図式が出来た以上、佐々木にもある程度の力を得ておいて貰もらう必要があるという事だ。『佐々木独自の部下』は、潜せん在ざい的てきに速水の敵となるが、同時に阿部の敵ともなってくれる。

　最も早はや、速水が新組織の主しゆ導どう権けんを早急に奪い取る事は難むずかしいし、阿部が新組織設立に加わってしまった今では、それはむしろ愚作だった。速水対阿部という図式になってしまえば、今の段階では、速水は阿部に勝てないからである。

　勝負は長期戦になる。ならば、『敵の敵』を増やしておく事は、速水にとっても悪い事ではない。

『分かった。とにかく、今はデリケートな時期だ。無用な騒さわぎを起こしたくない。しばらくの間は、お前も、村むら上かみ先生たちの動向に注意しておけ』

「はい。承知しています」

　村上玲れい奈な、的まと場ば恵めぐ美み、柳やなぎ美み沙さ緒お、君きみ塚づか茜あかね。

　この四人は、岡田由利子同様、取り込むべき対象として、リストアップされている。藤岡たちと付き合いがあると言うだけでなく、銀ぎん杏なんの会にも出席していて、そこに居合わせた面子メンツを見覚えているからだ。ことに的場恵美と村上玲奈の両名は、ハイブリッド手術をその身に受けている。その肉体自体が最重要機き密みつとなってしまっているのだった。

　柳やなぎ美み沙さ緒おと君きみ塚づか茜あかねに関しては、既すでに臨時雇いという形で、協力を取り付ける事ができている。的まと場ば恵めぐ美みに関しても、母親の同意さえ得られれば、治ち療りようを続けるという名目で、その身柄を確かく保ほする事が可能だった。

　だが問題は、村むら上かみ玲れい奈なである。彼女は、確かつ固ことした自分自身の価値判断によって物事に対処するタイプの人間であり、やくざに対する不信感と嫌けん悪お感かんとを根強く抱いてもいる。しかも、彼女は、自身も医師であり、的場恵美の手術にも立ち会っていた。ハイブリッド技術を最も間近に見ているのだ。口先一つで丸め込むような真似まねは到底通じないだろう。

　村上玲奈は、医師という立場からも、その面めん倒どう見みの良さからも、柳美沙緒、君塚茜、的場恵美の言わば姉貴分となっていた。村上玲奈さえ取り込む事ができれば、あとの三人も付いてくるだろうし、逆に言えば、他ほかの三人を籠ろう絡らくしたとしても、村上玲奈一人に叛はん旗きを翻ひるがえされれば、すべてがご破算になってしまうだろう。あらゆる意味で、村上玲奈こそがキーパーソンなのであった。

『それともう一つ、お前に言っておく事がある』

「なんでしょう？」

『今現在、我われ々われは二体のハイブリッドを並行して製造するだけの設備を確保している』

　正確に言えば、因果関係はその逆である。宮みや内うちと村上玲奈、二人を同時に手術してしまったがために、二人分の設備を用意しなければならなくなったのである。大急ぎでそれを構こう築ちくするため、速はや水みも故買屋の吉よし岡おかも、東とう奔ほん西せい走そうさせられたのであった。

『つまり、佐さ々さ木きさんが、荒あら木き茂しげ樹きという男に処置を始めても、もう一人分、空きがあるという事だ』

「……この間のお話ですね？」

　既に一かず也やは、ハイブリッド手術を受けるよう、速水から打診されていた。

　構築したハイブリッド部隊を運用するためには、その部隊のトップに速水の信頼のおける人間をおかねばならない。そしてそれは、一也以外には有り得なかった。

「俺おれはいつでも構いません。覚悟はできてます」

『そう先まわりするな』

　速水の声に、苦笑が滲にじんだ。

『確たしかに話はその一件だが、あの時とは事情が変わった。従って、こちらも対処の方法を変えざるを得ない』

「……と、おっしゃいますと？」

『ハイブリッド手術は、私が先に受ける』

「速水さんが!?」

　思いもしない言葉だった。

　跳はね上がった一也の声に、甘あま利りが驚おどろいたような視し線せんを向ける。

「しかし、なぜです？　なぜ速はや水みさんがそんな事をする必要があるんですか!?」

　体を張るのは兵隊だけでいい。将たる速水は、むしろ身の安全をこそ、第一に考えるべきなのである。なのになぜ、人体改造などという危険な橋をあえて渡ろうとするのだろうか。

『さっきも言っただろう。事情が変わったからだ。阿あ部べが加わり、佐さ々さ木きさんもまた独自に牙きばを研といでいる。いつ寝首を搔かきに来るか分からない敵を、二人まとめて抱え込んだんだ。いつなにが起きても対処できるよう、こちらもそれなりの備えをしておかねばならない』

「速水さんは俺おれが護まもります。なにも、速水さん自身が手術を受ける事は……」

『ボディガードとしてのお前の力量には、全幅の信頼を置いている。だが、いくらお前でも、一人で二役はできない。これからはお前を『剣』として使う。だから、お前の代わりになる『楯たて』が必要なんだ』

　その『楯』として、ハイブリッドの能力を使う。自みずからハイブリッドとなる事で一かず也やをボディガードとしての責務から解き放ち、自由に動かせるようにする。速水はそう言っているのだった。

「ですが……俺ならともかく、速水さんが手術を受けるのはリスクが大きすぎます。手術自体の安全性もまだはっきりと確たしかめられたわけじゃありませんし……それに第一、手術をするのは佐々木さんなんですよ？」

　佐々木の手術を受けるという事は、佐々木のその手に速水の生命を委ゆだねるという事である。佐々木がその気になりさえすれば、赤あか子ごの手を捻ひねるより簡かん単たんに、速水を始末できてしまう。そしてただ一言、『手術は失敗だった』そう言えばいい。潜せん在ざい的てきな敵をあっさり片付ける事ができ、しかも不可抗力という言い訳も立つ。阿部も佐々木を非ひ難なんなどするまい。ただ喜ぶだけだ。速水の計画は露つゆと消え、ハイブリッド部隊は、阿部と佐々木の手中に落ちる。

「殺してくれと言ってるようなもんじゃないですか。駄だ目めです。速水さんにそんな真似まねはさせられません」

『半年後一年後なら分からんが、今なら大丈夫だ。今この時期に私がいなくなれば、ハイブリッド部隊の創設に著しく支障を来きたす。それに、佐々木さんにとっても、阿部は味方ではない。阿部に対抗する力もまだ持っていない今、佐々木さんには私を殺す事はできないよ』

　速水と阿部の力を拮抗させて、その上で舵かじを取る。それが佐々木の戦略である以上、一方を切り捨てるわけにはいかないというわけだ。

『逆に言えば、私がハイブリッド処置を受けるとすれば、今、この時しかない。新しん組そ織しきの地固めが済んだあとでは、お前の言うように、いつ佐々木さんがその気になるか分からないからな』

　速水は佐々木の人間性など信用してはいない。しかし、策士としての佐々木の能力は、高く評価していた。佐々木は抜け目がなく、油断のできない男である。だが、だからこそ、速水は安心して、佐々木に身を任せる事ができる。

　速水は佐々木を信用はしていない。だが、生命を預ける事ができるほど、『信頼』はしている。考えてみれば、奇妙な関係だった。

『一つ問題があるとすれば、いったん手術を受けてしまうと、二週間は身動きの取れない状じよう態たいに置かれてしまうという事だ。会社の方は中なか屋や敷しきさんに任せておけば大丈夫だが、組の方は、お前が責任を持って処理しろ』

「俺おれが、ですか？」

『ほかに適任者がいるか？』

「ですが……」

　一かず也やは、自他ともに認める速はや水みの右腕だ。速水の身になにかあった時、その意志を継つぐのは自分だとも思っている。だが、ほかの時ならともかく、今、この状況で組を任されるのは、あまりにも重圧が大きすぎた。

　あとから計画に加わった阿あ部べは、新しん組そ織しきの主しゆ導どう権けんを握にぎるべく、あの手この手で圧力を掛けてきているし、佐さ々さ木きもこのままおとなしくしているとは限らない。計画に対する藤ふじ岡おかの反発も日に日に高まってきているようだし、村むら上かみ玲れい奈なは自分の体に起きた異変に著しく動どう揺ようしている。

　いつ何時、なにが起きるか分からない。ほんの僅わずかな綻ほころびが、一気にすべてを瓦が解かいさせかねない。

　自分たちがどれほど危ない橋を渡っているのか、一也は改めて気付かされた気分だった。

　即答できずにいた一也の耳に、速水の声が響ひびいた。

『我々は今、綱つな渡わたりをしている。それも、何本もの綱の間を飛び移っていくような綱渡りだ。一本でも踏み外したら、それで終わり。そういう綱渡りだ』

　まるで一也の心を読み取ったかのような、速水の言葉だった。

『渡りきる事は難むずかしい。途と中ちゆうで落ちる可能性の方が高いだろう。だが、渡り始めた以上、後戻りはできない。立ち止まるのも、バランスを崩くずして却かえって危険だ。進むしかない。渡りきるか、途中で落ちるか、二つに一つしかないんだよ』

　優やさしく諭さとすような口く調ちようであるだけに、なおさら深く、その言葉は一也の心に染しみた。

「……はい」

『手術を受ける前に、出来る限りの手は打っておく。だが、不測の事じ態たいというものはいつでも起こりうる。そうなった時は一也、お前がお前の判断で対処しろ。いいな』

「はい。分かりました」

　無む謀ぼうな事は最初から分かり切っていた筈はずだった。分かっていながら、打って出た大勝負だった。

　やり遂げてみせる。速水とともに、必ずこの綱を渡りきってみせる。

　一也は、その決意を新たにした。
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　藤ふじ岡おかの指が、アンプルを折り開ける。開いた口に注射針を差し込み、薬液を筒の中に吸い上げる。玲れい奈なに鎮ちん静せい剤ざいを投与するつもりなのだ。

　藤岡は大柄な男だ。胸の厚みも、腕の太さも、医学博士という肩書きが似つかわしくないほど逞たくましい。その大きな手の中で、アンプルも注射器も、まるで子供の玩具おもちやのように見えた。

　……あんなごつい指してる癖くせに器用なもんね……。

　藤岡の手元を眺めながら、玲奈はそんな事を考えていた。




　己おのれの発した人間離ばなれした怪力に、玲奈は初め呆ぼう然ぜんとし、そして次に恐怖した。

　恵めぐ美みの手術に立ち会った際に、玲奈は『アスラ細胞』の現物を見ていた。赤黒く、てらてらと光りながら蠢うごめいていた、あの気き色しよくの悪い物体。生理的嫌けん悪お感かんを覚えつつも、藤岡を信じて、恵美への処置を認めた玲奈だった。

　だが、藤岡は噓うそをついていた。あの手術は、画かつ期き的てきな治ち療りよう技術などではなかった。藤岡たちが施ほどこした処置は、玲奈の体を得え体たいの知れないなにかに変えつつある。

　恐ろしかった。心しん底そこ恐ろしかった。

　いかに得体の知れないものであっても、それが外部から襲おそい掛かってくるものであれば、逃げ出せる。だが、これは、玲奈の中にいた。玲奈の中に植え付けられ、今、この瞬しゆん間かんも増殖を続けている。そう思うと、玲奈は叫び出したくなった。

　いや、実際に叫んだのかもしれない。なにかを喚わめきながら、藤岡の胸倉を摑つかみ挙あげた記き憶おくがかすかに残っている。

　そんな玲奈を、藤岡はあの太い腕で抱き留とめ、半ば強引に離はなれの中に連れ戻したのだった。玲奈は抗あらがったが、いくら暴あばれても、藤岡の腕はびくともしなかった。最初に目覚めた部屋に玲奈を連れ込み、有う無むを言わせずベッドに寝かせて、鎮静剤の準備を始めたのである。




　針を上向け、筒の中の空気を抜いてから、藤岡は玲奈の手を取った。手首を返し、袖そでをまくって、腕の静脈に針をあてがおうとする。

「やめて」

　腕を藤岡に摑ませたまま、玲奈は、ただ一言、そう言った。

「少し眠った方がいい」

　そう言いはしたものの、玲奈の目を見返した藤岡には、やや意外そうな表情が浮かんでいる。ここに連れ込まれるまでのような力ずくでの抵抗を、玲奈がしなかったからだろう。

「大丈夫。もう落ち着いた。だから、そんなものでごまかさないで」

　その時の心の動きの変化が、自分でも不ふ思し議ぎだった。つい先程まで恐怖に怯おびえ惑わく乱らんしていた玲れい奈なの心が、藤ふじ岡おかの指の動きを見ているうちに、すぅっと収まっていったのだ。

　アンプルを切って、注射の準備をする。玲奈自身も、これまで何千回と繰くり返してきた動作である。玲奈の身に染しみ込んだ動作だった。あるいはその動作が、玲奈に自分が医者である事を思い出させたのかもしれない。

　血みどろの怪け我が人にんを見ても悲鳴を上げない。疫病に罹かかり、無惨に顔が溶け崩くずれた患者を見ても逃げ出してはならない。それが医者というものだ。症状を確たしかめ、原因を探り、それに対処する。それがあるべき姿である。たとえ、その患者が自分自身であってもだ。

　藤岡は、注射針の先端を、玲奈の肌に押し当てたままでいる。無言のまま、玲奈の目を見詰めている。玲奈も、ベッドに仰あお向むけになったまま、その藤岡の目を見返していた。

「……分かった」

　玲奈の腕を摑つかんでいた手を離はなすと、藤岡は、薬液の入ったままの注射器を片付けた。

　玲奈は身を起こし、藤岡に向き直った。

「いったい、あたしになにをしたの？　あたしの体になにが起きてるの？」

「……君の命を救うために、『アスラ細胞』を移植した。その効果は以前にも説明した通りだ。噓うそはついていない」

「でも、言わなかった事はあるよね？」

　藤岡は椅い子すに座り直すと、大きく一つ、息を吐いた。

「ああ」

「話して。藤岡さんたちが、それをずっと秘密にしてきたのは知ってるけど、今のあたしにはそれを聞く権利がある。そうでしょ？」

「……そうだな。確かにそうだ」

　藤岡は静かに頷うなずくと、少し間を置いてから、改めて口を開いた。

「坂さか巻まき病院に来る前、私たちがどこにいたか、話した事はあったかな」

「確か……アメリカだっけ？」

　宮みや内うちあたりが、そんな事を口にしていたのを聞いた記き憶おくがある。

「そうだ。かれこれ八年の間、向こうで研究を続けていた。しかも、最後の三年間は、地中深くに設置された施設での研究生活だった。四六時中監かん視しされ、外出する事もままならなかった」

「どうして？」

「我われ々われの研究を軍事に利用したがった者がいたからだ」

「……どういう風に？」

「最初は、我々と同様、画かつ期き的てきな治ち療りよう法ほうとしてのみ評価していた筈はずだ。なんといっても、この技術は理り論ろん上じよう、脳細胞以外なら、ほとんど体のどんな部位にでも応用できる。切断された手足を再生させる事も、潰つぶれた眼球を再生する事も可能だ。人間同士が互いの肉体を破は壊かいし合う戦場という場で、これほど有用なものはあるまい」

　自じ嘲ちようめいた笑いが、藤ふじ岡おかの口元に浮かんだ。

　人を助けるための技術が、殺し合いの場で使われる。その皮肉さを感じたからだろう。

「……だが、初期の『アスラ細胞』は分化能力も完全ではなく、細胞分裂の速度も遅かった。そこで我われ々われは『アスラ細胞』をより効率よく機き能のうさせるため、遺い伝でん子しレベルでの調ちよう整せいを続けた。すると、我々も予想していなかった付随効果が現れてきたんだ」

「……どんな？」

　ある程度の予想は付いたが、話の腰を折りたくなかったので、玲れい奈なはただ先を促すだけにとどめた。

「再生後の生体器官が、再生前より、明らかに強きよう靭じんになっていたんだ。分かりやすい例を挙あげれば、筋細胞の収しゆう縮しゆく力りよく比較で一・五倍から二倍。その当時で既すでに、そのくらいの違いがあった。『アスラ細胞』は移植先の環かん境きように同化して同じ物を作り出そうとするが、再生されたあとの生体器官を形作っているのは分化した『アスラ細胞』そのものだ。我々が『アスラ細胞』に加えた強化措置の影えい響きようが、そういう形で現れてしまったらしい」

「……それが、あの怪力の正体？」

　その問い掛けに、藤岡は答えなかった。答えぬまま、話を続けた。

「脆ぜい弱じやくなものを生み出すよりは、強靭なものの方がいい。とは言うものの、人体の他ほかの部分との兼ね合いもある。一部分だけが突出して強靭になれば、他の部分に負荷を与えてしまう。治ち療りよう技術として確かく立りつするためには、それを抑制する必要がある。我々はそう考えたが、それとはまったく別の考え方をする人間がいた。この『アスラ細胞』を使って肉体全体を強化すれば、超人を生み出す事ができるのではないか、とね。そしてそのための研究を続けるよう、彼らは私たちに強しいた」

　話が核心に近付いていくにつれ、藤岡の声も、より低くより無表情なものに変わっていくような気がする。

「それで……それに従ったわけ？」

「彼らが新たな可能性に気付いた時から、我々を取り巻く環境は変わった。我々の研究は軍事機密となり、私たち一人一人に、二四時間態勢の監かん視しが付いた。我々は話し合った末、彼らの言う通りに研究を続ける事にした。人を超えた力を持つ、超人を創つくり出すための研究をだ。そして、それが完成した時、私と隼はや人とは、それぞれ互いの体に手術を施ほどこした。我々自身が超人となり、その力で研究所の警けい備びを破って、博士とともに脱出した」

　玲奈は思わず、目を見開いた。

　既に人体に対する臨りん床しよう例れいも二例ある。藤岡は、恵めぐ美みの手術の前に、そう話していたが、それはこの事だった。二例の臨床例とは、藤岡と佐さ々さ木き自身の事だったのである。

「……私は許せなかった。人を監禁し、意に染そまぬ研究を無む理り矢や理り続けさせた事もそうだが、人を助けるために築きずき上げた技術さえ、人を殺すために利用しようとする。そういう人間が許せなかった。この男たちの言うなりにだけはなるものかと、そう思った。だが……」

　そして、藤ふじ岡おかは口を噤つぐんだ。

　長い沈ちん黙もくが、あった。

「……藤岡さん？」

　玲れい奈なが、そっと声を掛けると、藤岡は再び、その顔を上げた。

「隼はや人とも私と同じ気持ちだった筈はずだ。だから、その体を人でないものに変える事までした。……だが、その隼人が、今は奴やつらと同じ事を始めようとしている。速はや水みくんと手を組んで、ハイブリッドの超人部隊を作り上げようとしている。私には、あいつの考えている事が分からない。……それどころか、自分がどうするべきなのかも、分からなくなってきたよ」

　藤岡の沈ちん鬱うつさの正体と、その悩みの深さが、ようやく玲奈にも理解できたような気がした。

　当初の理想を歪ゆがめられ、したくもない研究を強しいられた。そして、己おのれの体を犠ぎ牲せいにするような真似まねまでして、ようやくその環かん境きようから逃のがれたのに、いつの間にか、また同じ状況に包み込まれつつある。しかも今度は、その一端を担いでいるのが、藤岡の無二の親友である佐さ々さ木き隼人なのだ。

　藤岡の眼まな差ざしが憂うれいに満ちている。その大きな体が、やけに小さく見えた。

「……あたしや恵めぐ美みちゃんにしたのも、それと同じ手術なわけ？」

　一人物思いに耽ふけっていた藤岡だったが、その玲奈の問い掛けに、我われに返ったようだった。

「基本的には、そうだ」

「じゃあ、あたしたちも、その『超人』になるわけ？」

「恵美くんに関しては、処置を施ほどこしたのは腰から下だけだ。他ほかの部位とのバランスが取れるように、『アスラ細胞』の力も、かなり抑制している。だが、君に関しては……」

「あたしに関しては？」

「君の処置をしたのは、隼人だ。そして、その処置具合を見る限りでは、どうやら隼人は、君を我々と同等の『超人』に仕立て上げるつもりとしか思えない」

「……そう」

　藤岡は自分の体を『人でないもの』と表現した。藤岡たちが創つくり出す『超人』が、そう表現されるものであるなら、玲奈もまた『人でないもの』になりつつあるという事だ。

　玲奈はそっと溜ため息いきをついた。

「すまない」

「は……今いま更さら謝あやまられたって、遅いよ」

　玲奈は皮肉な感じに、鼻を鳴らした。

「……すまない」

　藤岡が、謝しや罪ざいの言葉を繰くり返す。

「だから謝って貰もらっても仕方ないって言ってるでしょ。そんな事より、これからの事を考えなきゃ」

　玲れい奈なは、わざと叱しかり付けるように言ってやった。過ぎた事をぐだぐだ言っていても始まらない。取り返しの付かない事は取り返しが付かないのだ。

　藤ふじ岡おかが、やや面食らったような顔をする。それがちょっと痛快だった。

　なんとなく、自分がいつもの調ちよう子しに戻ってきたような気がする。

「あいつら二人の事、どうすんのよ？　このまま放っておくつもり？」

「……いや」

　藤岡は首を振った。

「そういうわけにはいかない。なんとしても止めなければ」

「どうやって止めるの？」

「とにかく、もう一度、隼はや人とに直じか談だん判ぱんしてみる。それでもあいつが思い直してくれなかったら……」

「くれなかったら？」

　一拍の間を置いて、藤岡は答えた。

「口で言って止まらなければ、あとはもう、行動に出るしかないだろうな」

　半ば独ひとり言のように呟つぶやくと、藤岡は玲奈から視し線せんを外した。

　藤岡の横顔には、憂うれいの色が強く残っている。だが、その眼まな差ざしには、はっきりとした決意が宿っていた。

　これから自分がどうなっていくのか、玲奈には分からない。想像する事さえできなかった。

　自分の体がどう変化していくのか。『超人』になるという事は、どういう事なのか。

　そして、佐さ々さ木きと速はや水みの暴ぼう走そうが、玲奈の周囲をどう変えていくのか。

　なにからなにまで、玲奈の理解を超える事ばかりだった。

　果たして藤岡に、佐々木を止める事が本当にできるのだろうか。できなかったら、どうなるのだろう。佐々木や速水は、自分をどうするつもりなのだろうか。無事に元の生活に戻る事が、果たしてできるのだろうか。

　……煙草タバコが吸いたいな。

　玲奈はふと、そう思った。
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　車を降りると、潮しお風かぜが吹ふき付けてきた。

　既すでに夜。深夜と言っていい時刻である。空には雲もなく、さざめく海面の上に、無数の星々がきらめいていた。

　後部座席から降りてきた速水が、コートの襟えり元もとを搔かき合わせた。

「さすがに寒いな」

「ええ」

　速はや水みの言葉に、一かず也やは短く、頷うなずいて返した。

　暦こよみはもう一二月に入っている。ラジオの気象情報では、今年ことしの冬はかなり冷え込むと言っていたが、その予報の正しさを、いち早く体感したような気分だった。一也も厚手のスラックスとジャケットを着込んでいたが、染しみ入る冷気に、太ふと腿ももの傷が、しくしくと痛む。

　ばたん。

　一也と速水の後方で、ドアの閉じられる音がした。南な雲ぐもの運転する車から、佐さ々さ木きと岡おか崎ざきが降りてきたのである。

「うわっ。こら堪たまんねぇわ」

　吹ふき寄せる風に、岡崎が首を竦すくめ、首のマフラーを巻き直した。

　佐々木は、ツイードのロングコートを着込んでいたが、前を合わせてはいなかった。風にはためく裾すそをそのままに、暗い海に目を向けている。

　一也たちがいるのは、海岸沿いの舗ほ装そう道路の上だった。海に突き出た岬みさきの中腹のため、道路は海を抱いだくように、ゆるやかに湾曲している。後ろを振り返れば、荒れ果てた土地が広がるばかりで、人じん家かの明かりらしきものは、なに一つ見えなかった。

「……それで？」

　ざっと周囲を見渡してから、佐々木が、速水を振り返った。

「なにがあるとも思えないが、こんなところに候補地があるのか？」

「いえ。候補地はもう少し先です。このあとお連れしますが……」

　佐々木に応こたえながら、速水は、軽く曲げた指先で、助手席の窓を叩たたいた。運転席に残っていた甘あま利りが窓を開け、速水の手に、小型のノートパソコンを差し出す。

「……その前に、地理的な位置関係をご説明しておいた方がよいかと思いまして」

　受け取ったノートパソコンを、車のトランクの上に載のせ、速水は蓋ふたを開いた。電源は既すでにオンになっている。画面いっぱいに開かれたウィンドウには、一也たちが今いる、この場所の地図が描かれていた。

「現在、我われ々われがいるのは、ちょうどこのあたりです」

　速水の指先が、地図の一点を指し示した。

　佐々木が歩み寄ってきて、ノートパソコンの画面を覗のぞき込んだ。

　岡崎は、興きよう味みなさげな顔をしながらも、佐々木の肩越しに、横目で画面を眺めている。

　地図の中では、陸地から海に向かって岬が延のびていた。その東側の海かい岸がん線せんに沿って、岬の突端まで、細い道路が走っている。速水の指先が示しているのは、その道路上、岬の付け根に当たる部分と突端との、ほぼ中間あたりだった。

　佐々木は、いったん画面から顔を上げると、星明かりの中、周囲の地形を透すかし見た。

「……どうやら、そのようだな」

　佐さ々さ木きの目め線せんが画面に戻ったのを確かく認にんしてから、速はや水みは指先を陸地側にずらした。地図上の方位で言えば西側である。

「ご覧らんの通り、このあたりは潮しお風かぜをまともに受けるので、荒れ地同然となっています。一般家屋もありませんし、道が抜けてるわけでもない。いくつかの区画がスクラップ置き場に利用されているくらいで、出入りする人間もほとんどいません。佐々木さんのおっしゃっていた条件を、かなりの水準で満たしていると思います」

　速水の説明に頷うなずきながら、佐々木は、ノートパソコンの画面上に、指先を滑らせた。

「ここにあるのが、君の推すい薦せんする候補地か？」

　佐々木の指先が停とまったのは、岬みさきの突端部分である。そこには、建設物を示していると思おぼしき、長方形が描かれていた。

「ええ、そうです」

　速水の指先がパッドの上を滑ると、地図画面が拡大した。それに応じて、ただの長方形だった建設物も、その形を詳細にしていく。

「これは、なんだ？」

　佐々木の指先が、画面を叩たたいた。建物のそば、海に面した側に、プールのようなものが描かれている。

「それは水すい槽そうですね」

「水槽？」

　佐々木が、ちらりと速水を見上げた。

「ええ。この建物は、もともと、とある食品会社が保有していた、海産物の養殖試し験けん場じようだったんです。ですが、数年前に、この沖合でタンカーが座ざ礁しようしましてね。流出したオイルで試験場は全滅。その後、会社自体が左前になった事もあって、半ば放置されたままになっていたんです。もともとが試験場ですから、電気系統の設備も整ととのっていますし、敷しき地ち面めん積せきも、かなりの広さが確かく保ほできます。船舶の横付けも可能ですから、資材の搬はん入にゆうにも使えますし、いざという時の脱出手段としても利用できるかと」

「なるほどな。必要なものはひと通り揃そろっているというわけか……まるで誂あつらえたような出で物ものだ」

　佐々木の薄うすい唇くちびるが、僅わずかに緩ゆるんだ。

　その佐々木の表情を、速水は窺うかがうように覗のぞき込んでいる。

「気に入られましたか？」

「とりあえずはな。だが、箱はこの中を見てみない事には、なんとも言えない」

「でしょうね」

　速水は頷うなずくと、ノートパソコンを閉じた。

「では、これから向かうとしましょう。鍵かぎは預かって来てますから、ご覧らんになりたい場所は、すべてお見せできると思います」

　ノートパソコンを小こ脇わきに抱え、速はや水みが車のドアに手を掛ける。再び後部座席に乗り込もうとした時、その速水の横顔を、明るい光が、不意に照らし出した。

　無数のライト。重なり合うエンジン音。

　バイクだ。複ふく数すうのバイクが、後方から急速に接近しつつあった。

　いったい何者だ？　警けい察さつか、辰たつ巳みか、それとも……？

　一かず也やは、滑るように立ち位置を移動した。速水の防ぼう壁へきとなるべく、その前に身を置いたのだ。

　だが、迫り来るバイク集団は、一也が懸け念ねんしたような連中ではなかった。

「こんなとこに車、停とめてんじゃねえよ、ぼけ！」

「邪じや魔まだ、邪魔ぁ！」

　口汚く罵ののしりながら、バイク集団が二台の車の脇わきを走り抜けていく。

　運転しているのは、いずれも一〇代そこそこの少年たちだった。おそらく、地元の暴ぼう走そう族ぞくかなにかだろう。この寒いのに元気な事だ。

　一也たちが見送る中、バイク集団は、岬みさきの突端へと向かって、そのまま走り去っていった。

「糞くそガキどもが」

　岡おか崎ざきが舌打ちし、路面に唾つばを吐き捨てた。

「出入りする人間はいない筈はずじゃなかったのか？」

　佐さ々さ木きが、首を巡らせて、速水を顧かえりみた。

「『ほとんど』と言いましたよ」

　速水が軽い調ちよう子しで答えた。その口元には、僅わずかな苦笑が浮かんでいる。

「このあたりは滅めつ多たに車も通りませんし、彼らにすれば、いい気分で走れる遊び場なんでしょう」

　すると、

「なに吞のん気きな事言ってんすか、速水さん」

　岡崎がいらついた表情のまま、速水を睨ねめ付けた。

「あんなガキどもが勝手に出入りするんじゃ、機き密みつ保持もへったくれもあったもんじゃねえ。なんとかしねえと、まずいんじゃねえんですか」

「もちろん、そのつもりだ。この場所に決定すれば、それなりの手は打つよ」

　挑戦的な岡崎の目付きを意にも介さず、速水は軽く答えた。

「それなりねぇ……。てぇと、このあたり一帯、全部買い占めでもするわけですか。お得意の金の力で？」

　皮肉な口調で、岡崎が言う。

「残念ながら、私の財布も、そこまでは大きくない。それに、そんな事をしたら、目立って仕方がないだろう。逆効果だ」

「では、どうする？」

　今度は佐さ々さ木きが、速はや水みに訊たずねた。

　速水は、佐々木に向き直って、それに答えた。

「本道からこの脇わき道みちへ入ってくる分岐点に、店を一つ構えます」

「店？」

　片かた眉まゆを跳はね上げたのは、岡おか崎ざきだった。佐々木は無言のまま、速水の説明を待っている。

「煙草タバコ屋やでも駄だ菓が子し屋やでも、なんでも構いません。道端にあって不自然でない店を置いて、見張りの人員を常じよう駐ちゆうさせます。誰だれかがこの脇道に入ってきたら、いち早く本部に連絡させ、本部はそれを受けてカムフラージュを徹てつ底ていさせる。それで充分対処できる筈はずです」

「まるで、梁りよう山ざん泊ぱくだな」

　佐々木が、薄うすく笑った。

　──梁山泊。

　決して読書家とは言えない一かず也やだが、その固有名詞は記き憶おくの中にあった。『水すい滸こ伝でん』だ。

『梁山』とは、物語の主役である好漢たちが本拠とした山の名前。『泊』とは、船着き場の事である。『梁山泊』は、彼らのアジトの名前であり、その周囲にはいくつかの酒場が配置されていた。酒場で働く人間は、好漢たちの仲間であり、アジト周辺の見張りも兼ねていたのである。

「中国の古典も捨てたものではありません。このシステムは、現代の日本でも、有効に働く筈ですよ。先程も言いましたように、一般人の出入りを全面的にカットしてしまうと、却かえって人の目を引いてしまいます。ある程度は出入りさせた方が、カムフラージュという面ではより有効だと考えます」

　佐々木は、しばし速水の目を見返していたが、すぐに、

「いいだろう。特に異存はない」

　あっさりと頷うなずいて、速水の案を受け入れた。

「へ、そんなもんすかね」

　岡崎は不服そうだったが、佐々木が了承してしまったために、それ以上、けちを付けるわけにもいかなかったようだ。どこか、すっきりしない表情のまま、岡崎は、革ジャケットのポケットに手を突っ込んだ。煙草の箱はこを取り出し、ひと振りして、何本かを箱の外に飛び出させる。

「一本、貰もらえるか？」

　佐々木が、岡崎に声を掛けた。

　岡崎は、佐々木を一いつ瞬しゆん見詰め、

「……どうぞ」

　煙草の吸い口が飛び出した箱を、そのまま佐々木に差し出した。佐々木の指が、それを摘つまみ、一本、引き抜く。岡崎は自分でも、口で咥くわえて一本引き抜いてから、次にライターを取り出した。

　海からは、依然として、強い風が吹ふき付けている。岡おか崎ざきは、左手で風を遮さえぎりながら、佐さ々さ木きの咥くわえた煙草タバコの先に、慎重にライターの火を近付けた。

　煙草に火が点つくと、佐々木は大きく煙を吸い込んだ。吸った煙を、風に向かって、ふぅっと吐き出す。そして、ぽつんと、独ひとり言のように呟つぶやいた。

「だが、それはそれとして、今の連中は目障りだな」

　それを聞き留とどめ、速はや水みが軽く眉まゆを寄せた。

「……と、おっしゃいますと？」

　佐々木の目は、先程のバイク集団が走り去っていった方向を、見詰めている。

　地図に拠よれば、この先は行き止まりである。いずれ、あの連中もＵターンして、戻ってくるに違いない。

　速水の言葉に佐々木は答えず、そのまま傍かたわらの岡崎を振り返った。

「今の連中を捕ほ獲かくしてくれ。一人残らずだ」

「へ？」

　岡崎が目を丸くした。岡崎にしても、今の佐々木の言葉は予想外だったのだろう。

「……ほんとに、やっていいんすか？」

「構わん。ただし生いけ捕どりだ。多少の怪け我がは仕方ないが、殺すなよ」

　岡崎は、咥え煙草のまま、岬みさきの先に目を向け、次にその目め線せんを、険けわしい表情の速水へと向けた。

「了解」

　岡崎は、にんまりと笑うと、南な雲ぐものいる運転席の窓を叩たたいた。

「おう。ちょいと車を動かして、道を塞ふさげ。それと事務所に連絡だ。何人か寄よ越こすように言ってくれ。バイクを運ぶトラックも一いつ緒しよにな」

　さすがに岡崎は、この手の荒事には慣なれている。やるとなったら行動は早い。後始末の手配も的てつ確かくだった。

「ちょっと待ってください、佐々木さん。いったい、どういうおつもりなんですか？」

　そこで速水が口を挟んだ。さすがに黙だまってはいられなくなったようだ。

「今も言っただろう。あの連中を捕獲する」

　煙草をくゆらしながら、佐々木が答えた。

「なんのためにです？」

「若い肉体は、なにかと有用だ。労働力としても、それに……生体実じつ験けんの材料としてもな」

　煙草の煙越しに、佐々木はからかうような視線を、速水に向けた。どこまでが本気で、どこまでが冗じよう談だんなのか。佐々木の表情からは、その真意は読み取れない。

「ですが……そんな事をしたら、大おお事ごとになります」

　捕ほ獲かくしろなどと、簡かん単たんに言ってくれるが、相手は犬猫ではなく人間である。帰る家もあるだろうし、家族もいる筈はずだ。突然、行方ゆくえ不明になりでもしたら、家族が大おお騒さわぎするのは目に見えている。岡おか田だ由ゆ利り子こや村むら上かみ玲れい奈なの時でさえ、なんとか騒ぎを起こさずに済むよう、多方面に手をまわす必要があったくらいだ。

「それをうまく処理するのが、君の役目だろう？」

「必要な事ならば、もちろん処置はします。ですが、これは……」

「なにが必要で、なにが必要でないかは、俺おれが決める」

　切り捨てるような口く調ちようで、佐さ々さ木きは言った。その目元からも、笑いの滲にじみは消えている。

　本気だ。佐々木は本気で、あの少年たちを拉ら致ちさせるつもりでいる。

　一かず也や同様、速はや水みも、それを悟ったようだった。

　その間に南な雲ぐもは、後方に停とめていた車を、移動させていた。甘あま利りの乗る車のすぐ右みぎ隣どなりに横付けさせたのだ。ぎりぎり二に車しや線せん程度の幅しかない道路は、二台の車で完全に塞ふさがれてしまった。

　運転席に座ったままだった甘利には、外でなされた会話が分からない。状況説明を求めるような目を、速水と一也に向けてきている。

　速水は、押おし黙だまったまま動かない。

　岡おか崎ざきは、革ジャケットのボタンを外し、裾すそを払った。例によって懐ふところには、刃物を仕込んでいるに違いない。

「俺も手伝いましょうか？」

　こちらも運転席に座ったまま、南雲が窓から顔を出す。

「あんな糞くそガキ相手に、手伝いなんか要いらねえよ。お前はそこで見物してろ」

　岡崎は、ぷっと煙草タバコを吹ふき捨てると、靴くつの底で踏み消した。

　岬みさきの先に、ライトが見えた。そのバイク集団のヘッドライトが、再びこちらに近付いてくる。

「一也」

　速水が、一也の名を呼んだ。

「はい」

　一也は、速水に目を向ける。

　口に出しての指示はなかった。険けわしい表情のまま、速水は無言で、顎あご先さきを僅わずかに横に振った。

「……はい」

　ゴーサインである。お前も手伝えと言うのだ。たとえ賛さん同どうしかねる行動であっても、指揮官としての佐々木の命令に従う道を、速水は選せん択たくしたのだった。

　一也は、甘利の車の左ひだり脇わきを擦すり抜けるようにして、岡崎の隣に立った。

　ちらりと横目に一也を見て、岡崎が嘲あざけるように鼻を鳴らす。

　だが一也は、岡崎を見返しはしなかった。佐々木の指示に速水が従うなら、一也もまた、それに従うだけだ。

　近付くヘッドライトの光が、次第に大きく明るくなり、やがて、その行く手を塞ふさぐように立つ、一かず也やと岡おか崎ざきとを、真正面から照らし出した。




　　　　一〇




　──下見を終えた佐さ々さ木き隼はや人とが、大おお野の屋や敷しきの離はなれに戻ってきたのは、夜の二時を過ぎた頃ころだった。

　薄うす暗ぐらい廊下を進み、自室の前に立つ。その襖ふすま戸どを開けようと手を伸ばす。

　そこで佐々木は、いったん手を止めた。

　襖の隙すき間まから、明かりが漏もれている。

「……」

　一拍の間を置いてから、佐々木は襖に手を掛け、するりと引き開けた。

「こんな時間にお帰りか。どこに行っていた？」

　男の低い声が、佐々木を迎えた。

　部屋の中にいたのは、藤ふじ岡おか武たけ士しだった。濃こい茶ちや色いろのセーターを着込んでいる。窓辺の柱に背中を凭もたせ掛け、腕を組んで立っていた。

「お前こそ、こんなところでなにやってるんだ」

　薄うすく笑って応こたえながら、佐々木はコートを脱いだ。脱いだコートをハンガーに掛け、ハンガースタンドに吊つり下げる。

　佐々木に割り当てられた部屋は、離れの西側に位置する六畳間である。部屋の中央には、深みのある色合いのテーブルが置かれ、その上には急きゆう須すや湯飲みなどを載のせた盆が置かれている。大野屋敷の若衆が用意してくれているものだ。

　佐々木は、テーブルの前に胡座あぐらを搔かくと、盆を引き寄せ、小振りの魔ま法ほう瓶びんを手に取った。蓋ふたを開けてみると、中の湯はまだ熱あつい。こんな時間でも、熱い湯を用意してくれているあたり、下手へたなホテルなどより、サービスが良い。

「さすがに外は寒かったよ。……お前も飲むか？」

　急須に湯を注そそぎながら、佐々木は藤岡に声を掛けた。

　だが、藤岡は答えない。窓辺に立ったまま、強い視し線せんで、佐々木を見下ろしている。

　佐々木は、眼鏡めがね越しに藤岡を見上げ、先の質問に答えた。

「例の本部候補地の下見に行って来たんだ。なかなかいい場所が見付かった。きっとお前も気に入るよ」

　佐々木は急須を持ち上げると、湯ゆ気げの立つ緑りよく茶ちやを、湯ゆ吞のみの中に注ぎ込んだ。

「……あんな連中に、いつまで付き合うつもりなんだ？」

　佐々木を見詰めたまま、ぽつりと、藤岡が言った。

「今いま更さら、なにを言ってる」

　佐さ々さ木きは、軽く苦笑すると、熱あつい茶を、ひと口すすった。

「俺おれがなにをしようとしているかは、もう言った筈はずだ。それは今も変わらない」

「そうまでして、やくざの手先になりたいのか」

「そうじゃない。俺が、奴やつらを手先にするんだ」

　藤ふじ岡おかが、大きく息を吐いた。

「いったいなにがあったんだ。なにがお前を変えた？　以前のお前なら、こんな事は絶対にしなかった筈だ」

「いいや、それも違う」

　佐々木は湯ゆ吞のみをテーブルに置くと、真まっ直すぐに藤岡を見上げた。

「俺は変わっちゃいない。変わったとしたら、それはお前の方だろう」

「どういう意味だ？」

　藤岡が眉まゆを寄せた。

「博士と博士の研究を護まもり抜く。そのためにはどんな事でもする──あの時、俺たちはそう誓った筈だ。だから俺たちは、この身をハイブリッドに変えた。だからこの手を、血で汚したんじゃないか。少なくとも俺はまだ、あの時の誓いを忘れちゃいないぞ」

「私だって忘れたわけじゃない」

「だといいがな」

　佐々木が、皮肉な感じに鼻を鳴らした。

「私があの時の誓いを忘れていると、お前はそう思っているのか？」

「それが本当なら、なぜ、俺に協力しようとしない。分かっているのか？　一度は逃げ延びたとは言え、シャッフルの脅威は消えたわけじゃない。いずれ必ず、俺たちの前に再び現れる。だから、今のうちに、奴らに対抗する力を蓄たくわえておかなければならないんだ。簡かん単たんな理屈だろう。なぜ、それが分からない」

「お前がやろうとしている事は、シャッフルが我われ々われに強制した事と同じだ。我々がそれだけはさせまいとした、それと同じ事を、お前はしようとしているんだぞ」

　詰きつ問もんするような藤岡に対し、佐々木は平然と答えた。

「部隊を運営するのが俺であり、博士を護る事を第一義に考えている以上、そこに明めい確かくな違いはある」

「隼はや人と……」

　藤岡が佐々木を睨にらみ付けている。その藤岡を佐々木が見詰め返している。

「……お前は間違っている」

「お前は甘いよ」

　低く絞り出した藤岡に対し、佐々木は即座に切り返した。

「いい加減に気付いたらどうなんだ、武たけ士し。お前のその甘さが、これまでどれだけ面めん倒どう事ごとを引き起こしてきた。展望もなければ、覚悟もない。そんな様ざまで、この先博士を護まもり抜く事ができると、本当に思っているのか？」

　藤ふじ岡おかが口を噤つぐんだ。今の指摘が、あながち的外れとばかりは言い切れない事を、藤岡自身も気付いていたのだ。

「……護ってみせるとも。お前のようなやり方でなくとも、私が必ず、博士を護ってみせる」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、藤岡は、唇くちびるの隙すき間まから押し出すように言った。

「見解の相違だな。……まあ、いい。そんな甘っちょろいやり方が通じると思うなら、試してみればいいさ」

　佐さ々さ木きは皮肉な調ちよう子しで笑うと、テーブルに置いた湯ゆ吞のみを、再び取り上げた。

「……ああ、そうさせて貰もらう」

　堅い表情で応こたえ、藤岡は、窓辺から身を離はなした。佐々木の脇わきを通り抜け、そのまま戸口へと向かう。

「……ああ、そうだ。言い忘れていたが、近日中に、荒あら木きくんと速はや水みくんの手術を行う予定になっている。手伝ってくれる気があるなら、手伝ってくれ。一人で二人を処置するのは、さすがに大変だからな」

　藤岡に背を向けたまま、佐々木は言った。

　藤岡は、いったん立ち止まり──だが、返事もしなければ、佐々木を振り返る事もしなかった。そのまま部屋を出、後ろ手にぴしゃりと襖ふすまを閉めた。




　　　　一一




　──速水が大おお野の屋や敷しきを訪れたのは、その二日後の事だった。

　藤岡や佐々木たちの世話と監かん視しのため、このところ一かず也やは、大野屋敷に詰めている時間が多い。だが、速水の方は、そういうわけにはいかなかった。これまでも、暴ぼう力りよく団だん組そ織しき斜しや道どう組ぐみの幹部と経営コンサルタント会社の社長、二足の草鞋わらじを履はいていた速水である。その速水が、今は更に加えて、新しく作られる秘密組織の副司令という、第三の役やく職しよくをも兼ねる事になったのだ。必要な事務手続きや外部との折せつ衝しようのため、速水は寸すん暇かを惜しんで、忙しく飛びまわっていた。大野屋敷に顔を出すのも、これが二度目。最初の挨あい拶さつの時以来だった。

　時刻は、午後の二時半を少し過ぎたあたり。空はよく晴れていて、浮かぶ雲も、輝かがやくような純白だった。

　大野屋敷の若衆に案内されて、離はなれへと向かう途と中ちゆう、

「いよう」

　左手から宮みや内うちの声が聞こえてきた。

　振り返ると、母おも屋やの縁えん側がわに、着物姿の宮内が、腰を下ろしていた。いつぞやのような着流しではなく、羽は織おりまできちんと着付けている。生き地じは艶つやのある茶ちや色いろで、腰から下の部分には、白抜きの燕つばめが飛んでいた。宮みや内うちにしては、随分、地味な柄がらを選えらんだものだ。そんな格かつ好こうをしていると、京きよう都とあたりの呉服屋の御おん曹ぞう司しのように見えなくもない。

「庭を眺めながら茶ちや会かいとは、風流だな」

　速はや水みは軽く挨あい拶さつして返すと、小砂利を踏ふみ締しめながら、縁えん側がわに歩み寄った。姿勢を正し、改めて、静かに頭を下げる。

「この度たびは、なにかとご迷めい惑わくをお掛けしております」

「いや。そんな事はない。隠いん居きよ暮らしが賑にぎやかになって、喜んどるよ」

　穏おだやかな笑えみを返したのは、濃のう緑りよくの和服を着付けた細身の老人だった。縁側に置いた茶ちや釜がまを前に、姿勢正しく膝ひざを折って座っている。

「そうおっしゃっていただくと、多少なりとも、気が楽になります」

　老人の名は、大おお野の剛ごう太た郎ろう。この屋や敷しきの主人にして、斜しや道どう本家の相そう談だん役やくをも務つとめる男だ。初代組長の時代から斜道に尽くし、実じつ績せきも人望も多大なものがある。本来ならば、一かず也やなどは目通りする事も適かなわぬほどの人物だった。

　七二歳さいという年ねん齢れいながら、大野はまだまだ矍かく鑠しやくとしていた。聞くところによれば、いまだに毎日、居合いの稽けい古こをしているそうだ。特に気を張るでもなく、悠然と端たん座ざしているその佇たたずまいには、一也から見ても、隙すきがない。

「で、今日きようは、なにしに来たんだ？」

　宮内が、速水に訊たずねた。

「身体検査だ。手術の前に色々とチェックしておきたい事があるらしくてな」

「検査ねぇ……俺おれん時には、そんなもん無かったけどな」

「それはそうだろう」

　速水が、僅わずかに苦笑する。

　宮内に対する手術が行われたのは、辰たつ巳み組ぐみによる坂さか巻まき病院襲しゆう撃げきの喧けん噪そうの最さ中なかである。事前検査などしている時間はなかったし、そもそも宮内に手術を施ほどこすつもり自体が、あの時まで藤ふじ岡おかにはなかった。

「にしても、お前が手術を受けるって聞いた時には驚おどろいたぜ。いったい、どういう風の吹ふきまわしなんだ？」

「別に、どういう風もなにもない。必要だから受けるだけだ」

「へぇ[image: ～][image: ～]？」

　宮内が、にたにた笑いながら、速水を眺めている。

「なんだ、その目は」

「ぶぇっつに[image: ～][image: ～]」

　宮内は、右手に摑つかんでいた大振りの茶ちや碗わんを、ぐいっと呷あおると、

「爺じつつぁん。お代わり」

　空からになった茶ちや碗わんを、大おお野のに差し出した。

　本家の重じゆう鎮ちんたる大野に対して、随分と不作法な真似まねをするものだが、大野は静かに微笑している。

「折角だ。君にも一服振ふる舞まってやろう。そこに掛けなさい」

　大野は茶碗を受け取りながら、速はや水みに縁えん側がわに座るよう、手振りで示した。

　速水は、一いつ瞬しゆん迷った様よう子すだったが、折角の誘さそいを断っては却かえって失礼に当たると思ったのだろう、

「では、ご相しよう伴ばんに与あずからせていただきます」

　軽く会え釈しやくして、靴くつを脱ごうとした。

　それを見て、大野が静かに首を振る。

「正座なんかする事はない。気軽に座って、気軽に飲んでくれればそれでいい」

「……承知しました。それでは」

　もう一度、改めて会釈してから、速水は縁側に腰を下ろした。宮みや内うちの右手側、ちょうど、茶ちや釜がまの前に座っている大野を、二人で挟むような位置関係である。一かず也やは、邪じや魔まにならないよう、少し離はなれた場所で、その様子を見守っていた。

　大野は、茶釜から竹の柄ひ杓しやくで湯を掬すくうと、慣なれた手付きで、茶を点たて始めた。

　濃こい、抹茶の香かおりが、ふわりと周囲に広がっていく。

「さ、飲んでくれ」

　大野は、点てた茶を、まず速水の方へと、差し出した。黒と濃い茶ちや色いろが混じり合った、大振りの焼き物茶碗である。

「では、いただきます」

　速水は、両手で押しいただくようにして、茶碗を受け取った。

　左の掌てのひらの上に茶碗を載せ、右手でさするようにして、静かにまわす。そして、右手を添そえたまま口元に運ぶと、二度ほど味見するように茶碗を傾けた。三度目で一気に飲のみ干ほし、そっと息をつく。

「結構なお点前てまえでした……なぁんて、工く夫ふうのねえ挨あい拶さつは、まさかしねえだろうな？」

　口を開こうとした、まさにその瞬しゆん間かん。宮内に脇わきから突っ込まれ、速水は開きかけた口をそのままに、動きを停とめた。

「マニュアル通りの決まり文句なんざ聞かされたって、面おも白しろくもなんともねえ。もてなし甲が斐いもねえってもんだ。なぁ、爺じつつぁん」

　大野は、宮内の軽口には乗らず、静かな微笑を浮かべたまま、宮内のための茶を点てている。

　速水は、じろりと宮内を見やってから、手元の茶碗に目を落とした。

「これは……黒くろ楽らく焼やきですね。色合いに深みがあるし、手にしっくり馴な染じむ。……時代は江え戸ど後期あたりですか」

「まあ、そんなところだ」

　大おお野のは頷うなずき、点たて終えた茶を、宮みや内うちに差し出した。

「お、さんきゅ」

　宮内は茶ちや碗わんを受け取ると、小皿の上の栗くり饅まん頭じゆうを、もう一方の手でひょいと摘つまんで口に放り込んだ。もぐもぐと口を動かしてから、ぐいっと抹茶で喉のどの奥に流し込む。

「ふ～うめえ。甘いもん食ったあとの、この渋みがちょうどいいよな」

　大野という重じゆう鎮ちんに対しても、茶席の所作としても、随分、不作法だとは思うが、大野は気を害した風もない。孫のわんぱく振りを愛めでるような目を、宮内に向けている。

「結構なお点前てまえでした」

　宮内に牽けん制せいされた言いまわしをあえて使い、速はや水みは大野の膝ひざ元もとに茶碗を戻した。宮内が、小こ癪しやくなとばかりに、片かた眉まゆを跳はね上げる。大野の唇くちびるに、また微笑が浮かんだ。

「こういう庭で、こうしてお茶をいただいていると、とても心が落ち着きます」

　言いながら速水は、その視し線せんを、中庭へと向けた。

　大野屋や敷しきの庭は純和風の造りである。植え込みの緑みどりと、それ以外の場所に敷しき詰められた白砂利との対比が、見た目にも鮮あざややかだった。

「私も、いずれはこんな落ち着いた時間の中で暮らしてみたいと、そう思いますよ」

「ここは年寄りの住む家だよ、速水くん」

　大野が静かに応こたえた。

「君にしろ阿あ部べくんにしろ、今はまだ駆かけ抜ける時だ。落ち着く事など考えてはいかん。若い者は行動する事に意義がある。それが時代を作っていくんだ」

　前述したように、大野は、速水にも阿部にも与くみしていない。中立という意味でもなければ、日和ひより見みという意味でもない。次代の斜しや道どうを継つぐ者は、戦って勝ち残った者であるべきだ。そう考えているからである。

　だから戦え。立ち止まるな。

　大野はそう言っているのだった。

　柔にゆう和わにすら見える大野剛ごう太た郎ろうだったが、その中身は、やはり生きつ粋すいの極ごく道どうだった。戦う事に価値を認め、戦う姿勢を見せる男を高く買う。そういう男だった。

「……はい。肝きもに銘めいじておきます」

　速水は、静かに、頭を下げた。




　──その更に五日後。

　速水は、岡おか田だ由ゆ利り子この恋人である荒あら木き茂しげ樹きとともに、ハイブリッド手術を受ける事になった。

　手術を行ったのは、佐さ々さ木き隼はや人とと藤ふじ岡おか武たけ士しである。村むら上かみ玲れい奈なもオブザーバーとして立ち会った。

「あとは頼んだぞ」

　一かず也やにそう言い残し、速はや水みは手術台へと上った。

「はい。お任せください」

　今後、二週間ほどの間は、すべての責任が、一也の上にのしかかる事になる。




　　　　一二




　──いつにも増して、静かな夜だった。

　時刻は午前三時。誰だれもが寝静まる筈はずの深夜である。

　だが、この建物は、普通の住居ではなかった。元々は単なる離はなれとして設計されたものかもしれないが、現在は速水の手によって、監かん視し態たい勢せいが布しかれている。廊下の各部には目立たないように小型の監視カメラが設置されているし、今もどこかで、見張りの人員が、寝ずの番をしている筈だった。

　藤ふじ岡おか武たけ士しは、押し入れの襖ふすまを開けると、中に入り込んだ。天てん板いたを押し上げると、天てん井じよう裏うらへの侵入口が開ひらける。藤岡は、身を乗り入れるようにして、その中に滑り込んだ。

　この離れは、昔ながらの木造建けん築ちくである。屋根裏に上がると、木材の香かおりが強くなるのを感知できた。明かりらしい明かりはほとんどなかったが、戦せん闘とう形態に移行した藤岡には、闇やみを透すかし見る事が可能だ。眉み間けんから伸びた二本の触角も、縦じゆう横おうに走る木材の位置関係を把握するのに役立った。

　不用意な物音を立てないよう、細心の注意を払いながら、藤岡は天井裏を進んだ。

　この時のために、離れの間取りは、頭の中に叩たたき込んである。藤岡は、それを頼りに、目指す部屋に向かって移動していった。

　……位置的には、このあたりにある筈だが……。

　左手を伸ばして探ると、天板の一部が横にずれた。藤岡の部屋にあったものと同じ、天井裏へと上がる出入り口が、やはりそこにもあったのである。

　藤岡は、天板を外すと、そこから下へと降りた。降りた場所は押し入れの中。そっと襖を開くと、その向こうは、六畳の和室だった。中央には布ふ団とんが敷しかれていて、かすかな鼾いびきが聞こえている。部屋の隅から、からからと聞こえるのは、ハムスターが廻まわし車で遊んでいる音だ。

　藤岡は、畳たたみの上に降り立つと、布団のそばに歩み寄った。

　布団の中では、天あま本もと秀ひで夫おが、体を横向きにして眠っている。着ているものは、赤と白の、太い横よこ縞じまのパジャマ。同じ柄がらのナイトキャップも被かぶっていた。

　──天本とともに、この屋や敷しきから抜け出す。

　それが、藤岡の決断だった。

　佐さ々さ木きを見捨てていくようで、それが胸に引っ掛かりもするが、今の佐々木は熱ねつに浮かされてしまっている。宮みや内うちや速水がハイブリッドに魅みせられてしまったように、佐々木も彼らやくざの組そ織しき力りよくに魅せられてしまったとしか思えない。佐さ々さ木きに冷静になる時間を与えるためにも、今は距きよ離りを置く必要があった。

　佐々木の『新組織設立計画』とやらも、元はと言えば、天あま本もとを護まもるためのものだ。肝かん心じんの天本がいなくなれば、『新組織』もその設立意義を無くす。その設立のために邁まい進しんしている佐々木も、立ち止まらざるを得まい。藤ふじ岡おかは、そう考えていた。

　ひとつ不安があるとすれば、それは速はや水み敬けい介すけの存在だったが、その速水も、今は深い眠りの中にいる。どんなに早くとも、今後一〇日間は目を覚ます気き遣づかいはない。遠く離はなれた土地に、天本と身を落ち着ける場所を見付ける事も、それだけの余裕があれば、可能な筈はずだった。

　藤岡は腰を屈かがめ、掛け布ふ団とんの上から、そっと、天本の肩に、手を置いた。

「……博士。起きてください、博士」

　戦せん闘とう形けい態たいになった藤岡の体は、その口元も硬質の外殻で覆おおわれていたが、内側の声帯は人間のそれと同じ機き能のうを保持したままである。多少、声がくぐもりはするが、喋しやべる事も可能だった。

　だが、天本は目覚めない。その身を揺ゆすっても、鼾いびきのやむ気け配はいすらなかった。

　……困ったな。

　できれば、天本には事情を話した上で、納なつ得とくして貰もらってから、同行を頼むつもりだったのだが、この熟じゆく睡すいぶりでは、そういうわけにもいきそうにない。

　……仕方がない。

　藤岡は、掛け布団を剝はぐと、天本の体を毛布でくるみ、両手で抱え上げた。

　監かん視し装置は離れの外にも設置されているに違いない。離れから出た瞬しゆん間かんに感知される可能性もあるが、そのために前もって戦闘形態に変異しておいたのだ。ハイブリッドの身体能力にものを言わせて、一気に駆かけ抜けるつもりだった。既すでに一度は経けい験けんした事である。シャッフルの秘密基地から脱出した事を思えば、今回の脱だつ出しゆつ劇げきなど、どうという事はない。

　藤岡は、天本の体を抱え上げたまま、部屋の窓を開けた。

　冷たい外気が、開いた窓から、部屋の中に入り込んでくる。

　いつから降り始めたのだろう。粉のような雪が空に舞まい、中庭にうっすらと降ふり積つもっている。道理で、冷えるわけだ。

　この寒空の下、再び逃とう避ひ行こうに天本を付き合わせる。それはあまりにも酷こくなような気もするし、自分勝手なようにも思える。だが、藤岡には、ほかに手段が思い付かなかった。

　……少しの間だけ、我が慢まんしてください。

　藤岡は、天本の体を抱えたまま、窓から外に飛び降りた。

　膝ひざを折り曲げ、ふわりと地面に着地する。

　あとは一気に庭を駆け抜け、塀へいを飛び越えて、脱出するだけだ。

　──だが。

　跳ちよう躍やくに備えて、藤岡が天本の体を抱え直した時である。

　目ま映ばゆい光が、藤ふじ岡おかの目を眩くらませた。




　　　　一三




　戦せん闘とう形けい態たいを取った藤岡の目は、闇やみを透すかし見る事ができる。微量な光を増幅して感知する事が可能だからだ。だが、それが裏目に出た。暗闇に合わせていた視覚が、強いライトの光量に対処できなかったのである。

「やはり、こういう事か」

　白く滲にじんだ視界のその向こうで、聞き覚えのある声がした。

　……隼はや人と。

　それは、佐さ々さ木きの声だった。

「こうまで思った通りだと、他た愛あいないのを通り越して、情なさけなくなってくるな」

　笑いを含むその声に被かぶさるように、複ふく数すうの足音が、藤岡を取り囲んだ。

　藤岡の視力は、まだ回復していない。だが、その代わりに、頭部の触角が、周囲の温度差と空気の動きを探知した。

　九人……一〇人…………一二人。

　全部で一二の人ひと影かげが、半円状に広がって、藤岡を包囲している。

　だが、それを知覚しながらも、藤岡は佐々木に顔を向けたままでいた。

「……私の行動を読んでいたのか？」

「当たり前だ」

　佐々木が、鼻を鳴らすようにして笑った。

「不意を衝ついて逃げ出すつもりだったら、俺おれにあんな議ぎ論ろんを吹ふっ掛けるんじゃない。あれじゃ、これから裏切りますと言ってるようなもんだぞ」

　視界の滲みが、次第に消えていく。ライトの光量に目が慣なれていく。

　藤岡を取り囲んでいるのは、いずれも斜しや道どうの人間だった。それぞれの手に拳けん銃じゆうを構え、その銃口を藤岡に向けている。

　そして、その向こうに、佐々木が立っていた。ちょうど、藤岡と塀へいとの間を遮さえぎるような位置である。着ているものは、襟えり元もとをはだけたワイシャツに黒いズボン。その上に白衣を重ねている。白衣の前は合わさずに、裾すそを跳はね上げるようにして、両手をズボンのポケットに突っ込んでいた。

「……私をどうするつもりだ？」

「別にどうもしない。そのまま博士と一いつ緒しよに、部屋に戻ってくれれば、それでいい」

「……」

　藤岡は答えなかった。佐々木と対たい峙じしたまま、その目と触角とを巡らせ、自分の置かれている状況を再さい確かく認にんする。

　周囲を取り囲まれはしたものの、囲んでいるのはただの人間である。ハイブリッドの動きを捉とらえる事などできる筈はずがなかった。手にした銃器も、当たらなければ意味はないのだ。藤ふじ岡おかにとって厄やつ介かいな存在は、唯ゆい一いつ、佐さ々さ木きだけだったが、その佐々木も今は人間形けい態たいのままであり、ハイブリッドの能力を完全に発揮できる状態ではなかった。

　大丈夫だ。逃げ切れる。まだ私の方に分がある。

　その判断は、単なる希望的観かん測そくではない。……ない筈はずだ。

　その藤岡の腕の中で、天あま本もとはまだ鼾いびきを搔かいている。

「お願ねがいします、藤岡さん。このまま部屋に戻ってください」

　傍かたわらから、高たか杉すぎ一かず也やの声が聞こえた。藤岡を包囲する一二人の中の一人として、彼もまたそこにいたのである。高杉は両手で拳けん銃じゆうを構え、その狙ねらいを、ぴたりと藤岡に合わせていた。

「……君まで、私に銃を向けるのか」

　軽い失望とともに、藤岡は高杉に言った。

「申もうし訳わけありません」

　すまなそうに謝あやまりながら、だが、高杉は拳銃を下ろさなかった。

　速はや水みの腹心の部下である高杉が、佐々木の命令に服している。よくぞここまで手て懐なずけたと言うべきか。

「あんまり意地を張るなよ、武たけ士し。こうやって逃げ出そうとした現場を押さえられた時点で、お前の負けなんだ。お前のやり方では博士は護まもれないと、はっきり分かっただろう。潔いさぎよく負けを認めて、俺おれに手を貸せ」

　駄々っ子こを宥なだめるような口く調ちようで、佐々木が言った。

「……お前は間違っている」

　先日と同じ言葉で、藤岡はそれに応こたえた。

「考えを変える気はないと言う事か？」

「そうだ。お前のような奴やつに、博士を任せるわけにはいかん」

「そうか……」

　佐々木は目を閉じ、そっと嘆息した。

「……なら、仕方がないな」

　閉じられていた目が再び開く。揺ゆるぎのない強い視し線せんが、藤岡を射い貫ぬく。

「邪じや魔まだてする奴は排除する。それはお前も例外じゃない」

　佐々木は、羽は織おっていた白衣を脱ぎ捨てると、外した眼鏡めがねをその上に放り投げた。

「私とやり合う気なのか？　その姿で？」

　ハイブリッドと言えども、人間形態のままでは、その戦せん闘とう力りよくを十全に発揮する事はできない。そんな事は、佐々木自身が一番よく分かっている筈だった。

　すると、佐々木の口元に、薄うすい笑えみが浮かんだ。

「これがなにか分かるか？」

　藤ふじ岡おかを見み据すえたまま、佐さ々さ木きは両腕を軽く掲げて見せた。その左右の手首に、何かが嵌はめられている。金属部品を電でん線せんで縛しばり上げたような、奇妙な腕うで輪わだった。

「まだ試作品だが、とりあえず『イグニショナー』と名を付けた。お前がのんべんだらりと過ごしてる間に、開発した物だ」

　佐々木の両りよう拳こぶしが、ぎゅっと握にぎり締しめられた。体の前で腕を交こう叉さし、左右の手首を打ち合わせる。

「見るがいい、武たけ士し。俺おれとお前の違いを教えてやる！」

　その瞬しゆん間かん、手首に嵌められた二つの腕輪がぶつかり合い、青い火花を散らした。

　佐々木が、そのまま両腕を真横に伸ばす。引き離はなされた二つの腕輪の間を青白いパルスが疾はしり、荊いばらのように佐々木の腕に巻き付くのが見えた。

「うお……っ、あああっ！」

　両腕を広げたまま、佐々木が胸を突き出すようにして、その身を反そらした。上体が細かく震ふるえ、その唇くちびるが苦痛の呻うめきを発した。

　藤岡はすべてを悟った。

　ハイブリッドが人間形けい態たいから戦せん闘とう形態に移行するためには、電気的な刺し激げきが必要だった。より正せい確かくに言えば、アスラ細胞を同時に励れい起きさせるために、スタートの合図となる信号が必要なのである。藤岡たちは、そのために、これまで徐細動器が発する電流を利用していたのだったが、佐々木は、それに変わる装置を、いつの間にか開発していたのだ。

「ぐぅぅぅぅっっ！」

　身を反らしていた佐々木が、その反動のように体を丸めた。左右の手が、それぞれ反対側の上腕を摑つかみ締めている。その指先がワイシャツの布地に深く食い込んでいる。

　佐々木の全身に走る緊きん張ちようが、周囲の大気をも震ふるわせるかのようだった。

　──そして、佐々木の身体からだが、その姿を変え始めた。

　胸板が厚みを増し、ワイシャツの布地が張り詰める。頭髪が溶け込むように消えていき、それと同時に、頭部の形が変わっていく。

　際限なく膨ふくれ上がっていく体の厚みに、ワイシャツのボタンが耐えきれず、音を立てて弾はじけ飛んだ。そして次は、布地自体が、引き裂けていく。

　斜しや道どうの組員たちの目め線せんが、いつの間にか、藤岡から外れていた。変化を続けていく佐々木の肉体に、魅みせられたように吸い寄せられている。

　逃げるなら今だ。佐々木が変身を終える前の、今しかない。

　だが、その藤岡の機き先せんを制するように、高たか杉すぎの声が掛かった。

「動かないでください」

　佐々木の変身に気を取られている組員の中で、ただ一人、高杉だけが、藤岡から目を離はなさずにいた。

「射しや撃げきにはあまり自信がないんです。天あま本もと博士に当たらないとも限りません」

　躱かわせば躱せただろうと思う。本当に撃うつつもりだったかどうかも分からない。

　だが、同じ事だった。高たか杉すぎの制止に注意を逸そらされたその一いつ瞬しゆんが、すべてだった。

　ぷしゅぅぅ……。

　鋭するどい噴ふん出しゆつ音おんが聞こえた。

　佐さ々さ木きの変身が終わったのだ。隙すきを衝ついて逃げられる、唯ゆい一いつのチャンスを、藤ふじ岡おかは逃のがしてしまったのである。

　折り曲げられていた体が、ゆっくりと起き上がる。硬質の目が光り、眉み間けんから延びた二本の触角が風に吹ふかれて揺ゆれた。

「さあ、始めようか、武たけ士し」

　顔を覆おおう外がい殻かくの下から、佐々木のくぐもった声が聞こえた。

　佐々木の体に移植された『アスラ細胞』は、藤岡と同タイプのものだ。従って基本形けい態たいもほぼ藤岡と同じである。だが、藤岡の体は佐々木が調ちよう整せいし、佐々木の体は藤岡が調整した。二人の設計思想の違いが、その戦せん闘とう形態にも、はっきりと違いとなって現れている。

　機き動どう力りよくを重視した設計の藤岡の戦闘形態に対し、佐々木のそれはパワーと防御力を重視した設計だった。そのシルエットも、藤岡よりひとまわり大きい。

　佐々木が無造作に、藤岡との間を詰めてくる。

　藤岡を取り巻いていた斜しや道どうの組員たちが、歩み寄ってくる佐々木の圧力に押しやられるように、左右に広がった。

　……本気なのか。本気でやり合う気なのか。ハイブリッド同士で、ぶつかり合う気なのか。

　藤岡には判断が付かない。迷いのままに、思わず一歩、後退した。

「それが甘いと言うんだ！」

　佐々木が吐き捨てざま、一気に藤岡の懐ふところに飛び込んできた。

　佐々木の右みぎ拳こぶしが、藤岡の頭部を狙ねらって、唸うなりを上げる。分厚いプロテクターに包まれたその腕は、さながら丸太のようだった。

　藤岡は、天本を抱えたまま膝ひざを折り、身を屈かがめるようにして、その下をかいくぐった。頭上を吹き抜けるパンチの圧力を風に感じながら、折り曲げた足で地を蹴けって、横っ跳とびに逃れる。

　遠えん慮りよもなければ、手加減もない一いち撃げきだった。

　本気だ。奴やつは本気だ。

　地を転がりながら、藤岡は、それを思い知った。

　だが、その佐々木も、天本に危害を加えるつもりがない事だけは確たしかである。今の先制攻撃が胴体部を狙っていたなら、藤岡としても避けようがなかっただろうが、藤岡は胸に天本を抱きかかえている。だから佐々木も、藤岡の頭部を狙わざるを得なかったのだ。

　迷いのない佐さ々さ木きの、それが唯ゆい一いつの隙すきだった。

　佐々木が攻撃し、藤ふじ岡おかがそれを躱かわした時、それまで佐々木が塞ふさいでいた道が開けた。この瞬しゆん間かん、大おお野の屋や敷しきの塀へいまで、藤岡を遮さえぎるものは、なにもなくなっていた。

　地を転がりながら、それを視認すると、藤岡は転がった勢いをそのままに跳はね起きた。

　そして、一気に加速する。

　ぐいっ、ぐいっ、と、一歩ごとにスピードを乗せ、藤岡は強く地を蹴けって、高々と跳ちよう躍やくした。

　高さにして優ゆうに五メートルを超える跳躍である。その瞬しゆん間かん、地上が遠くなり、これまで外界を隔てていた大野屋敷の塀が、足あし下もとに見下ろせた。

　……しばらく、頭を冷やすがいい、隼はや人と。

　パワーでは佐さ々さ木きが上でも、速度は藤岡の方に分があった。この屋敷から脱出しさえすれば、佐々木を振り切る自信が、藤岡にはある。

　だが、その時だった。

　風を切って飛ぶなにかが、藤岡の背中に襲おそい掛かってきた。

　石いし灯どう籠ろうである。大野屋敷の庭園を飾っていた石灯籠を、佐々木が投げ付けてきたのだ。

　馬ば鹿かな！　博士がどうなってもいいのか!?

　佐々木の暴ぼう挙きよに、藤岡は愕がく然ぜんとした。藤岡の身を覆おおう甲こう殻かくの鎧よろいがいかに頑丈であっても、これだけの質量のものをぶつけられたらただでは済まない。

　藤岡は、咄とつ嗟さに、胸部の筋肉を激はげしく収しゆう縮しゆくさせた。

　ばしゅっ！

　藤岡の右側面に並ぶ気門群が開口し、体内に溜ため込んでいた空気を一気に噴ふん出しゆつした。

　気門噴射による空中制御。それが佐々木が藤岡に与えた能力であった。体内に溜め込んだ空気を利用する事により、僅わずか数秒ではあるが、藤岡は『飛ぶ』事ができる。

　気門噴射による反動が、藤岡の体を、宙にあるまま左方に弾はじかせる。打ち上げられた石灯籠が、そのすぐ脇わきをかすめて抜けた。

　だが、躱したと思った、その瞬間。爆ばく発はつするような衝しよう撃げきが、藤岡を吹ふき飛ばした。

「ごはっ！」

　藤岡は腹部にダメージを受け、そのまま地上へと撃うち落とされた。

　なにが起きたのか、すぐには分からなかった。藤岡は背中から塀に叩たたき付けられ、その漆しつ喰くいを崩くずしながら、大野屋敷の中庭に転がった。大野屋敷の塀を、藤岡は越え切る事ができなかったのである。

「が……がはっ！」

　藤岡は、雪に覆われた地面に両手を突き、激しく咳せき込んだ。左脇腹を覆う装甲に、細かい亀き裂れつが走っている。まるで体を分断されたかのように、腰から下の感覚が希き薄はくになっていた。

「お前は俺おれには敵かなわない。それがよく分かっただろう」

　佐さ々さ木きの声が聞こえた。

　藤ふじ岡おかの正面、一〇メートルほど離はなれた場所に、佐々木が立っていた。その腕の中で、天あま本もとが眠っている。

　空中で受けた衝しよう撃げきは、佐々木によるものだった。藤岡を蹴けり飛ばすと同時に、その腕から天本を奪い取っていたのだ。

　藤岡の持つ空中での姿勢制御能力は、佐々木にはない。今の佐々木の攻こう撃げきは、すべて読みに拠よるものだった。藤岡が空中で気門噴ふん射しやをする事を計算の上で、その移動先を捕ほ捉そくすべく、石いし灯どう籠ろうの投とう擲てきと同時に、自みずからも跳ちよう躍やくしていたのだ。

「博士を部屋に戻してやってくれ」

　手近な組員を呼び寄せると、佐々木は天本の体を、その男に預けた。

　天本は依然として微かすかな鼾いびきを立てている。いくらなんでも不自然にすぎた。

「隼はや人と……お前、まさか博士に……」

「ああ。睡眠薬を飲んで貰もらった」

　佐々木は、事も無げに答えた。

「それが、博士を護まもろうとする人間のする事か」

「心配しなくても、分量は弁わきまえている。お前も、博士に、教え子同士の争いなんか見せたくはないだろう？」

「隼人……」

　藤岡は、地に伏したまま、佐々木を睨にらみ上げた。体側面に並ぶ、左右一〇対の気門が口を開け、失った空気を取り込んでいく。それに連れて、藤岡の胸きよう郭かくが厚みを増していく。

「ほう……まだ、やる気なのか？」

　佐々木の声が、おかしげに響ひびく。

　藤岡は、両手で地面を握にぎり締しめるようにして上体を起こすと、揺ゆらぐ両足に力を込めて立ち上がった。

「いい加減、目を覚ましたらどうなんだ、武たけ士し。甘っちょろい理り想そう論ろんで、なにができる」

「目を覚ますのはお前の方だ！」

　藤岡の右手が閃ひらめいた。身を起こす際に手の中に握り込んでおいた小砂利を、佐々木目掛けて投げ付けたのである。単なる石いし礫つぶて。だが、ハイブリッドの力で撃うち出されたそれは、大口径のライフルにも匹敵する速度と破は壊かい力りよくとを秘めていた。無数の小石が空を裂き、散弾となって佐々木に襲おそい掛かる。

　と同時に、藤岡の足は地を蹴っていた。佐々木の虚を衝つき、天本の身柄を奪い返そうとしたのである。突進してくる藤岡に、斜しや道どうの組員が、ぎくりと身を竦すくめた。

　だが、その藤岡の前に、佐々木の体が滑り込んできた。

「お見通しだと言っただろう」

　その哀あわれむような口く調ちようが、藤ふじ岡おかの思考のどこかを弾はじかせた。

「隼はや人とぉ！」

　気付いた時には、藤岡は、怒りに任せた右みぎ拳こぶしを、佐さ々さ木きの顔面に叩たたき込んでいた。

　ハイブリッドのパワーを乗せた渾こん身しんの一いち撃げき。コンクリートをも打ち砕くだく破は壊かい力りよくを秘めた拳。

　それを藤岡は、佐々木の顔面に炸さく裂れつさせていたのである。

　だが。

「……そら見ろ。結局はお前も、力に訴えるんじゃないか」

　藤岡の拳を左の頰ほおに受けたまま、佐々木が低く笑った。

「だが、やはり詰めが甘いな」

「……がはっ」

　藤岡の頭部を覆おおっている外がい殻かくの隙すき間まから、血が噴ふき出した。

　いかに佐々木の戦せん闘とう形けい態たいが防御力重視に設計されているとは言え、藤岡の一撃をまともに受けて平気でいられるわけがない。佐々木は藤岡より一いつ瞬しゆん早く、右拳をカウンター気味に、藤岡の左脇わき腹ばらにめり込ませていたのである。

　藤岡の腰が、がくりと落ちた。崩くずれ込みそうになるその体を、佐々木が右手首を摑つかんで支える。

「もう一度だけチャンスをやる。俺おれに手を貸せ、武たけ士し」

「何度……言われても……返事は同じだ……」

　苦しげに喘あえぎながら、藤岡は答えた。

「どうしてもか？」

　額ひたいと額が触れ合うほど間近な距きよ離りから、佐々木が藤岡の目元を覗のぞき込んでいる。

「……断る」

「そうか……残念だよ、武士」

　脇腹にめり込んでいた佐々木の拳が、ゆっくりと開かれた。伸ばされた指先が、藤岡の装甲の隙間を探り、徐々にその力が込められていく。

　……まさか。

　佐々木の意図を察し、藤岡は身を離はなそうとした。だが、佐々木の左手は、がっちりと藤岡の右手首を摑んでいて離さない。藤岡は指先の侵入を食い止めるべく、左手で佐々木の右手首を握にぎり締しめた。

　二人の力比べが始まった。ハイブリッドの力と力がぶつかり合う。肉と骨とが軋きしみをあげる。

　だが、佐々木のパワーは、やはり圧倒的だった。

　少しずつ、指先が体の中へとめり込んでくる。押し広げられた装甲が、ぎちぎちと軋む。

「お前の体は俺が作り、俺の体はお前が作った……だからかな。こうして、お前に勝っても、あまり嬉うれしくない」

　佐さ々さ木きの太い指が、藤ふじ岡おかの肉を貫いていく。こぼれ出る血液が、装甲の合わせ目を伝って、藤岡の左足を流れ落ちていく。

「ぐ……あ……」

　もはや、藤岡は喘あえぐ事しかできなかった。流出する血液とともに、藤岡の活力までもが奪い取られていくようだった。

「どうした武たけ士し。俺おれの作ったその体は、もっとやれる筈はずだぞ」

　観かん察さつするように藤岡の目を覗のぞき込みながら、佐々木は、ぎりぎりと力を加えてくる。突き立てられた四本の指は、根本まで押し込まれ、内ない臓ぞうにまで達しようとしていた。

「それとも、それが限界か。お前はそんな様ざまで、博士を護まもる気だったのか！　え？　武士！」

「がはっ！」

　その瞬しゆん間かん、佐々木の手しゆ刀とうが、一気に藤岡の体を貫いた。

　佐々木が更に力を加えたからではない。佐々木の侵入に抵抗していた手を、藤岡が離はなしたからだ。

　藤岡の体内を、血液が逆流する。口から溢あふれ出た鮮せん血けつが、顔面を覆おおう甲こう殻かくの隙すき間まから噴ふん出しゆつする。

　だが藤岡は力尽きたわけではなかった。左手を自由にするため、その代だい償しようのために、あえて佐々木にその身を貫かせたのである。

　藤岡が左の拳こぶしを握にぎり締しめると、その前腕部外側に、鋭するどい刃やいばが起き上がった。

「ぐぅおおおおおおおっ！」

　藤岡の左腕が、アッパーカットのように吹ふき抜けた。鋭い刃が、佐々木の喉のど元もとを狙ねらって走る。

「くぅっ！」

　右腕を藤岡の胴体に打ち込んでいたため、佐々木はガードする事ができなかった。身を反そらせるだけでは躱かわせず、佐々木は自みずから後方に飛とび退のいて、その攻こう撃げきから逃のがれた。

　ずぼっ！

　胸の悪くなるような音とともに、佐々木の手が、藤岡の体から引き抜かれる。

　瞬間。

　ばしゅっ！

　藤岡は、体側面に並ぶ、一〇対二〇門の気門を、一気に開口させた。
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　大おお野の屋や敷しきの中庭に、赤い霧きりが、立ちこめていた。

　藤岡の最後の飛ひ翔しようが残していったものだ。

　真まっ赤かな血ち飛沫しぶきを噴射しながら夜空に舞まい上がっていくその様は、この世のものとも思えないほど、一種、幻想的な光景だった。

　だが、そんな感傷に浸ひたっている場合ではなかった。

　藤ふじ岡おかは一いつ瞬しゆんの隙すきを衝ついて逃げ出したのである。天あま本もとは手中にあるとは言え、ハイブリッドの秘密を知る人間を野放しにする事はできなかった。

「今ならまだ間に合う。藤岡さんを追うんだ！」

　一かず也やは、その場にいた斜しや道どうの組員たちに命じた。大おお野の屋や敷しきの若衆と速はや水みの部下、それから阿あ部べが派は遣けんしてきた者と、出しゆつ自じは様さま々ざまだが、いずれも、今後設立される予定のハイブリッド部隊への編へん入にゆうが決まっている。ハイブリッドの事も、ある程度は伝えてあった。

　だが、男たちの反応は鈍にぶかった。たった今、目の前で繰くり広げられた、二体のハイブリッドの激げき突とつに魂を奪い取られてしまったかのように、呆ほうけてしまっている。

「ぼんやりしてるんじゃない！」

　一人ずつ、頰ほおをはたいてやると、組員たちも、それで少しは我われに返ったようだった。

　一也は、自分も含めて一二名の人員を四班に分け、手分けして追跡に掛かる手配をした。

「今ならまだ、血の跡を追える筈はずだ。急げ！」

「は、はい」

　だが、その一也たちを、

「よせ。無む駄だだ」

　佐さ々さ木きの声が制止した。

　振り返ると、佐々木が、夜空を見上げていた。藤岡が消え去った方角である。

「手傷を負ったとは言え、あいつもハイブリッドだ。君らごときの手に負える相手じゃない」

　佐々木は、いつの間にか人間形けい態たいに戻っていた。

　身に着けているのは、裾すそがずたずたに裂けたズボンだけ。半裸と言っていい姿だった。剝むき出しになった上半身の中で、右腕だけが、ぬらぬらと赤く濡ぬれている。

「しかし……このまま見み逃のがすわけには……」

「博士さえ無事なら、とりあえず、それでいい。あいつには、もうしばらく、頭を冷やす時間をくれてやろう」

　今日きようこの日に藤岡が行動を起こす事を見抜いたのも、それを阻止するための手筈をしたのも佐々木だった。佐々木にとって最も重要なのは、藤岡に天本博士を連れ出させない事であり、その目的は確たしかに果たしている。

　だが……それだけで本当にいいのか？

　天本を重要視するあまり、藤岡の存在を軽視しすぎてはいないだろうか。

　藤岡に時間をくれてやるとは言うが、あれだけ凄せい絶ぜつな闘たたかいをしたあとで、まだ藤岡が心変わりをする可能性があると、佐々木は本当にそう思っているのだろうか。

　とは言え、ハイブリッドに関する事については、最終的な決定権は佐々木にある。その佐々木がそう言うのなら、一かず也やとしては従わざるを得なかった。

　佐さ々さ木きは、ゆっくりと中庭を横切って、最初にいた場所に戻った。身を屈かがめ、血に汚れていない左手で眼鏡めがねを拾い上げて、顔に掛ける。やはり左手で白衣を拾い上げると、それを手にして、再び、一也の方へと戻ってきた。

「一つだけ、聞かせてください」

「なんだ？」

「もし、藤ふじ岡おかさんが考えを変えず、我われ々われの前に敵となって立ちはだかる事になったら……その時は、どうされるおつもりなんですか？」

「その時は殺す。当然の事だ」

　遅滞もなければ迷いもない。それが佐々木の返答だった。

　佐々木は一也の脇わきを通り過ぎると、そのまま離はなれの玄関へと向かった。立ち止まりもしなければ、一也に目を向けもしなかった。佐々木にすれば、離れに戻るその方向に、たまたま一也がいたというだけの事にすぎなかったのだろう。

　玄関の前にたむろしていた組員たちが、歩み寄ってくる佐々木に気付いて、飛とび退のくように、その道を開けた。

　優すぐれた洞察力に、必要とあれば親友をも切り捨てる冷れい徹てつさ。それに加えて、生きつ粋すいの極ごく道どうたちをも畏い怖ふさせるカリスマ性。

　新しん組そ織しきの総司令官として必要な資質を、佐々木は確かく実じつに備えている。

　……だが。

　玄関の中に消えていく佐々木を見送りながら、一也は思っていた。

　……組織にトップは、二人は要いらない。
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　このところ、玲れい奈なの生活サイクルは、かなり不規則なものになっていた。

　体たい調ちよう自体は悪くないのだが、時折、なんの前触れもなく、眠気が襲おそって来るようになったのである。そして、ベッドに倒れ込むやいなや、そのまま夢も見ずに眠る。ひどい時には、丸々一日、目が覚めない事さえあった。

　そして、目が覚めたら覚めたで、今度は猛烈な空腹感がやってくる。もともと食事制限などはあまり気にしないタイプの玲奈だったが、ここ数日の食欲は、自分でも呆あきれ果てるほどだった。三人前ぐらいは、あっと言う間。それでも物足りないくらいなのだ。

　これらの変調の原因が、玲奈の受けたハイブリッド措置にある事は、明らかだった。

　現在、玲奈の体内には、藤ふじ岡おかたちの開発した『アスラ細胞』が埋め込まれている。最初の爆ばく発はつ的てきな活性期こそ終息したものの、『アスラ細胞』は今も玲奈の中で息づき、ゆっくりと着実に、玲奈の肉体をハイブリッドと呼ばれる存在に作り替えつつある。そのためには、充分な栄養と、充分な休息とが必要なのだった。




　その日、玲奈が目覚めたのは、午前一〇時になろうとする時刻だった。昨日きのう、床とこに就ついたのは、夕方前だったから、なんと延々一六時間も熟じゆく睡すいしていた計算になる。

　ジャージに着替えて掘ほり炬ご燵たつのある日本間に赴おもむくと、君きみ塚づか茜あかねが、玲奈のために、遅い朝食を用意してくれた。茜も今では、玲奈の身に施ほどこされた特殊な手術に関して、ある程度の知ち識しきは与えられている。

　たっぷりとバターを染しみ込ませた厚切りトーストが、丸々一いつ斤きん分ぶん。大皿になみなみと注そそがれたクリームシチューと、ボウルいっぱいの野菜サラダ。半はん熟じゆく卵が四つに、オレンジ・キウイ・バナナといった各種果物。掘り炬燵の卓板の上に所狭しと並べられた朝食を、玲奈は旺おう盛せいな食欲とともに、片かたっ端ぱしから片付けていった。

　山のような食べ物を、ものの二〇分ほどで平らげると、ようやく人ひと心地ごこちがついた気がする。

「ふぃ……食べた食べた」

　片手を後ろに突き、反そり加減になったまま、膨ふくれた腹をさすっていると、

「オジサンみたいですよ、先生」

　食後の紅茶を持ってきてくれた茜あかねが、呆あきれたように笑った。

「うっさいよ」

　言い返しはしたものの、確たしかに、こんな格かつ好こうは、男には見せられない。

「……そう言えば、玲れい奈な先生、聞きました？」

　ティーカップを玲奈の前に置きながら、茜がふと思い出したように言った。

「ん？　なにを？」

　ティーカップを取り上げながら、玲奈は訊きき返した。リクエスト通り、砂さ糖とう抜きのレモンティーである。立ち上る湯ゆ気げを顔に当てながら、ひと口すすると、口の中がすっきりした。

「じゃあ、本当にまだ聞いてないんですね？」

「だから、なにを」

「藤ふじ岡おかさんがいなくなったんです」

「……え？」

　玲奈はティーカップを口元に運んだまま、動きを停とめた。そのまま、上うわ目め遣づかいに茜を見返す。

「いなくなったって……どういう意味？」

「なんでも、昨日きのうの真夜中に、この屋や敷しきから逃げ出したんですって」

「まさか……。そんな事あるわけないじゃない」

　玲奈には、すぐには信じられなかった。

「本当ですってば。私は眠ってたからよくは知らないんですけど、かなりの騒さわぎになったらしくて、今日きようは朝から、屋敷中その話で持ちきりでしたもん」

　疑われたと思ったのか、茜が心外そうに言葉を重ねる。

　その膨ふくれっ面つらを見る限り、噓うそや冗じよう談だんを言っているようには、とても見えなかった。

「だけど……」

　藤岡がいなくなった。玲奈を残し、一人だけ、ここを抜け出した？

　冗談じゃない！

　玲奈はティーカップを叩たたき付けるように置くと、日本間から飛び出していった。
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　大おお野の屋敷の中庭には、明るい陽光が降ふり注そそいでいた。

　昨夜ゆうべは雪が降ったと言うが、今ではその痕こん跡せきは、植木の根元や建物の陰に、シャーベット状の白い塊となって残っているだけだ。

　その中庭を、数人の男たちが、動きまわっている。いずれも、斜しや道どう組ぐみの組員たちだった。

　水を撒まいて白い小砂利を洗い清めている者もいれば、芝しば生ふの手入れをしている者もいる。母おも屋やの屋根に上って、瓦かわらをブラシで擦こすっている者もいた。

　時季が時季だけに、一見、年末の大掃除のようにも思えるが、これはそんな年中行事とは異質のものだった。そこかしこにへばりついた血の赤が、それを否定している。

　玲れい奈なは、しっとりと濡ぬれた小砂利の上に立ち、男たちの作業を、無言で眺めていた。

　男たちは、玲奈の姿に気付いても、無言のままだった。軽く目礼を送ってくるだけで、そのまま作業を続けている。

　見まわせば、大おお野の屋や敷しきの敷地を囲む漆しつ喰くいの塀へいの一部が、崩くずれ落ちていた。ぽっかりと開いたその穴は、今は木材とベニヤ板で、応急の補修措置がされている。

　その塀の手前には、真っ二つに割れた石いし灯どう籠ろうが、転がっていた。どこかからか運び込んできたものと見え、石灯籠は二本の材木に荒あら縄なわで括くくり付けられている。

　それらはみな、昨夜ゆうべの激げき突とつの痕こん跡せきだった。昨夜遅く、玲奈が眠り込んでいた真夜中に、ここで藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きの死し闘とうが行われたのだと言う。斜しや道どうの組員たちは、その痕跡を消す作業をしていたのだ。

　玲奈がなにも知らないうちに事は起き、そして終わっていたのである。




　佐々木は、その野望の実現に向けて、邁まい進しんしていた。速はや水みと手を組んだだけではなく、速水の対抗勢力である阿あ部べ派はまでをも取り込み、その力を急速に拡大している。速水や阿部にも、それぞれの打算と思おも惑わくはあるにせよ、現段階では、佐々木の指示に服する事を選えらんだ。その結果、今の佐々木は、大野屋敷に詰めているほぼすべての人員に対し、指示を下す事ができる立場にある。

　それだけならば、まだいい。悪党どもがなにを企たくらもうと、正直、玲奈にとっては関係ない事だからだ。抗争でも殺し合いでも、なんでも好きにやって、とっとと警けい察さつに捕まればいいと思っている。

　玲奈にとって見過ごせないのは、佐々木が、岡おか田だ由ゆ利り子こや的まと場ば恵めぐ美みといった、玲奈に近しい人間たちまで、取り込もうとしている事だった。的場恵美については、腰の治ち療りようを継続するため。岡田由利子に対しては、植物人間状じよう態たいの恋人を治療してやるという条件で。柳やなぎ美み沙さ緒おと君きみ塚づか茜あかねに至っては、三倍の給料を提示されたとかで、既すでにこの大野屋敷で、佐々木のサポートを始めている。強制ではなく、あくまでも彼女たちの同意を得た上でという形を取っている点が、なおさら性質たちが悪い。

　佐々木には、ハイブリッド技術の秘密を守るためには、彼女たちを野放しにはしておけないという理由があるのだろうが、佐々木が作り上げようとしているのは、明らかな犯罪組そ織しきである。玲奈にしてみれば、そんな組織に彼女たちを参加させる事など、見過ごすわけにはいかなかった。もちろん、玲奈自身も、そんな事に荷担するつもりはない。

　だが、玲奈は今現在、大野屋敷に監かん禁きんされている。今のところは、客人としてもてなされてはいるが、それが表面上のものにすぎない事は明らかだった。玲奈が、佐々木の意に反する行動に出ようとした途と端たん、この屋や敷しきに詰めている斜しや道どうの男たちは、玲れい奈なを取り押さえに掛かるに違いない。

　更に加えてもう一つ、玲奈には迂う闊かつに動けない事情があった。ほかならぬ、自分自身の体に施ほどこされたハイブリッド処置の事である。今の不安定な容よう態だいでは、身動きの取りようがないし、この先、自分の体がどうなっていくのか、それについての不安もあった。

　取り込まれたまま身動きもできず、事態の推移をただ見守るしかないのが、玲奈の現状だった。そして、その間にも、佐さ々さ木きは自身の野望実現に向けて、着々と手を打っている。放っておけば、佐々木はその計画通りにハイブリッドの超人部隊を設立してしまうだろう。その結果、なにが起きるのか、なにが始まるのか。玲奈には、それが不安でならない。

　ただ一つ、希望があるとすれば、それは藤ふじ岡おか武たけ士しの存在だった。

　藤岡は、佐々木の旧友であり、ハイブリッド技術の共同開発者でもあり、更に言えば、佐々木と同じくハイブリッドでもある。斜道組から見ても一いち目もく置かざるを得ない存在なのだ。

　その藤岡が、佐々木を止めると、はっきり明言してくれていた。玲奈には、それがなにより、心強かったのだ。

　だが、それなのに……。




　玲奈の肩に、ふわりと、やわらかなものが被かぶせられた。

　男物の大きなマフラーである。

「そんな格かつ好こうで外にいたら、風邪かぜ引きますよ、先生」

　いつの間にやってきてたのか、そこにいたのは宮みや内うちだった。

　今日きようの宮内は、紬つむぎの着流しの上にオレンジのロングコートという、和洋折衷の格好をしていた。ミスマッチもいいところだが、確たしかにあったかそうではある。

　玲奈は、しばし宮内を見返し、そして、

「……ありがと」

　ぼそりと礼を言うと、肩に掛けられたマフラーに手を伸ばし、首のまわりに巻き付けた。カシミア製のマフラーらしく、なめらかな肌触りが心地ここちよい。

「そんな風に素直に礼言われると、なんか気味が悪いな。雪でも降らなきゃいいが」

　宮内が、からかうように笑った。

「……雪なら、もう降ったあとだよ」

「おっと、そう言や、そうでした。こいつは一本、取られたな」

　宮内は、けらけらと笑っている。相変わらず能天気な男だ。……だが、逆に言えば、この男だけが、変わっていないと言えるのかもしれない。

　二ヶ月前、最初に藤岡たちと対面した時と比べ、今ではすべてが一変していった。佐々木は己おのが野心を露あらわにし、速はや水みはその佐々木と手を組んだ。二人を止めようとした藤岡は敗れ去り、その姿を消した。玲れい奈な自身の置かれた環かん境きようも、あの頃ころとは激げき変へんしている。

　そんな中で、宮みや内うちだけが以前と変わらずにいる。相も変わらず、のほほんとしている。

「それにしても、お互い、残念な事をしましたね」

「……なにがさ」

「昨日きのうの立ちまわりですよ。俺おれも先生と一いつ緒しよで、眠ってて気付かなかった」

　宮内も、玲奈と同時期に、ハイブリッド手術を受けている。玲奈と同じように、このところは起きているより眠っている時間の方が長いのだった。

「さっき若い連中に聞いたら、なんか相当派は手でなやり合いだったらしいですよ。もったいない事したなぁ……」

　まるで、好きなテレビ番組を見み逃のがしたあとのような言いぐさだった。

「……あんた、あの二人とは、あたしより付き合いが長いんだろ？」

「そりゃ、先生よりはね。なんたって、アメリカから一緒でしたから」

　宮内は頷うなずいた。

「その二人が殺し合ったって言うのに、感想はそれだけなの？」

「じゃあ、ほかになにを言えって言うんです？」

　宮内は、玲奈の目を覗のぞき込むようにして、訊きき返してきた。

「なにって……」

　一いつ瞬しゆん、詰まった玲奈に対し、宮内は覆おおい被かぶせるように、言葉を重ねた。

「佐さ々さ木きさんも藤ふじ岡おかさんも、ひとかどの男だ。その二人が、互いの生き方を貫こうとしてぶつかったんです。だったら外野がとやかく言ったって始まらないでしょう。言ってみりゃこいつは、必然って奴やつですよ」

　やくざ者らしい言いようだった。ものの考え方が、根本的に玲奈とは違う。殺し殺される事を、忌いむべき事とは考えていないのだ。

「……聞く相手を間違えたよ」

「そう言うと思ってました」

　宮内は、にこりと笑った。

「とは言え、どちらにしても結果は出ちまった。藤岡さんがいなくなった今、佐々木さんを止める奴はいない。こいつはもう、行くところまで行きますよ」

「……だろうね」

「で、一つ、今のうちに確たしかめときたい事があるんですが……」

「なによ？」

「女医先生は、これからどうするつもりなんですか？」

　口元に笑えみを滲にじませたまま、宮内が訊たずねてくる。

　玲奈の答えは決まっていた。まずは第一は佐々木の計画を止める事。第二に、それが不可能ならば、自分と自分に近しい者たちだけでも巻き込まれないようにする事。それが玲れい奈なの望みである。藤ふじ岡おかがいなくなった今でも、それは変わらない。

　だが、それを宮みや内うちに明かす事には、抵抗があった。変わり種とは言え、宮内もやくざであり、斜しや道どう組ぐみの人間なのである。

「あんたの方は、どうなのよ。これから先、どうするつもり？」

　玲奈は、逆に、宮内に問い掛けた。

「俺おれは、このまま佐さ々さ木きさんに付き合いますよ。いろいろと面おも白しろい事もありそうですしね」

　予想通りの返答だった。

　つまりは、宮内も、佐々木に与くみしたという事だ。

　だが、宮内の言葉には、続きがあった。

「……ですが、女医先生はそうもいかないでしょう。ここから逃げ出すつもりでいるんなら、手を貸しますよ」

　玲奈は思わず、宮内を見返した。

「……あんた、それ本気で言ってんの？」

「もちろん」

　宮内は、にっこり笑って頷うなずいた。

「佐々木さんを裏切る気なの？」

「いったん仲間になった人間が勝手に抜けるなんて言い出したら、そりゃ俺も手は貸しませんよ。だけど先生は、なりゆきでここにいるだけだ。だったら、選せん択たくの自由があったっていい筈はずでしょう？」

　まったくの正せい論ろんだと思うが、それを口にしたのが宮内だけに、迂う闊かつに鵜う吞のみするわけにはいかない。

「佐々木さんにばれたら、どうすんのよ？」

「今言った事を、佐々木さんにも言いますよ」

「で、許してくれなかったら？」

「そん時はそれで仕方ない。佐々木さんとやり合うしかないでしょうね」

　宮内は、あっさりと答えた。

　軽い口く調ちようと、締しまりのない笑え顔がお。普通ならば、どこまで本気なのかと疑うところだが、なんの気負いもなく、ひょいと死地に足を踏み入れる事ができるのが、宮内という男である。辰たつ巳み組ぐみの本家屋や敷しきに単身殴り込みに行った時も、坂さか巻まき病院での銃じゆう撃げき戦せんの時もそうだった。宮内の返答になんの気負いもないだけに、逆に信用できそうな気もする。

「……茜あかねと美み沙さ緒おも連れて行きたいって言ったら？」

「そいつは駄だ目めです」

「どうしてよ？」

「あの子たちは、速はや水みの勧かん誘ゆうを受けて加入した。もう仲間なんですよ。今から抜けるのは裏切りになる」

　ちゃらんぽらんに見える宮みや内うちにも、それなりに確かつ固ことした判断基準はあるらしい。

「じゃあ、岡おか田ださんも駄だ目めって事？」

「駄目ですね。それに第一、あの人の場合は、今抜けたいなんて、そもそも思ってないでしょう」

　岡田由ゆ利り子この恋人は、ハイブリッド手術を受け、今は培ばい養よう槽そうの中で眠りに就ついている。確たしかに、今の段階で、由利子がここを離はなれたいと思う筈はずがない。

「じゃあ、恵めぐ美みちゃんは？」

　恵美は、既すでに坂さか巻まき病院を退院していた。現在は一時的に実家に戻っているが、いずれはこちらに合流して貰もらうつもりだと、速水は言っていた。

「あの子は、まだこっちの状況を知りませんからね。だから一度は確かめるつもりでいます」

　宮内は、佐さ々さ木きのしようとしている事を『悪』だとは思っていない。だから、佐々木と行動を共にする事に躊ちゆう躇ちよはしない。しかし一方で、人を騙だまして、もしくは、なし崩くずしのまま、仲間に引き込む事は筋が通らないと思っている。だからこそ、玲れい奈なにこんな申し出をしてきたのだろう。

「……分かった。あんたを信用するよ」

　宮内相手に、こんな台詞せりふを口にする時が来ようとは思ってもいなかったが、今は他ほかに信用できる相手がいない。

「だけど、今すぐは無理だよ。恵美ちゃんの事も気になるし、それに」

「分かってます。屋や敷しきの外に出た途と端たんに眠りこけたりしたら、脱出もへったくれもないですもんね」

　宮内は笑い飛ばしたが、冗じよう談だんではなく、その可能性がある。

「まあ、この先、佐々木さんがどう出るかは分かりませんが、なんか変わりがあったら、その時は臨りん機き応おう変へんって事にしましょう」

「うん。分かった」

　玲奈も、宮内の提案を受け入れると、完全に決めたわけではない。いくら自分の意志で決めた事だからとは言え、美み沙さ緒おや茜あかねを残して自分だけ脱出してしまっていいのかという想おもいもあるし、他のより良い手段を模索する事を諦あきらめたわけでもない。

　だが宮内のお陰で、玲奈がこれから取るべき方針に選せん択たく肢しを一つ加えられた事は確かだったし、それだけでも今はありがたかった。

「そんじゃ、あんまり立ち話してても、妙に思われます。今日きようはこの辺にしときましょう。……と、その前に」

　そう言うと、宮内はいきなり玲奈の方に顔を突き出し、その頰ほおに唇くちびるを当てた。

　油ゆ断だんしていたため、逃げられなかった。

「な、なにすんのよ！」

　宮みや内うちの胸を押しやるようにして、玲れい奈なは慌あわてて体を離はなした。

　そんな玲奈の動どう揺ようを見て、宮内は、にやにや笑っている。

「どっかの監かん視しカメラに俺おれたちを撮とってたとしても、これで俺が先生を口説こうとして失敗したって事になる。諜ちよう報ほう戦略って奴やつですよ。……それじゃ、今度こそ、本当に失礼」

　宮内は、軽く片手を挙あげて挨あい拶さつすると、玲奈がなにを言うより先に、踵きびすを返した。

「いやぁ、役得役得」

　かんらかんらと高笑いしながら、宮内は母おも屋やの方へと戻っていった。

「……ったく、もう」

　その宮内の背中を見送りながら、玲奈は大きく溜ため息いきをついた。

　相変わらず、不ふ真ま面じ目め極きわまりない男だった。どこまで本気なのかも分からない。だが、そういう男でなければ、今のこの状況で、玲奈を手助けしようなどとは思うまい。玲奈の逃亡を助けても、宮内自身にはなんの益もない。ただ、佐さ々さ木きの心象を害するだけなのだから。

　最も頼りにしていた男がいなくなり、最も信用のおけない人間の助けを借りる。……考えてみれば、妙なものだ。

　ふと気付けば、斜しや道どうの組員たちが、後片付けの手を止め、玲奈を見詰めていた。今の宮内の行動を目もく撃げきしていたようだ。

「なにじろじろ見てんのよ。見せ物じゃないよ」

　玲奈が苛いら立だちとともに一いつ喝かつすると、組員たちは慌あわてて作業に戻った。
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　大おお野の屋や敷しきの母屋。その奥まった部屋の扉とびらの前で、仙せん道どうと桐きり田たが立ち番をしていた。いずれも、速はや水み組ぐみに属する男である。二人ともまだ若い。仙道は二三歳さい。桐田に至っては、まだ一九歳でしかない。

　少しよう数すう精せい鋭えいを旨むねとする速水組にとって、組員と呼ばれる人間は、そう多くはない。中なか屋や敷しき直属の経済担当の人員を含めても、全部で一五名しかいないのだ。その少ない手て駒ごまの中から、一かず也やは現在、八名の組員を、この大野屋敷に詰めさせている。中屋敷の業務に支障が出るが、今はその代だい償しようを払ってでも護まもらねばならないものがある。

　一也が、扉の前に近付くと、仙道と桐田が目礼を寄よ越こしてきた。

「佐々木さんは中か？」

「ええ」

　頷うなずく仙道の目の下には、うっすらと隈くまが浮いている。桐田の顔にも、疲労の色が濃こく残っていた。新しく命ぜられた任務に、二人とも気の休まる暇ひまがないのだろう。

「佐さ々さ木きさんに用がある。通らせて貰もらうぞ」

「分かりました。どうぞ」

　一かず也やの言葉に、仙せん道どうと桐きり田たは、左右に分かれるようにして、扉とびらの前を開けた。

「……二人とも疲れてるようだな」

「いえ、まだ大丈夫です」

　仙道は首を振った。

「寝不足のままじゃ、いざという時に役に立たない。ちゃんと交代で休んでおけよ」

「はい。分かりました」

　仙道と桐田の顔をそれぞれ見やってから、一也は改めて、扉に向き直った。そして、ノックする。

「高たか杉すぎです。少々、お時間をお借りしてよろしいでしょうか」

「なんだ？」

　扉の向こうから、佐々木の声が返ってきた。

「失礼します」

　一也は扉を開けて、中に入った。

　一二畳ほどの広さの洋間である。オレンジの予備灯しか点つけられていない室内は、ひどく薄うす暗ぐらかった。部屋の左右には、それぞれ大きな水すい槽そうが置かれ、緑みどりの水溶液が満たされていた。向かって右手の水槽の中に横たわっているのは荒あら木き茂しげ樹き。そして、左手の水槽の中では、速はや水み敬けい介すけが眠りに就ついている。二つの水槽には、それぞれ容よう態だいをチェックするための電子機き器きが設置されていて、薄暗い明かりの中、表示板の光が浮き上がっていた。

「いったい、なんの用だ」

　佐々木は、黒のタートルネックセーターの上に、裾すその長い白衣を、羽は織おるように纏まとっている。荒木側の検査機器の前に立ったまま、戸口の一也を振り返っていた。そして、そのそばにもう一人、水槽の脇わきに佇たたずむ人の姿がある。岡おか田だ由ゆ利り子こだった。由利子は、一也の来訪にも気付かぬ様よう子すで、一心に水槽の中の荒木を見詰めている。

「実は今、岡おか崎ざきが来ました。佐々木さんに話があると言ってます」

「今でなければならない話なのか？」

「詳しい事は聞いてませんが、若わか頭がしらの阿あ部べから言こと付づかった話のようです」

「……分かった。それじゃあ、仕方がないな。少し時間を割こう」

「お忙しいところ、申もうし訳わけありません」

　ハイブリッド手術を施ほどこしたあとの、最初の一週間は、移植された『アスラ細胞』が爆ばく発はつ的てきな成長を見せると言う。そのため、被術者を二四時間態勢で監かん視しする必要があるのだ。

「岡田くん」

「……はい」

　佐さ々さ木きの言葉に、由ゆ利り子こが顔を上げた。

「計器の見方は覚えてるな？　数値に異常があったら、すぐに知らせてくれ」

「分かりました」

　由利子が、こくりと頷うなずいた。

　どうやら佐々木は、助手としての教育を、由利子に施ほどこしているようだ。

「では、行こうか」

　佐々木が、一かず也やを促した。
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「どうも、お邪じや魔ましてます」

　一也が佐々木を連れて戻ると、岡おか崎ざきがソファから立ち上がって、頭を下げた。もちろん、佐々木に対してであって、一也には見向きもしない。

「話と言うのはなんだ」

　岡崎の正面のソファに腰を下ろすと、佐々木は、前置き抜きで、そう切り出した。

　場所は、大おお野の屋や敷しきの応接間である。レースのカーテンの引かれた窓からは、明るい光が射さし込み、その向こうには中庭が覗のぞけて見えていた。

「その前に……ひとつ聞いて置きたいんですが、昨日きのう、こちらでひと騒そう動どうあったらしいじゃないですか。どうして事前に知らせてくれなかったんです？」

　岡崎は、横目に中庭に視し線せんを走らせながら、佐々木に訊たずねた。

「ただの内うち輪わ揉もめだからだ。わざわざ阿あ部べさんに気苦労を掛ける事もあるまいと思ってな。現に、こちらの人員だけで処理もできた」

「これから先、計画に影えい響きようが出るような事は？」

「無い。すべて予測の範はん囲い内ないだ」

　佐々木は、岡崎の目をまっすぐに見詰めて、明言する。その眼まな差ざしには、迷いもなければ、揺ゆらぎもない。

「ふん……佐々木さんがそうおっしゃるんなら、それを信用するとしましょう。ですが、今後、こういう事がある時は、事前に知らせておいて貰もらわないと困ります。こちらにもこちらの都つ合ごうと言うものがありますんで」

　阿部にしてみれば、佐々木の動向を逐ちく一いちチェックして置きたいのだろう。

「分かった。なるべく、そうする事にしよう」

「なるべく……ですか？」

　岡崎が僅わずかに、上うわ目め遣づかいになる。

「緊きん急きゆうの判断を要する場合には、その限りではないと言う事だ。君も、こういう世界に生きているなら、現場の判断で動くしかない場合がある事も分かっている筈はずだろう？」

　佐さ々さ木きが、やんわりと切り返した。言いい換かえればそれは、一応、阿あ部べの顔は立ててやるが、これからも動く時は勝手に動くという宣言である。

「……分かりました。まあ、いいでしょう」

　岡おか崎ざきは、仕方なさそうに頷うなずいた。望んだ返答ではなかった筈はずだが、阿部も一応、佐々木の独立指揮権は認めている。岡崎としても、それ以上、強気には出られなかったようだ。

「じゃあ、本題に入りますが、実は、先生が立ち上げようとしている組そ織しきについて、おやっさんが不満を持ってましてね」

「ほう？」

　佐々木が僅わずかに眉まゆを寄せた。新組織についての大枠は、既すでに佐々木・速はや水み・阿部の三者会かい談だんで、取り決めが出来ている。佐々木にしてみれば、今いま更さら、なにを言い出すのかと言う気持ちなのだろう。

　その表情に気付いたのか、岡崎は、やや言いい訳わけがましく、あとを続けた。

「いや、先生が頭を取るってのは、いいんです。それについては文句はありません。ですが……」

　そこで岡崎は、ちらりと一かず也やに目を向けた。

「なんだ。はっきり言ってみろよ」

　佐々木が、先を促す。

「新しく立ち上げる組織には、速水……さんと、そこの高たか杉すぎが、幹部格として参加する事になってるそうですね？」

「ああ。速水くんは、そのつもりでいるようだな」

　佐々木は頷いた。

「だとすると、こちらからも最低二人は、幹部格の人間を加えさせて貰もらわないと、釣り合いが取れない。おやっさんが言うのは、そういう事なんですよ」

　つまりは、新組織における発言権を五分にしておきたいと言う事のようだ。

「おう、高杉。お前も、こいつは不公平だと思うよな？」

　岡崎が、一也に、ぎろりと目を向けてきた。

　理屈から言えばその通りかもしれないが、一也にすれば、そんな事を簡かん単たんに認めるわけにはいかない。敵に塩を送るようなものだからだ。

「その判断をするのは、佐々木さんだ」

　阿部からの要よう請せいを、一也には断れない。それを撥はね付ける事ができるのは、斜しや道どうの順列に関係のない佐々木だけである。

　できる事なら佐々木に断って欲しい。そう期待しつつも、一也は、おそらく佐々木はこの申し出を受けるだろうと思っていた。

　速水と阿部、対立する二人の力を拮きつ抗こうさせた上で、両者を支配する。佐々木の取っている戦略が、そういう形であるなら、阿あ部べの提案は、佐さ々さ木きにとっても、望むところのものである筈はずだからである。

「君の言う事ももっともだ。確たしかに同数でなければ不公平だな」

　果たして佐々木は、岡おか崎ざきの提案に頷うなずいた。

「一人は君として、もう一人、候補がいるのか？」

「もちろんです」

　岡崎は頷き、上着のポケットから、一枚の写真を取り出した。

「本来なら、今日きよう、ここに連れてくるべきなんでしょうが、今はちょっと都つ合ごうが付きませんので、顔写真だけ持ってきました。後日また、改めて顔かお繫つなぎをさせて貰もらうつもりでいます」

　言いながら岡崎は、卓上を滑らせるようにして、佐々木に写真を差し出した。

　そこに映っていたのは、四〇前後と見える、小太りの男だった。髪は短く刈かっており、左の目め尻じりに鈎かぎ状じようの傷がある。

「名前は？」

　顔写真に目を落としたまま、佐々木が訊たずねる。

「中なか村むら元もと継つぐと言います」

「……中村？」

　思わず声を上げた一かず也やに、岡崎が薄うすい笑えみを浮かべた。

「知っているのか？」

　佐々木が、一也に視し線せんを向けてくる。

「ええ、名前だけは。ですが……この男は今、服役中の筈です」

「今はな。だが、三日後には、出所してくる」

　岡崎の笑みが、一ひと際きわ濃こくなった。

「いったい、なにをやった男なんだ」

「殺しです」

　一也は答えた。

　中村元継は、阿部誠せい次じの弟分である。阿部と同じく武ぶ闘とう派はやくざだが、阿部以上に歯止めが利きかないと評判の男だった。他ほかの組との武力抗争で功を重ね、一家を構えるまでになったが、その直情的な性格は、組長となったあとでも変わらなかった。囲っていた女が浮気をしていた事を知り、相手の男ともども、文字通り膾なます切ぎりに切り刻んで殺したのだった。

　中村はその場で逮たい捕ほされ、一二年の刑を言い渡された。組長をなくした中村組は自然消滅的に解散。更には当時の若わか頭がしらである平ひら山やま徹てつ二じから、中村は破は門もんを言い渡されている。

　それが、かれこれ八年前。一也がこの世界に入る前の事だが、その事件の凄せい惨さんぶりは、斜しや道どう組ぐみの中でも語りぐさになっていた。

　その中村が、八年ぶりに出所してくると言う。しかも、どうやら阿部は、中村の組への復帰を認め、しかも岡おか崎ざきとともに、新しん組そ織しきの中に送り込んでくるつもりらしい。

　こんな男の加入を認めたら、爆ばく弾だんを抱え込むようなものである。

　だが、中なか村むら元もと継つぐの経けい歴れきを聞いても、佐さ々さ木きは動じなかった。

「なるほどね……また随分とユニークな男のようだな」

「幹部待遇での加入、認めて貰もらえますか？」

　岡崎が念を押す。

「いいだろう。引き受けたと、阿あ部べさんに伝えてくれ」

「ですが佐々木さん、それは……」

　佐々木を思い止とどまらせようとした一かず也やを、岡崎が遮さえぎった。

「いちいち口挟むんじゃねえよ、高たか杉すぎ。判断するのは先生だって、手て前めぇも言ってただろうが」

「そういう事だ。君の意見も参考にはさせて貰うが、送り込む幹部の人じん選せんぐらいは、阿部さんの好きにさせてやるべきだろう。仮に問題が起きたら、その時、また改めて対処すればいい。違うか？」

　佐々木にそう言われてしまっては、一也には返す言葉がない。

「いえ……。佐々木さんの判断に従います」

　不承不承に頷うなずいた一也を、岡崎は楽しそうに眺めている。佐々木と一いつ緒しよになって、一也をやり込めた気でいるのだろう。

　すると、佐々木が、今度はその岡崎に向き直った。

「阿部さんの言い分は分かった。中村と言う男の加入も認める。だが、それを受けるに当たっては、こちらからも、ひとつ確かく認にんしておきたい事がある。帰ったら、阿部さんの耳に入れておいてくれ」

「……なんでしょう？」

「君はさっき、速はや水みくんの側から幹部を二人出すなら、自分の側からも二人出させて欲しいと言っていたな」

「ええ。言いましたが？」

　問い返す岡崎の表情に、僅わずかに警けい戒かいの色が浮かんだ。

「だが、新組織は、阿部さんと速水くんの二人で立ち上げるわけじゃない。そこには俺おれも、一枚嚙かんでいる」

「ええ、分かってますよ」

「だとすれば、だ。阿部さんや速水くん同様、俺にも、二人の幹部を選えらんで組織の運営に参さん画かくさせる権利があってしかるべきだ」

「それは……」

　岡崎は言い淀よどんだ。迂う闊かつに返事をしていい事ではないと、さすがに岡崎にも分かったのだろう。

「君の答えは求めていない。ただ、阿あ部べさんに伝えてくれればそれでいい。阿部さんがそうしたように、俺おれは俺で二人を選えらんで、幹部として参加させるとな」

　だが、さすがに佐さ々さ木きは一枚上うわ手てだった。提案だった筈はずの事項を、いつの間にか確かく定てい事項に変え、一方的に岡おか崎ざきに押し付けてしまったのである。

　阿部のメッセンジャーとしてやってきている以上、岡崎はそれに異い論ろんを唱える事はできない。佐々木の交渉相手は阿部であり、岡崎ではないからだ。

「……分かりました。とにかく、そう伝えます」

　そう答えるのが、岡崎には精一杯だった。
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「それにしても、幹部候補に、ああいう男を選んでくるとはな……」

　岡崎が退室したあとの応接間で、佐々木は今いま更さらのように苦笑を浮かべていた。

「どうやら阿部は、俺が作ろうとしている組そ織しきを、少し誤解しているようだ」

「どういう誤解ですか？」

　一かず也やは訊きいてみた。

　半ば独ひとり言のような呟つぶやきである。聞き流されるかと思ったが、佐々木はそれに答えて返した。

「もし俺が阿部さんの立場だったら、腕力よりも頭のある男を選ぶと言う事さ」

「だったら、なぜ、そういう人選を受け入れたんです？」

「誰だれを選ぼうと、阿部の自由だ。それに、ふさわしい人間より、ふさわしくない人間を選んで貰もらった方が俺としては都つ合ごうがいい。……君たちにしたところで、それは同じだろう？」

　そう訊たずねられても、一也には返答のしようがない。

　沈ちん黙もくを守る一也に、佐々木はうっすらと笑った。

「さすがに、君の立場では、『はい』とは言えないか」

　まさしくその通りだが、一也にはむしろ、佐々木がなぜそんな事を言い出したのか、そちらの方が気に掛かっていた。

　岡崎がいなくなるや、阿部を呼び捨てにした事と言い、本心を吐と露ろしたような今の発言と言い、阿部たちに比べれば、まだ一也たちの方にシンパシーを感じているという事なのだろうか。

　……いや、そんな筈はずはない。佐々木にとってみれば、速はや水みの側こそ、より警けい戒かいすべき相手の筈だ。こうして今、一也に話し掛けている事ですら、なにか裏がないとは言い切れない。

　このままだと、佐々木のペースに巻き込まれてしまいそうな気がしたので、一也は自分から切り込んでみる事にした。

「それより先程の話ですが……佐々木さんからも幹部を二人選びたいというのは、あれは本気なんですか？」

「もちろんだ」

「ですが、いったい誰だれを？」

　阿あ部べは岡おか崎ざきと中なか村むらを、そして速はや水みは速水自身と一かず也やを、幹部として新しん組そ織しきに送り込む事に決めた。それは、新組織の運営を自分に有利な形で行おうという心こころ積づもりがあるからだ。だが、佐さ々さ木きには、仲間と呼べる人間がいない。幹部を選ぶ権利を確かく保ほしたはいいが、肝かん心じんの選ぶ相手が、佐々木にはいないのである。

　可能性があるとすれば例の荒あら木きだが、あの男はまだ手術後の眠りの中にいるし、それ以前も植物状じよう態たいだった。佐々木に賛同する保証もなければ、そもそも荒木がどのような資質を持つ男なのかも分かってはいない。今の段階では候補にもなりえないだろう。

「別に当てがあったわけじゃない。今後のために枠を確保しておきたかっただけだ。具体的な人じん選せんはあとからでも構わんだろう」

　一也の問い掛けを、佐々木はさらりと受け流した。

「いずれにせよ、これで新組織の陣容がある程度は固まった。俺おれと阿部と速水くん、三者が二人ずつで、計六人。それに宮みや内うちくんを加えた七人体制で俺をサポートして貰う。どちらにも傾かず、良い配分だと思わないか？　これなら、阿部も速水くんも、納なつ得とくしてくれる筈はずだ」

「……そうかもしれませんね」

　頷うなずきはしたものの、佐々木の言葉をどこまで信用していいのか、一也には判断が付かなかった。

　なにをしても裏を搔かかれているような気がする。なにからなにまで、佐々木の思う通りに動かされているような気がしてならない。

　その時、応接間のドアが、慌あわただしくノックされた。

「なんだ？」

　佐々木の返事とともに、ドアが開けられる。そこにいたのは、桐きり田ただった。

「すいません。岡おか田ださんが、佐々木先生をお呼びです。なんでも、二番の数値が一七〇を超えたとかで」

「分かった。すぐ行く」

　佐々木は頷うなずくと、ソファから立ち上がった。

「組織のトップに立つと言うのは、これでなかなか大変なもんだな。やる事が多すぎて、自分の時間もろくに取れない。早いところ速水くんに目を覚まして貰もらって、少しは手助けして欲しいもんだ」

「……ええ、俺もそう思いますよ」

　ぼそりと答えた一也にしばし視し線せんを当てると、佐々木は白衣の裾すそを翻ひるがえすようにして踵きびすを返し、そのまま応接間を出ていった。

　藤ふじ岡おかの離り反はんに、阿部の中村元もと継つぐ加入の要よう請せい。次から次へと事が起きて、手がまわらずにいるのは一かず也やも同じだった。速はや水みならどうするだろうか、どう対処すれば速水を失望させずに済むのだろうか。一也なりに考えて行動してはいるのだが、どうしても後ご手てにまわってしまう。佐さ々さ木きに先手を打たれてしまう。

　やはり、佐々木相手に立ちまわるには、一也では力不足だった。

　一刻も早く速水が目を覚ましてくれる事を、一也もまた願ねがっていた。
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「そうか……。藤ふじ岡おかさんが……」

　一也の報告を聞くと、速水はそっと目を伏せ、そして静かに頷うなずいた。

　残念そうではある。だが、その表情に、驚おどろきはさほど感じられない。

「ひょっとして……こういう事じ態たいも予測されていたんですか？」

「可能性としてはな」

　ベッドの上の速水は、ヘッドレストに背中を凭もたせ掛けたまま、一也を見返した。

「藤岡さんと佐々木さんの思おも惑わくには、明めい確かくな違いが生じていたし、いずれはそれが表面化するだろうと思っていた。そして、その衝しよう突とつが起きるとすれば、お二人のどちらが引き金を引くにせよ、私が眠りに就ついている間を選えらぶだろうともな……。だが、そこまで決定的にぶつかり合うとは、さすがに思っていなかった」

　そう言うと速はや水みは、かすかな苦笑を浮かべた。

　どこか寂さびしげにも見える表情だった。短い期間とはいえ、藤ふじ岡おかという男の存在は、速水の中にも、それだけ深く根付いていたという事だろうか。

　──速水がハイブリッド措置を受けてから、この日で一三日目。速水が培ばい養よう槽そうから出されると聞きつけた一かず也やは、取るものも取りあえず、大おお野の屋や敷しきに駆かけ付けたのだった。これまでの経過を報告し、併あわせて今後の方針についての指示を受けるためである。

　一也が到着した時、速水はちょうど覚かく醒せい措置を済まされ、用意された部屋に移されたばかりだった。ベッドの上の速水は、萌もえ葱ぎ色いろの浴衣ゆかたを着せられており、その額ひたいには、まだ湿り気の残る前髪がひと房、はらりと垂たれていた。

「それで……藤岡さんのその後の足取りは？」

　速水が、一也の顔を見上げる。

「もちろん追っています。ですが、現時点ではまだ、はっきりとした足取りは摑つかめていません。相当の重傷を負ったことは確たしかですので、近きん隣りんの病院にも網を張ったのですが、それらしい人物は発見できませんでした」

「それはそうだろうな。藤岡さんも、そこまで吞のん気きではあるまい。ましてや藤岡さんはご自身が医師だ。わざわざ足の付くような場所に姿を現すとは考えにくいな」

「そうも思いましたが、一応、念のために、やれる事はやっておこうと思いまして」

「それでいい」

　速水は頷うなずいた。

　なにも速水は、無む駄だな事をするなと叱しかったわけではないのだ。どうせ無駄だと決め込んで、調ちよう査さする労を怠おこたったとしたら、その方が余程、速水の叱しつ責せきを買った事だろう。

「佐さ々さ木きさんは、藤岡さんの件に関して、どう言ってるんだ？」

「とりあえずは放っておくつもりのようです。しばらく頭を冷やす時間をくれてやるとおっしゃってました」

「という事は、藤岡さんが折れてくる可能性が、まだあると？」

「思ってらっしゃるようです。……もっとも、その可能性はかなり低いと、佐々木さんも感じてらっしゃるようでしたが」

「だが、藤岡さんが敵にまわったとしたら？　その可能性も少なくはないぞ」

　それは、あの時、一也が抱いたものと同じ懸け念ねんだった。

「その時は殺す、と」

「そう明言したのか？」

「ええ」

　速はや水みは、一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように一かず也やを見返し、そして、ふっと薄うすく笑った。

「なるほどな……佐さ々さ木きさんらしい」

　無二の親友でありながら、一方で、己おのれの野望の妨げになると思えば、ばっさりと切り捨てる。それが、出来てしまう。佐々木の、その公私の区別というか、切り替えの厳げん然ぜんさは、やくざも顔負けなほどだった。

「博士は、どうおっしゃってる？」

　藤ふじ岡おかたち三人はいずれも博士号の持ち主だが、単に『博士』と言えば、それは天あま本もと秀ひで夫おの事を指す。

「さすがに気落ちしてらっしゃるようですね。宮みや内うちさんが見かねて、時々、遊びに連れ出してるみたいですが」

　一也の返答に、速水が再び苦笑を浮かべた。

「愛まな弟で子しの一人が姿をくらましたんだ。博士が気落ちするのも無理はないな。……だが、私が訊ききたかったのは、そういう事じゃない。藤岡さんの離り脱だつがあったのちも、博士が我われ々われの下もとに留とどまる気でおられるのかどうか、だ」

「そういう意味でしたら、問題はないと思います。先日、佐々木さんに、例の予定地に案内されまして、ここならあれもできるこれもできると、喜んでおられましたから」

「そうか。それはなによりだ」

　心なしか、速水はほっとした様よう子すだった。

　ハイブリッド技術を開発したのは、藤岡・佐々木・天本の三人だが、その核となっているのは天本秀夫である。『ハイブリッド技術の保有』という観かん点てんから見た場合、藤岡を失う事は痛手ではあっても致命的ではない。だが、天本を失えば、今後の研究の進しん捗ちよくに著しい影えい響きようが出る事は明白だった。それにそもそも、佐々木が新しん組そ織しき設立のために邁まい進しんしているのも、すべては『天本の居場所』を作るためなのである。天本が速水のもとにいる事を強く拒否するような事があれば、佐々木もまたそれに従う可能性が高い。天本秀夫本人は太平楽な老人だが、その意向は、速水の打とうとしている大おお博ばく打ちの行方ゆくえを、大きく左右する事になる。速水が天本の意志を気にするのも、当然といえば当然だった。

「いずれにせよ、これでハイブリッド技術関連は、佐々木さんで一本化されたわけだ。藤岡さんがいなくなった事は残念だが、収まるところに収まったと言うべきなのかも知れないな」

　藤岡がいなくなっても、佐々木と天本が残っていれば、ハイブリッド部隊の設立および運営はできる。藤岡がいる前といなくなった後とで、佐々木の考えが変わったわけでもない。つまりは、これまで通り計画は進行するという事である。

「だが、藤岡さんが重要なファクターの一つである事には変わりはない。足取りの追跡は引き続き行っておけ」

「はい。そのつもりです」

　一かず也やは頷うなずいた。

「ほかに、私の耳に入れておくべき事はあるか？」

　速はや水みが促した。

「新しん組そ織しきの幹部に関してですが、阿あ部べが、岡おか崎ざき以外にもう一人、参加させろと言ってきました」

「誰だれをだ」

「中なか村むら元もと継つぐです」

「中村……」

　中村がどういう人間であるのか、もちろん速水は知っている。その表情に一いつ瞬しゆん、嫌けん悪おがよぎった。

「なるほどな……。阿部は新組織を、そう捉とらえているわけか……」

　阿部の率いる武ぶ闘とう派は集団の中でも、中村はひと際きわ異彩を放つ、文字通りの狂犬である。中村の持つ凶きよう暴ぼう性せいと無む謀ぼうさは、これまでいくつもの敵を叩たたき潰つぶし、やり返そうなどと思いもできないほどに、敵を畏い怖ふさせてきた。斬きり込み隊長としては、これ以上の人材はないが、組織を育てていく事など到底できる人間ではない。中村は破は壊かいと混乱をもたらすだけの人間である。敵だけでなく、味方に対しても、それは同じだ。中村が投とう獄ごくされた時、安あん堵どに胸を撫なで下ろした人間は、阿部派の中にも大勢いる。

　そういう人間を幹部に据すえた。それは阿部が、新組織を単なる破壊のための道具であると認にん識しきしている事を意味する。中村のような協きよう調ちよう性せいのない男を送り込んだ事で、新組織の内部がどれほど混乱しようとも知った事ではない。そう考えているのだ。いや、むしろ、その収拾のために速水が奔ほん走そうしなければならない事を考えて、一人ほくそ笑えんでいるのかもしれない。

「どう対処しますか？」

　中村元継の加入が新組織の将来に禍根を残す事は、一也の目から見ても明白である。中村の加入は既すでに佐さ々さ木きによって認められてしまっているが、速水のゴーサインがありさえすれば、一也はどんな事でもするつもりだった。中村を暗殺する事すら、やぶさかではない。

「佐々木さんの意見は？」

「佐々木さんは、それほど問題視はしておられないようでした。阿部の要求通り、中村を幹部格として迎えるつもりのようです」

「『総司令』がそう言っているのなら、我われ々われが異いを唱えるような事ではあるまい。今のこの段階で阿部を無む駄だに刺し激げきしてもいい事などなにもないしな。要求通り、席を作ってやれば、それでいい」

　佐々木と同様、速水もまた、あっさりと中村の加入を認めてしまった。

「ですが、あの男のしてきた事を考えると、今後もなにをしでかすか、分かったものじゃありません。それでも、本当にいいんですか？」

「なにか問題を起こしたら、その時、処分すればいい。新しん組そ織しきは第三者機き関かんという事になっているしな。佐さ々さ木きさんが総司令権限で処分する分には、阿あ部べも文句は言えまい。それに、下手へたに有能な人材を送り込んでこられるよりは、無能な男の方が、我われ々われには有益だ」

　この言葉もまた、佐々木と同じだった。

　速はや水みも佐々木も、新組織を大事に育てようとしている一方で、その新組織を政争の道具に使っている。一かず也やにはそれが、どうにも落ち着きが悪い。不ふ健けん全ぜんというか、やるべきではない事に思えてならないのだ。問題を起こした時に処分すればいいとは言うが、問題を起こしたその時には、巻まき添ぞえになる人間がいるのだ。新組織が担う役割を思えば、その巻き添えで死人が出るおそれも充分にある。危険な任務に就つく事が明白なのに、あえて火種を抱え込むようなやり方が、一也には納なつ得とくいきかねるのだった。

　だが、佐々木が認め、速水が追認した事項に、一也がどうこう言えるわけもない。

「分かりました」

　頷うなずく一也を、速水が微笑とともに見上げる。

「不満そうだな」

「いえ、そんな事はありません」

　態たい度どに出てしまっていたか。一也は反省し、表情を改めた。

「お前がそう感じるのは無理はない。そう思うのが当然だし、そう感じる心をお前には無くして貰もらいたくないとも思う。……だが、綺き麗れい事ごとだけでは生き残れない事もまた事実だ。これから先の綱渡りを考えればなおさらな。私も、汚い手を何度も使う事になると思うが、そうなったとしても嫌わないでいてくれるとありがたいな」

「嫌うだなんて……とんでもありません」

　これまで武力闘とう争そうとは無む縁えんで生きてきた速水が、その生き方を変えねばならなくなった経緯いきさつを、一也は常にその傍かたわらで見てきた。そう決意した理由も知っている。

　速水は変わってはいない。その理想も、本質の部分では変わらない。

　ならば、一也が速水を嫌う理由などある筈はずはなかった。速水とともに生き、速水のために死ぬ。一也は今もそのつもりである。

「そう言ってくれると、少しは気が楽になる」

　速水は微笑を浮かべたまま、軽く頷いた。

「それより速水さん。お体の調ちよう子しの方は、いかがですか？　なにか異変のようなものは……」

　速水と佐々木は、現在、一時的に手を組んではいるものの、同志ではない。むしろ潜せん在ざい的てきには敵と言っていいくらいだ。だが速水は、それを承知していながら、佐々木の手術を受けた。現時点で速水の体に小細工をする事は、佐々木にとっても不利益になる筈だという目算があっての事ではあるが、万が一と言う事もある。一也には、それが心配だった。

「異変か……さあ、どうなのかな」

　速はや水みは軽く右腕を伸ばすと、上に向けた掌てのひらをゆっくりと握り込み、また開いた。

「……確たしかに、妙な感じだ。こうやって体を動かすと節々が軋きしむし、体中の筋肉が張っているような感覚もある。全身のパーツを全部ばらされて、もう一回、組み立て直されたという感じかな」

　握にぎり締しめられた速水の右みぎ拳こぶしに、ぎゅっと力がこもる。

「……だが同時に、体の奥から湧わき上がってくる力を感じる。一刻も早く体を動かしたい。この身に満ちたパワーを解放したい。……そんな気分だ」

　速水に目を向けると、薄うすく笑った。どこか好戦的な、野性的とも言えそうな笑えみである。

　一かず也やは、僅わずかな違和感を覚えた。速水のこんな表情は、これまで見た事がない。その身に植え付けられた圧倒的な活力がそうさせるのか。それとも、ハイブリッド手術は、肉体だけではなく、その精神をも作り替えてしまうのか。

「すいませ～ん。入りま～す」

　その時、能天気に明るい声がして、部屋の襖ふすま戸どが開かれた。戸を開けたのは外の見張りに立っていた仙せん道どう。その隣となりにはナースキャップを被かぶった柳やなぎ美み沙さ緒おがいる。美沙緒はその両手に、山盛りの食料を積つみ重ねたステンレスのトレイを抱えていた。

「おなか空すいたでしょう？　速水さん。いっぱい用意して来ましたから、たっぷり栄養補給してくださいね」

「これは、わざわざどうもすいません」

　速水がベッドの上から、軽く頭を下げた。

　立ち上がろうとする速水を、

「あ、いいです、いいです。そのまま横になっててください」

　美沙緒は押し止め、いそいそと食事の準備を始めた。ステンレスのトレイは、その底部に折り畳たたみの脚がついていて、簡かん易い式しきのテーブルになるタイプらしい。美沙緒は毛布の下の速水の足をまたぐように、その簡易テーブルを置くと、今度は紙製のエプロンを広げた。

「はい。ちょっと首を前に傾けてくださいね～」

「あ、いえ、そんな事までしてくださらなくても……」

「これも看かん護ご婦ふの勤つとめですから」

　固辞しようとする速水の手を押さえ、美沙緒は速水の首に両腕を巻き付けるようにして、紙のエプロンを括くくり付けている。その表情が、なんとも楽しそうだ。

　速水の方は、仕方なさそうにされるがままになっていたが、無言で見詰める一也の視し線せんに気付くと、取って付けたように表情を改めた。

「……とにかく、私はもうしばらく、ここから動けない。その間の事は、お前に任せたぞ」

「はい。承知しました」

　一也は、ともすれば緩ゆるみそうになる口元を引ひき締めながら、静かに頭を下げた。

　宮みや内うちや村むら上かみの先例を見ても、今後、一、二週間は、速はや水みは寝たり起きたりの生活を続ける事になるのだろう。

　とは言え、速水が無事に目覚めてくれたという事だけで、今の一かず也やにはありがたかった。これからは何があっても、報告する相手も、指示を出してくれる相手もいるのだ。後ろに速水が控えて見守ってくれているというだけで、一也は肩の荷が半分以上、取り払われたような気がしていた。
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　晴れているのに、風もない。お陰で、ぽかぽかと暖かい。

　年の瀬せも押し迫った時期とは思えない陽気だった。

「ふぁ[image: ～][image: ～]あ」

　大おお野の屋や敷しきの縁えん側がわで、玲れい奈なは大きく欠伸あくびした。

　相変わらず眠いは眠いが、しばらく前のような突発的な爆ばく睡すいは鳴りを潜ひそめている。少しは体たい調ちようが安定してきたという事だろうか。

　食欲の方は相変わらずで、今までの三倍ほどの量がぺろりと胃袋に入ってしまう。お陰で体重がかなり増えてしまい、女としてはそちらの方が大問題だ。ただ不ふ思し議ぎな事に、ウェストサイズの方は四センチほど縮ちぢまっている。どうやら基き礎そ代たい謝しやが高くなった事で、脂肪の燃ねん焼しよう率りつも高まったらしい。

「こりゃまた健けん康こうそうなお欠伸で」

　にやけた笑い顔が上から玲奈を覗のぞき込んだ。

　また宮みや内うちだ。どこかほっつき歩いてきたらしく、足あし下もとには下げ駄たを引っ掛けている。

　玲奈は慌あわてて、開けていた大口を閉じた。

「なんか用？」

「別に用事なんかないですけどね」

「だったら、とっととあっち行きなよ」

「ただ、女医先生の顔を見掛けたんで、折角だから、一いつ緒しよにこれ食おうかと思って」

　宮内が手にしていた紙袋を、ひょいっと持ち上げて見せた。

　やけに香こうばしい匂においがする。

「なに、それ？」

「鯛たい焼やきです。お嫌いですか？」

「……お好きだよ」

「んじゃ、失礼して」

　宮内は、にんまりと笑うと、玲奈の左ひだり隣どなりに腰を下ろした。

　紙袋を破いて開き、ついでに離はなれて控えていた若衆を手招くと、茶を持ってくるように頼む。

　玲れい奈なは、試しに鯛たい焼やきを一つ手に取ってみた。半分に割ってから、ぱくりとかぶりつく。どうやら作りたてのようで、中に入っていた粒つぶ餡あんが、火傷やけどしそうに熱あつい。

「……結構、いけるね、これ」

　ベタベタしない甘さが、なんとも上品な感じだ。

「でしょう？　ガワもパリパリだし、好きなんですよ、ここの鯛焼き」

　我わが意を得たりとばかりに、宮みや内うちは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「……で、今日きようはわざわざこれを買いに行ってきたわけだ？」

「餡の入り具合とか、ガワの焼き加減とか、買う時に吟ぎん味みしなきゃいけませんからね。鯛焼き買うのだけは、人任せにできません」

　佐さ々さ木きや高たか杉すぎは、寝食忘れて飛びまわっているというのに、この男だけは、鯛焼きの吟味の方が大事らしい。

「……優ゆう雅がなご身分ですこと」

「そんな事ないですよ。これでも結構、忙しいんですから。東に行っては喧けん嘩かはやめろと人に言い、西に行っては良いことあるさと励はげましてます」

「……あんた、いつから宮みや沢ざわになったんだよ」

　相変わらず、適当な事ばかり言っている宮内だった。

　こんな男を信用して本当にいいのかと、時々心配になってくる。

「それにしても、ほんと今日はいい天気だなぁ。欠伸あくびが出るのも分かりますよ」

　宮内は両手を上げて大きく背伸びした。

　この屋や敷しきの主あるじである大おお野の剛ごう太た郎ろうも、やくざではあるが、今は隠いん居きよの身だ。その屋敷は純和風の造りで、目の前に広がる中庭も落ち着いた佇たたずまいを見せている。人の出入りが制限されている事もあって、のんびりと静かで、まるで外の世界とは別の時間が流れているようだった。

　大野屋敷の若衆が、湯ゆ気げの立つ湯飲みを二つ、盆に載のせて運んでくる。

「ご苦労」

「いえ、とんでもない。またなにかありましたら、ご遠えん慮りよなくお申し付けください」

　宮内と玲奈にそれぞれ会え釈しやくすると、若衆は再び、邪じや魔まにならない位置にまで離はなれていった。

「それはそうと、例の件、肚はらは決まりました？」

　湯飲みを手に取りながら、宮内が囁ささやくような小声で問い掛けてきた。

「……まだ」

『例の件』というのはほかでもない。玲奈の脱出計画の事である。玲奈がこの状況から逃のがれたいと思うのなら、脱出に手を貸すと、宮内はそう言ってくれていたのだ。

「あんまり長引くと、いろいろ面めん倒どうになりますよ。速はや水みも目を覚ましたし、佐々木さんも働き者ですしね」

「でも、あとの事を考えるとね……」

　ハイブリッド手術を受けた玲れい奈なの体は、まだ万全の状じよう態たいではない。また仮にこの体たい調ちようが安定したとしても、ハイブリッド体というものがどんなものなのか、玲奈には把は握あくできていないのだ。この先この体になにが起こるのかも、不調が生じた時、どう対処すればいいのかも分からない。それを考えると、どうしても不安が残るのだった。

「藤ふじ岡おかさんがいますよ。あの人なら、その体を管理する方法を知ってる筈はずだ」

　それは勿もち論ろん、知っているに違いない。なんと言っても、藤岡はハイブリッド技術を開発した三人の医学者の一人なのだから。

「でも、今はいないだろ」

「ですが俺おれには、あの人があのまま雲くも隠がくれするとは思えないんです。ハイブリッド技術を闘たたかいに使う事を、あれほど嫌っていた藤岡さんだ。佐さ々さ木きさんのする事を黙だまって見過ごすとは思えません。必ず落とし前を付けにくる筈です」

「……そう、かな」

「戻ってきますよ。どういう形でかは分かりませんが、いつか必ず、藤岡さんは、また俺たちの前に現れます」

　まるで予言者のような、宮みや内うちの言葉だった。

「……なんで、そう断言できるの？」

「男ですからね。藤岡さんも、俺も」

　宮内は、玲奈にちらりと目を向け、いつものごとくの笑えみを浮かべた。

「また、それかい」

　男の意地だの男の理屈だの、そんなものには、もううんざりだ。

　そんな事のために殺し合うのが男だとしたら、男とはなんと馬ば鹿かげた存在なのだろう。

「世の中、女だけだったら、どんなに平和だろうね」

「いいですねぇ……。女だけの世界。俺も行ってみたいなぁ……」

　宮内は、夢見るような視し線せんになって、しみじみと呟つぶやいた。

「……筋金入りの馬鹿だね、あんた」
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　騒さわぎが生じたのは、玲奈が冷めかけた緑りよく茶ちやの残りを、喉のどに流し込もうとした時だった。

　揉もみ合うような物音に、なにかが割れる音。男の怒ど鳴なり声と、そして女の悲鳴。

　それが、大おお野の屋や敷しきの母おも屋やの奥から響ひびいてくる。

「なんだろ？」

「さあ？」

　玲奈と宮内は、思わず顔を見合わせた。

「ま、なんにせよ、見み逃のがす手はないですね」

　鯛たい焼やきの残りを口の中に放り込み、宮みや内うちが靴くつを脱ぎ捨てて、縁えん側がわに上がる。

　相変わらず物見高い男だ。

　と、そこへ、母おも屋やの奥から駆かけ出してきた者がいる。

　君きみ塚づか茜あかねだった。

「あ、玲れい奈な先生！　ここにいたんですか！」

　玲奈の姿を目に留とめると、茜は小走りに駆かけ寄ってきた。

「いったい、なにがあったのよ？」

　言いながら玲奈も体を起こす。

「荒あら木きさんが、暴あばれてるんです！」

　荒木茂しげ樹きは、岡おか田だ由ゆ利り子この恋人である。長らく脊せき髄ずい損傷による全身麻ま痺ひの状じよう態たいにあったが、佐さ々さ木きの手術を受けて、速はや水み同様、先日、目を覚ましたばかりだ。

「荒木さんが？　また、どうして？」

「分かりません。本当にいきなり……。ここの人たちが落ち着かせようとしてるんですけど、全然、手に負えなくて……」

　今の荒木は、ハイブリッドだ。普通の人間の手に負えないのは、当たり前だった。

「そいつは一大事」

　言葉とは裏腹に、宮内の表情はいかにも楽しそうだ。

「んな事言ってる場合じゃないだろ！　ほら、あんたも手伝いな」

　玲奈は、宮内の背中をどやしつけると、母屋の中に駆け込んでいった。




　──荒木の部屋の前の廊下は、ひどい有あり様さまとなっていた。

　破れた障しよう子じ。砕くだけた花か瓶びん。廊下には、その花瓶に活いけてあったと思おぼしき水すい仙せんが散乱している。廊下側のガラス戸は、桟ごと屋外に吹ふき飛ばされていて、そのそばでは、大おお野の屋や敷しきの若衆が一人、頭を押さえて蹲うずくまっていた。

「こらまた随分と派は手でにやったもんだな。また、爺じつつぁんに怒られちまうぜ」

　ざっと周囲を見渡した宮内が、苦笑を浮かべる。

「おい、いったい、どうなってんだ？」

　部屋の前を遠巻きにしていた若衆の一人を摑つかまえて、宮内が状況を聞こうとした時である。

　いきなり襖ふすまを突き破って、ベッドが丸ごと一つ、飛び出してきた。

「どわっ!?」

　仰のけ反ぞった宮内のすぐ前を行き過ぎ、ベッドは白しら木きの柱に、横合いから激げき突とつした。金属製のそのベッドは、ひしゃげながら角度を変え、まだかろうじてサッシに残っていた他ほかのガラス戸を巻き込んで、外の地面に転がった。外で蹲っていた若衆は、ベッドの直ちよく撃げきを受けそうになって、すっ飛んで逃げた。

「貴様らぁ……」

　襖ふすまの吹ふき飛んだ部屋の中から、呻うめくような唸うなりとともに、一人の大男が姿を現した。

　身長は一九〇センチを超え、はだけた浴衣ゆかたの胸元からは、分厚い胸板が覗のぞいている。ぼさぼさの髪に血走った眼。太い眉まゆは吊つり上がって、さながら鬼の形ぎよう相そうである。

　これが、荒あら木き茂しげ樹きだった。

「貴様らいったい俺おれになにをした。俺の体に、なにをしたんだ！」

　炎のような眼光に睨にらまれ、大おお野の屋や敷しきの若衆たちが、思わずあとずさる。

　そして玲れい奈なは、荒木の怒りの原因を悟った。

　培ばい養よう槽そうから出され、ベッドで目覚めた荒木は、自分の体が人でないものに変えさせられていた事に気付いたのだ。そして、その混乱と恐怖が、怒りとなって爆ばく発はつした。

　……ちょうど、玲奈自身が、そうであったように。

「茂樹さん、落ち着いて！　お願ねがいだから、私の話を聞いて！」

　岡おか田だ由ゆ利り子こが、その荒木の腰に取りすがっている。荒木の気を落ち着かせようと、懸けん命めいに訴えかけている。

　だが、怒りに狂った荒木には、その哀あい願がんも耳に届かないようだった。

　由利子を引きずったまま、荒木は廊下に飛び出す。逃げ遅れた若衆が一人、荒木の手に喉のど頸くびを鷲わし摑づかみにされ、そのまま高々と吊つるし上げられた。

「貴様らいったい何者だ！　なんのつもりで……どんな権利があって、俺の体をこんな化ばけ物ものに造り替えたんだ！　答えろ！」

　だが、喉頸を摑まれた若衆は、答えたくても答えられない。両手で荒木の指を引ひき剝はがそうとしたが、荒木の指は万まん力りきのように締しめ付けていて、びくともしなかった。

「茂樹さん！　私が悪いの。私が頼んだの！　だから乱らん暴ぼうしないで！」

　由利子がまた、悲鳴にも似た声をあげる。

「そんな事したって、どうにもならないでしょ？　荒木さん。落ち着いて、とにかく話を聞きなさい！」

　玲奈も声を張り上げたが、荒木の眼中には入っていない様よう子すだった。

　若衆の両足が空中でばたばたと暴あばれている。その顔が見る見るうちに赤く膨ふくらんでいく。今の荒木の腕力をもってすれば、若衆の首など紙の筒を握にぎり潰つぶすより簡かん単たんに、ねじ切ってしまえるに違いない。

　ぴぃ[image: ～][image: ～][image: ～]うぃっ！

　鋭するどく長く、口笛の音が聞こえた。

　宮みや内うちだ。宮内は、荒木を見上げたまま、更に続いて、小刻みの口笛を鳴らし続けている。

　まるで、小鳥でも呼び寄せているかのような行動だったが、その高い音ねが、荒木の耳に障さわったらしい。血走った荒木の目が、宮内を睨にらみ付けた。

　荒あら木きの意い識しきが自分に向いたのを確かく認にんし、宮みや内うちがおもむろに声を掛ける。

「荒木さんよ。あんたのその馬ば鹿か力ぢからで締しめ上げたら、そいつ、そのまんまコキッて逝いっちまうぜ？　言いたい事があるんだったら俺おれが聞くから、その辺で離はなしてやってくれ」

「あんた……誰だれだ？」

「宮内志し郎ろう。こいつらの、言ってみりゃ、兄貴分だ」

「……貴様が俺おれをこんな化ばけ物ものにしたのか」

「そういうわけじゃねえが、まるっきり無関係ってわけでもねえな」

　宮内は、荒木を見返したまま、からかうような笑えみを浮かべた。

「まあ、あんたの気持ちも分からねえじゃねえが、これも運命って奴やつだ。いつまでも駄だ々だこねてねえで、おとなしく受け入れるんだな」

「運命……だと？」

　荒木が、吊つり上げていた若衆を放り捨て、宮内に向き直った。

「貴様になにが分かる。望んでもいないのにこんな体にされた俺の気持ちが、貴様に分かってたまるか！」

「やめなさいってば！」

　握にぎり締しめられた荒木の拳こぶしを見て、玲れい奈なは咄とつ嗟さにその腕にしがみついた。

「邪じや魔まだ！」

　荒木が玲奈を力任せに振ふり解ほどこうとする。だが、玲奈もまた全身の力を振り絞って、それに抗あらがった。

　瞬しゆん間かん。

　荒木の顔に、驚おどろきの表情が浮かんだ。

　化け物となった自分の体。尋じん常じようでない、その剛ごう力りき。それを押さえ付ける、もうひとつの剛力の存在に気付いたのだ。

　荒木の視し線せんが、自分の腕を抱きかかえている玲奈の両手に向けられ、そこから次に、玲奈の顔へと移動した。

「……村むら上かみ先生……？」

　初めて、それと気付いたような、荒木の呟つぶやきだった。

　坂さか巻まき病院に入院していた時も、荒木の意識は常にあった。言葉を発する事はできなくとも、その目は開いていたのだ。これまで語り合う事はなかったが、玲奈は荒木を知っていたし、荒木もまた、玲奈を見知ってはいたのである。

「あたしも、あなたと同じ化け物よ。だから、あなたの気持ちが分かる。だから……気を鎮しずめて、話を聞いて」

　玲奈は、荒木の目を見上げ、必死で訴えた。

　望んでもいないのにハイブリッドに改造され、そしてその力によって、これから先の人生を歪ゆがめられた。荒あら木きの立場は、玲れい奈なと同じだ。玲奈と同じ想おもいを共有できる、唯ゆい一いつの存在なのである。
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「わざわざお呼び立てして申もうし訳わけありませんねぇ」

「なに。新しん組そ織しきの設立に必要な事なら、いくらでも都つ合ごうは付けるさ」

　佐さ々さ木きはいつもながらの無表情で答えた。

　夕暮れ時のホテルの一室。佐々木は深々とソファに腰を下ろしている。

　佐々木の正面に座っているのは阿あ部べ誠せい次じと、そしてもう一人。

「そちらが、この間、岡おか崎ざきくんが言っていた男だな？」

「はい。中なか村むらと申します。よろしゅうお見知り置きください」

　男は立ち上がり、腰を屈かがめるようにして、佐々木に頭を下げた。だが、その顔は上げたままだ。ねっとりとした視し線せんを、佐々木に向け続けている。

　中村元もと継つぐ。三九歳さい。まだ阿部誠次が組同士の抗争で先陣を切っていた時代に、その阿部とともに幾いく度どとなく血の雨を降らせてきた手下の、生き残りである。

　しばし中村の視線を受け止めてから、佐々木は醒さめた目で中村を見返した。

「値踏みは済んだか？」

「ご冗じよう談だんを。この俺おれが、そんな失礼な真似まねをするような男に見えますか？」

　中村は表情を緩ゆるめ、恐きよう縮しゆくした風を装う。

「別に失礼な事もないだろう。君が加入する事になれば、俺は君に命令する立場の人間になるわけだ。上に立つ男の力量を計るのは、当然だと思うが？」

　言いながら佐々木は、テーブルの上に手を伸ばした。葉巻入れの蓋ふたを開け、中の葉巻を一本摘つまみ上げる。

「俺に力量がないと思うなら、わざわざ俺の下になりに来る必要もない。そうだろう？」

「お言葉ですが、先生。そいつはもう決まった事ですんで。今いま更さらとやかく言うような事じゃありません」

　絡みつくような薄うす笑わらいを浮かべたまま、中村は答えた。

『新組織に加入するなら、自分の命令に従って貰もらう』

　言外にそう念押しした佐々木に対し、

『加入はするが、あんたに従うとは誰だれも言ってない』

　中村もまた言葉の裏で、そう返したのである。

　不服従の宣言とも取れる中村のその言葉を、佐々木は咎とがめはしなかった。

「そうか。そちらに異存がないなら、俺の方にも異存はない」

　軽い口く調ちようでそう応こたえ、佐々木は葉巻を口に咥くわえた。そして、ふと思い付いたように、

「すまんが、火を貰もらえるかな」

　葉巻の先を、ひょいっと中なか村むらに向ける。

「このところ火を点つけて貰う事に慣なれてしまってな。ライターを持ち歩いていないんだ。持っているなら貸してくれ」

　そう言いながらも、佐さ々さ木きの両手は膝ひざの上で組まれたままだ。

　ライターを受け取る気はない。お前が火を点けろ。

　つまりは、そういう意味である。

　中村の薄うす笑わらいが、すぅっと消えた。代わりに眼光が、その熱ねつ量りようを増す。

「どうした？　持っていないのか？」

　無表情に中村を見返したまま、佐々木が返答を促した。

　中村の眼光の中に、怒りの比重が増していく。

　その時、中村の傍かたわらで、阿あ部べが喉のどを鳴らした。

「一ひと筋すじ縄なわじゃいかねぇお人だと言っただろう。舐なめて掛かると足あし下もと掬すくわれるぜ」

　阿部の笑いが、中村の怒りを丸め込んだかのようだった。あるいは、こんな事で突っかかっている場合ではないと思い直したのかもしれない。

「……おっしゃる通りです。確たしかに、肝きもっ玉が据すわってやがる。学者先生にしとくのはもったいねえや」

　ひとつ息を吐いた中村は、それで気持ちを切り替えたようだった。

　上着のポケットに右手を突っ込むと、ライターを取り出す。テーブル越しに手を伸ばし、佐々木の咥くわえた葉巻の先に、その火をあてがった。

「言っときますがね、先生。俺おらぁもう長い事、こんな真似まねをさせられた事ぁねえんですよ」

「この間まで刑務所の中にいたなら、そうだろうな」

「そういう意味じゃねえんですがねぇ」

　舌打ちと同時にライターの蓋ふたを閉じ、中村は姿勢を元に戻した。だが、その目には、先ほどのぎらつく光はない。とりあえずは佐々木を立てておこうと、肚はらが決まったようだ。

「まぁ、先生にも思うところはあるかと思いますが、とにかく、こいつを先生にお預けいたします。扱いづらい男ですが、先生なら使いこなせる筈はずだ」

「ああ。こちらこそ、よろしく頼む」

　葉巻をくゆらせたまま、佐々木は軽く頷うなずいた。

「それで、ですね……。実は、今日きよう、わざわざ先生にご足労願ねがったのは、もう一つお話があっての事なんですが……」

「なんだ？」

「一つ、仕事を片付けて貰いてぇんです」

　佐々木が、口元から葉巻を外した。

「組そ織しきが本格稼か働どうするには、まだ時間が必要だ。それはあなたもご存じの筈はずだが？」

「それは充分承知の上ですが、こっちにものっぴきならない事情がありましてね」

「どんな事情だ？」

「先生も志し郎ろう坊ぼつちゃんのやった事はご存じでしょう？　もともと仕掛けてきたのは辰たつ巳みだってのに、あれ以来、警察サツの野郎、うちの組にも目を光らせてやがるんですよ。凌しのぎにも影えい響きようが出るんで困ってたんですが、とあるお人が口を利きいてくれる事になりましてね。その利いてくれる見返りが、今回の仕事ってわけです」

「それで、なにをしろと言うんだ？」

「船を一いつ隻せき、沈めていただきたいんです」

「どんな船を」

「北から来る船とだけ、言っておきましょう」

　佐さ々さ木きの目元が、すぅっと細まった。

「ほぅ……」

「五日もしねえうちに、その船が日本に着く。港に入るその前に、海の上で沈めて欲しいというのが仕事の内容です」

「どうやらあなたは、思っていたより顔が広いらしいな」

　佐々木は、興きよう味み深ぶかげな目を、阿あ部べに向けている。

「余計な詮せん索さくは無用に願ねがいますよ、先生」

　阿部はそう言い置いてから、説明を続けた。

「表面上は貨物船だが、中の乗組員は武装してるって話です。うちの連中を使ってもいいが、海の上で、相手が武装してるんじゃ、いい射しや的てきの的まとだ。で、先生の事を思い出したわけです。先生なら、こんな仕事は赤あか子ごの手を捻ひねるようなもんでしょう」

「随分と高く評価して貰もらっているようで、光栄だな」

「ま、逆に言や、この程度の仕事がこなせないようなら、あれだけの金を注つぎ込む価値はねえって事にもなるんですがね」

「ふ……言ってくれるな」

　佐々木は薄うすく笑うと、葉巻を灰皿に揉もみ消した。

「いいだろう。引き受けた」

「詳しい日程と航路については、こっちに情報が来ます。中なか村むらをやりますから、連れて行ってやってください」

「構わんよ。気の済むまで値踏みしていくといい」

　そう言って佐々木は、阿部から中村へと、その視し線せんを移した。

「お手並みを楽しみにさせて貰います」

　佐々木を見み据すえたまま、中村は静かに頭を下げた。
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　──玲れい奈なの部屋を佐さ々さ木きが訪れたのは、その夜、遅くなってからの事だった。

「ひと騒そう動どうあったそうだな」

　佐々木は、戸口に立ったままで、そう口を開いた。

「……まあね」

　佐々木が、こんな風に玲奈の前にやってくるのは珍めずらしい。『新しん組そ織しき』とやらの設立に邁まい進しんしている佐々木にとっては、玲奈などその他大勢。処理しなければならない事項の一つにしかすぎない。これまでの佐々木の行動を見るにつけ、玲奈はそう感じていた。

「それで、荒あら木きくんは落ち着いたのか？」

「…………まあね」

　あのあと荒木には、玲奈と由ゆ利り子ことで、時間を掛けて、これまでの経緯いきさつを説明しておいた。

　もっとも、そんな説明で荒木が納なつ得とくしたとは思わない。なんと言っても、玲奈自身が、現在の状況に納得していないのだ。

　だが、それでも、自分の置かれている現状と、そうなるに至った経緯を知る事は、荒木の落ち着きを取り戻すのに、ある程度の役には立った筈はずだ。

　今の荒木は、鎮ちん静せい剤ざいを打たれ、岡おか田だ由利子に見守られて、静かな眠りに就ついている。

「……で、その間、あんたはどこに行ってたの？」

「外で打ち合わせがあってな。それが終わって帰ってきたところだ」

「へ[image: ～][image: ～]、そう。ま、今いま更さらあんたが誰だれとなにを企たくらもうが、驚おどろきゃしないけどね」

　玲奈は、皮肉たっぷりに言ってやった。

「なら、企む相手が君であっても、別に構わないわけだ」

「あん？」

「今夜は、君に話があってきたんだ。少し、時間をくれないかな？」

　玲奈は、佐々木の目を見返した。

「……なんの話よ？」

「ここでは話せない。そこら中、速はや水みくんの仕掛けた盗とう聴ちよう器きだらけだからな」

「つまり……速水には聞かせたくない話ってわけだ」

「俺おれを送ってきた車が、まだ外にいる。そこで話そう」

　佐々木は、くいっと顎あごの先を振ると、襖ふすまを開けたまま、玲奈の部屋を出て行った。

　玲奈が付いてくると決めてかかっている様よう子すなのが癇かんに障さわったが、無視を決め込むわけにもいかない。玲奈自身のこれからの立ちまわり方を決める上でも、佐々木がなにを考えているのか、できる限り正せい確かくに知っておきたかった。

　玄関でサンダルを引っ掛け、離はなれの外に出る。

　佐さ々さ木きのあとについて行くと、大おお野の屋や敷しきの正面玄関の前に、大きな黒くろ塗ぬりの車が停とめられていた。その脇わきに立っているのは南な雲ぐも秀ひで利とし。岡おか崎ざき大だい介すけの弟分である。

　玲れい奈なたちが近付くと、佐々木がなにを言うまでもなく、南雲が後部座席のドアを開けた。

　車内は広く、ふっくらとしたクッションの座席が二列、向かい合わせになっている。これが噂うわさに聞く、リムジンという奴やつだろうか。

　佐々木と玲奈が車内に乗り込むと、南雲は車のドアを閉め、やや離はなれた場所に立って、周囲に目を配り始めた。

「大したもんだね、あんたも。やくざどもを顎あごで使っちゃってさ」

「あいつらが俺おれに従ってるのは、現時点では、そうした方が利益になると思ってるからだ。事情が変われば、すぐにでも敵にまわる」

　佐々木は、無表情に、そう答えた。やくざどもから祭り上げられ、お山の大将気分でいるのかと思っていたが、佐々木もそこまで能天気ではないらしい。

「なにか飲むか？」

　車内に作りつけの冷れい蔵ぞう庫こを開き、佐々木が玲奈を振り返る。冷蔵庫の中には、ワインのボトルが何本か納められているのが見えた。

「いらないよ。なにを入れられてるか分かったもんじゃないし」

「どうも君には信用されてないようだな、俺は」

　佐々木は苦笑いしながら、冷蔵庫の扉とびらを閉めた。

「あんたが今までしてきた事考えたら、当たり前でしょ」

「だが君は、武たけ士しとは仲良くやっていたようじゃないか」

「藤ふじ岡おかさんは、あんたとは違ったからね」

「確たしかにその通りだ。俺は武士とは違う」

　次に佐々木が手を伸ばしたのは、やはり車内に作りつけのシガレットケースだった。中には細巻きの葉巻が収められている。その中の一本を唇くちびるに咥くわえ、佐々木はライターを手に取った。

　じっくりと時間を掛けて、葉巻に火を点つけ、ゆっくりと煙を吸い込む。

　佐々木が次の言葉を発するまで、玲奈は辛抱強く待っていた。

　密閉された車内に、ふくよかな香かおりが立ちこめていく。

「……君の言う通り、俺は随分あくどい事をしている。その事について言いい訳わけはしない。……だがな。それなら武士の奴は、いったいなにをしたんだ？」

「なにって……少なくても、あんたみたいな事は」

「そうだ。しなかった」

　玲奈を遮さえぎるように、佐々木は言葉を被かぶせた。

「あいつはなにもしなかった。博士の居場所がなくなろうとした時も、やくざどもがハイブリッド技術を狙ねらってきた時も、自分からはなにもしようとはしなかった。ただ流されていただけだ。そんなあいつのどこが、俺おれよりマシだと言うんだ」

　立ち上る煙越しに、佐さ々さ木きの細い目が、玲れい奈なを見み据すえている。

「俺がしてきた事を考えろと君は言ったが、じゃあ俺までなにもしなかったら、今いま頃ごろ、どうなっていたと思うんだ。あれほどハイブリッド技術を欲している速はや水みが、素直に諦あきらめたとでも思うのか？」

　それは、確たしかに思わない。速水は斜しや道どう組ぐみ内部で阿あ部べと対立し、圧殺されようとしていた。生き残るためには、是ぜが非ひでもハイブリッドの戦せん闘とう能力が必要だったのである。

「だったら、逃げればよかったじゃない。あんたたちだったら、そんなの簡かん単たんだったでしょう？」

「君ら三人を放り出してか？」

　即座に佐々木は切り返した。

「三人……？」

「君と、宮みや内うちと、そしてあの的まと場ば恵めぐ美みだ。あの時点で、ハイブリッド手術を受けていた三人だよ。君らに処置をしていなければ、俺たちは逃げ出す事ができていたし、実際、そうした筈はずだ。だが、君らがいたから、そうする事ができなかった」

「……じゃ、こうなったのは、あたしたちのせいだって言いたいわけ？」

「いいや、違う。武たけ士しのせいだと言ってるんだ。的場恵美など治ち療りようしなければよかった。君ら二人も見殺しにすればよかった。そうしてさえいれば、ハイブリッド技術を速水に狙われる事もなかっただろう。だが、奴やつはそうしなかった。ハイブリッド技術の秘密を守る事より、目先の人道主義を優ゆう先せんさせた。そしてその癖くせ、その結果から生じる面めん倒どう事ごとからは逃げたんだ」

　佐々木の言い分にも一理はあった。

　だが、納なつ得とくはしたくない。人の命を救おうとした藤ふじ岡おかを非ひ難なんする気にはなれないし、自みずから進んで犯罪組そ織しきに荷担している佐々木のやり方を認める気にもなれない。

「……それで結局、なにが言いたいの？　あたしに愚ぐ痴ちを聞いて貰もらいたいわけ？」

「そんなもの聞いて貰ったところで、なんの役に立つ。俺はただ、君と腹を割って話したかっただけだ」

「なんのために」

「君に、俺の片腕になって貰いたい」

「はぁ？」

　我われながら、随分、間の抜けた声を張り上げたと思う。

　それほどに、佐々木の申し出は突とつ拍ぴよう子しもなかった。

「あんた、あたしが、あんな悪党どもの仲間になると、本当に思ってんの？」

　玲奈は、馬ば鹿かにするなとばかりに言い放ったが、佐々木は表情も変えずに、玲奈を見詰め続けていた。

「君は、俺おれが阿あ部べや速はや水みの仲間になっていると思うのか？」

「それは……」

　正直言って、思わない。佐さ々さ木きには佐々木の目的がある。その実現のために、佐々木は、阿部と速水相手に、かなり危険な駆かけ引きを続けている。それは端はたから見ていても明らかだった。

「奴やつらは所しよ詮せんやくざだ。ハイブリッドの能力を破は壊かいの道具ぐらいにしか考えていない。だが、俺はこれでも医者なんだよ。ハイブリッド技術を、そんな事のために使う気はさらさらない」

「さらさらない割には、新しん組そ織しきとやらの設立に、随分とご熱ねつ心しんじゃないの」

「そうしなければ、奴らの優ゆう位いに立てるだけの力が得られないからだ」

「だから、あいつら以上の悪党になるって言うわけ？　そんなの詭き弁べんだよ」

「じゃあ、どうすればいいんだ。争いごとはよくないと、奴らに言って聞かせるか？　そんな事で奴らが改心すると思うか？　力のない理想には、なんの影えい響きよう力りよくもない。力がなければ、意志は通せない。だから、俺は手に入れる。力を手に入れるため、進んで悪党にもなってやる」

　佐々木は声を荒げない。玲れい奈なを見み据すえながら、どこまでも理詰めでくる。うっかりしていると、説得されてしまいそうだ。

　玲奈はいったん間をおき、違う角度から切り返してみる事にした。

「……ご高説はよく分かったよ。だけど、それはあんたの問題だろ。あたしにはなんの関係もない。あんたの片腕になったとして、あたしにどんなメリットがあるのさ。あたしはやくざも嫌いだし、悪党の仲間になる気もさらさらない。それをねじ曲げるだけの価値が、あんたの申し出にあんのかい？」

　高こう額がくの報酬を約束するなどと言い出したら、笑い飛ばしてやろうと思っていたのだが、佐々木の返答は、またしても玲奈の意表を衝ついた。

「柳やなぎ美み沙さ緒お、君きみ塚づか茜あかね、的まと場ば恵めぐ美み……君が気に掛けている人間を、君自身が擁よう護ごする事ができる」

「あたしが、あの子たちを……？」

「そうだ。君が新組織の幹部に就しゆう任にんしてくれれば、彼女たちは君の指揮下に編へん入にゆうするつもりでいる。その方が、彼女たちも安心して働けるだろうし、君も妙な心配をせずに済むだろう」

「……随分、汚いやり方だねぇ」

「なにがだ」

「あたしが言う事を聞かなきゃ、あの子たちの身の安全は保証しないって言うんだろう？　結局は脅迫じゃないか」

「それは見方の違いだな。……言っておくが、彼女たちに関して俺が懸け念ねんしているのは、彼女たちを通して、ハイブリッドの秘密が外部に漏もれる事だけだ。彼女たちが俺の監かん視し下かにいる限り、それ以上の事をするつもりはないし、する必要もない。むしろ、俺の監視下にいる限り、彼女たちの身の安全は保証しなければならないと思っている。君が加入するしないにかかわらず、それは同じだ。君は俺おれを信用していない。だから、脅迫に聞こえるんだ」

「……って事は、逆に言うと、あたしが参加するしないにかかわらず、あんたはあたしを監かん視し下に置くつもりなわけだ」

「ハイブリッドの秘密を外部に漏もらすわけにはいかん。当然、そうなるな」

　佐さ々さ木きは、悪びれもせず、頷うなずいた。

「……やっぱ、脅迫じゃないか」

「だが、君にしたところで、今、俺の下もとを離はなれるのは得策ではない筈はずだ。君の体は、この先、まだ変わっていく。どう変わっていくのか、その時、どう対処すればいいのか。それを知らぬままでいるのは不安だろう？　俺の下にいれば、ハイブリッドに関する知ち識しきを蓄たくわえる事ができる。それが、メリットの二つ目だ」

　ハイブリッド技術に関するノウハウを、佐々木は玲れい奈なに伝えてもいいと、そう言っているのだった。

「……ハイブリッド技術は秘密なんじゃなかったっけ？」

「新組織を運営していくにあたって、いずれにせよ、ハイブリッド技術を扱える人間は必要になる。俺と博士だけでは手がまわらないからな。だったら、医者でもあり、多少は気心が知れている君が、一番の適任だ」

「は。笑わせるね」

　玲奈にとって佐々木は、得え体たいの知れない男である。素す性じょうはある程度分かっているが、なにを考えているのか分からないし、なにをしでかすかも分からない。そんな佐々木に、気心が知れているだなどと言われても、苦笑しか出てこなかった。

　そんな玲奈を、佐々木は煙越しに、じっと見詰めている。

「君も知っての通り、速はや水みも阿あ部べも、新組織を自分のものにしようとしている。『総司令』などと持ち上げられてはいても、今の俺はただのお飾りだ。放っておけばいずれ、新組織もハイブリッド技術も奴やつらの手に落ちるだろう。それを防ぐために、君の力がいる。頼む。俺に力を貸してくれないか」

「……」

　玲奈もまた、無言で佐々木を見返していた。

　勝手な事を言っている。

　それが、玲奈の想おもいである。速水や阿部が新組織を奪おうとしているとは言うが、そもそもその新組織を立ち上げようとしているのは誰だれなのだ。無理を押し通し、親友の離り反はんを招いても、なお自分の野望を優ゆう先せんさせたのは誰なのだ。玲奈には、自じ業ごう自じ得とくとしか思えなかった。

　玲奈が、茜あかねや美み沙さ緒お、それに恵めぐ美みの行く先を案じていたのは事実である。また、ハイブリッド技術が、現代医学の限界を大きく広げる可能性を持っている事も、充分承知している。

　佐さ々さ木きの申し出は確たしかにメリットであるかもしれない。だが、玲れい奈なの人生そのものと引き替えにするだけの価値があるかどうかは疑問だった。

　悪党を毛嫌いしてはいても、玲奈は別に、正義の執行者というわけではないのだ。悪を掣せい肘ちゆうするために、己おのれの人生を引き替えにする責任もなければ義務もない。更に言ってしまえば、その意志もないし覚悟もなかった。

　だが、一方で佐々木は、玲奈がこの申し出に応じなければ、その身柄を監かん視し下かに置くと明言している。佐々木の立場や、これまでの経緯いきさつを考えても、その言葉に噓うそはあるまい。やると言ったら、佐々木は必ず実行する筈はずだ。

　意志を貫いて自由を奪われるか、佐々木の申し出を受けて、新しん組そ織しきの中でのある程度の権限を確かく保ほするか。いったい、どちらが『マシ』なのだろう。

　玲奈には判断がつかなかった。

「……少し、考えさせて貰もらってもいい？」

　今の玲奈には、それしか返事ができなかった。

「構わんよ。まだ時間はある。充分考えてから、結けつ論ろんを出してくれ」

　佐々木は頷うなずくと、手元の葉巻を、灰皿の底に揉もみ消した。

　玲奈は、無言のまま、その手元を見詰めた。

　どちらにせよ、無傷ではいられない。

　どの道を選えらぶにせよ、なんらかの対価は支払わねばならない。

　どうやら、それだけは確かなようだった。
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　村むら上かみ玲奈が、離はなれへと戻っていく。

　その後ろ姿を、佐々木隼はや人とは、リムジンのそばで眺めていた。

「引き抜きの話は、うまくいきそうですか？」

　後ろから声を掛けてきたのは、南な雲ぐもである。

「さあ、どうだろうな。心が揺ゆれ動いているのは確かなようだが」

「うまくいく事を願ねがってますよ。あの先生がこっちに寝返ったと知った時の、速はや水みの顔が楽しみだ」

「ああ、そうだな」

　佐々木は薄うすく笑って頷いた。

　南雲はなにも分かっていない。

　村上玲奈は、行き掛かり上、速水の庇ひ護ご下かに置かれていただけであって、心情的に速水に与くみしていた事など一度もない。また、引き抜くといっても、阿あ部べ側がわに引き抜くわけでもないのだ。

　だが、そんな南雲の誤解を、わざわざ解いてやる必要も、またありはしなかった。

「それじゃ、俺おれはこれで失礼します」

　南な雲ぐもが、ぺこりと頭を下げて、リムジンの運転席に乗り込もうとする。

「いや、ちょっと待て」

「？　なんすか？」

　訊きき返す南雲には答えず、佐さ々さ木きは、五メートルほど離はなれた位置にある植え込みへと目を向けた。

「隠かくれてないで出てきたらどうだ？」

「……なんすか？」

　南雲が怪け訝げんな表情のまま、佐々木のそばに戻ってくる。その右手は、上着の裾すそを跳はね上げ、腰のうしろへとまわされていた。

「道具は必要ない。そういう類たぐいの相手じゃなさそうだ」

　佐々木は南雲に言い置いてから、もう一度、植え込みの向こうへと声を掛けた。

「出てこい」

　その言葉に導みちびかれるようにして姿を現したのは、岡おか田だ由ゆ利り子こだった。

「なんだ……」

　南雲が拍子抜けしたように、姿勢を戻す。

　どうやら、屋内にいた時のままの服装で出てきてしまったらしく、由利子はワンピース一枚の姿だった。一二月の夜空の下、寒そうに身を縮ちぢめている。

「俺になにか用でもあるのか？」

「……はい。実は……」

　言い掛けて由利子は、佐々木の傍かたわらの南雲を気にする素そ振ぶりを見せた。

「南雲くん」

「じゃ、もう一本、煙草タバコ吸ってます」

　佐々木に顧かえりみられ、南雲は察しよく頷うなずくと、リムジンから離れた。

「実は……本当に勝手なお願ねがいなんですけれど……」

　リムジンの中に乗り込み、佐々木と二人きりになると、由利子は遠えん慮りよがちに口を開いた。

「荒あら木きくんの事だな。今日きようの騒さわぎについては、もう報告を受けた。残念だが、ハイブリッドを元の人間に戻してくれという頼みなら、それは不可能だ。『アスラ細胞』は既すでに、荒木くんの体の中に深く根付いている。無理に引ひき剝はがせば、死ぬだけだ」

　佐々木は早手まわしに説明したが、由利子はゆっくりと首を振った。

「いえ、そうじゃありません。逆です」

「逆？」

「はい。あの手術……ハイブリッドになるあの手術を、私にも施ほどこしてくださいませんか？」

　佐々木の目が、ほんの僅わずか見開かれた。

「本気で言っているのか？」

「はい。お願ねがいします」

　由ゆ利り子こは真剣だった。

「だが、なぜだ？　君は瀕ひん死しの重傷を負っているわけでもなければ、回復不能の機き能のう障害を持ってるわけでもない。まさか、斜しや道どうの連中のように、殺し合いをやりたいわけでもないだろう。なのになぜハイブリッドになりたがる？　君は見ている筈はずだぞ、ハイブリッドの真の姿を」

　ハイブリッドの戦せん闘とう形けい態たい。真に化ばけ物ものとなる、ハイブリッドの本来の姿。

　村むら上かみ玲れい奈なもまだ知らないその異い形ぎようの形態を、岡おか田だ由利子は坂さか巻まき病院において目もく撃げきしている。

「それなのに自みずから進んで、化け物になりたいと言うのか？」

「茂しげ樹きさんは化け物なんかじゃありません」

　毅き然ぜんとした表情で、由利子はきっぱりと、そう言い切った。

　迷いもなければ疑いもない。本当にそう信じている。由利子の顔付きからは、それがはっきりと読み取れた。

「……君がハイブリッドになりたがる理由を、もう少し詳しく説明して貰もらえるか？」

　興きよう味み深ぶかく由利子を眺めながら、佐さ々さ木きは改めて訊たずねた。

「あの人がもう一度私に微笑ほほえんでくれたら……そう思って、私は藤ふじ岡おかさんに茂樹さんの手術を頼みました。その時は、ハイブリッドがどんなものか知りませんでしたけれど……それを知ってからでも、手術の依頼を取り消す気にはなれませんでした。だって……あの人の体を治す方法は、それしかなかったんですもの。それに、どんな姿になっても、茂樹さんは茂樹さん。そうも思っていました」

　全身麻ま痺ひに陥おちいり、起き上がる事はおろか喋しやべる事さえできなかった荒あら木きを、それまでと変わらぬ愛情を持って、世話し続けてきた由利子ならではの言葉だった。

「だが、荒木くんの方は、そうではなかったわけだ」

「あの人は、自分が化け物になってしまったと思っています。化け物になった自分に、引け目を感じてるんです。茂樹さんをそうさせてしまったのは私なのに……。だから、思ったんです。私もハイブリッドになれば、あの人が引け目を感じる事もないって。今までと同じように、私を愛してくれるって」

　佐々木は、腕を組み、顎あごに手を当てて、しげしげと由利子を見詰めていた。

「私の言ってる事……変に聞こえますか？」

「いや？　俺おれはそういう考え方はしないが、そういう考え方をする人間が存在していてもおかしくはない」

「それじゃあ……」

　身を乗り出し掛けた由利子を、佐々木は片手をかざすようにして遮さえぎった。

「だが、君の話の中には、一つ大きな要点が抜けている」

「なんでしょう？」

「ハイブリッドを一体仕上げるには、手間も掛かれば金も掛かるという事だ。一度の手術ですべてが完了するわけじゃない。継けい続ぞく的てきなメンテナンスが必要になるのでね。そして、君一人の望みを叶かなえるために、そこまでしてやる義理は、俺おれにはない」

「それじゃ、どうして茂しげ樹きさんにはハイブリッド手術をしたんですか？」

「坂さか巻まき病院から脱出する時に、君が付いてきてしまったからだよ。君の口封じをするために、恩を売っておこうと思ったのさ」

「だったら、もう一度、恩を売ってください」

「君をもハイブリッドにする事でか？　見掛けによらず、随分、欲深じゃないか」

「ただでとは言いません。お礼はさせて貰もらいます」

　由ゆ利り子このその言葉に、佐さ々さ木きが思わず失笑する。

「どんな礼をするつもりだ？」

「佐々木さんが今、一番、欲しがっているものです」

「さあ、なんだろう？　見当が付かないな」

「腹心の部下」

　由利子がただひと言、そう口にする。

　その途と端たん、佐々木の口元から笑えみが消えた。

「もし、私の願ねがいを聞き届けてくださるのでしたら、私と茂樹さんは、佐々木さんに忠誠を誓います。たとえ佐々木さんが、速はや水みさんや阿あ部べさんと仲なか違たがいしたとしても、佐々木さん個人に協力します」

「……随分、面おも白しろい事を言うな、君は」

　由利子を見詰める佐々木の視し線せんが鋭するどくなる。

　岡おか田だ由利子。坂巻病院の騒そう動どうに巻き込まれ、ただ成り行きだけで、これまで行動をともにしてきた女。その岡田由利子が、今の佐々木が欲するものを、鋭く見抜いていたのだった。

「君だけが約束したところで、荒あら木きくんが君の言う通りにする保証はあるのか？」

「私は、茂樹さんの入院中、ずっと茂樹さんの面めん倒どうを見ていました。その事で、茂樹さんは私に負い目を感じています。私が頼めば、茂樹さんは必ず、言う事を聞いてくれます」

　相手の心の負い目を突いて、自分に従わせる。

　そんな利己的にすぎるやり口を、由利子はなんら羞はじる様よう子すもなく口にした。

　いや、おそらくは『利己的』だなどと思ってもいないのだ。それが荒木のためになる事だと思い込んでる。

「ですが、期限は切らせて貰います」

「いつまでだ？」

「佐々木さんが、今、作ろうとしている組そ織しきを完全に自分のものにした時。その時に、私と茂樹さんを解放してください」

「いつになるか分からないが、それでいいのか？」

「どちらにしても、佐さ々さ木きさんは当分の間、私たちを自由にはしてくれないつもりでしょう？　どうせ同じ事なら、交渉の材料に使った方がいいと思います」

　確たしかに、その通り。村むら上かみ玲れい奈なにも告つげた通り、佐々木には、ハイブリッドとなった人間を野放しにする気はない。

　岡おか田だ由ゆ利り子こは、それを知っていながら、あえてその事自体には異いを唱えなかった。唱えたところで無む駄だな事だと分かっていたに違いない。

「……どうやら俺おれは、君という女を見誤っていたようだ」

　目的の為ためなら手段は選えらばない。己おのれの手を汚す事をも厭いとわない。

　岡田由利子もまた、佐々木や速はや水みと同じタイプの人間だったのである。

「それじゃあ……？」

「いいだろう。君の忠誠心を買い取る」

　口元に薄うすい笑えみを浮かべたまま、佐々木は、はっきりと岡田由利子に頷うなずいて返した。
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　大きく波がうねっている。高々と隆りゆう起きしたかと思うと、一気に陥かん没ぼつする。

　一かず也やは操そう舵だ室しつの手て摺すりにしがみつき、激はげしい揺ゆれに耐えていた。

「ほんとに、大丈夫なんですか、これで」

「沖に出りゃこんなもんだ。心配すんな」

　舵かじを握っているのは、宮みや内うちだ。両足で踏ん張ってバランスを取りながら、右に左に舵だ輪りんをまわしている。

　大お野の屋や敷しきから車で三時間余。到着した小さな船着き場に待っていたのは、あらかじめ調ちよう達たつしてあった釣り船だった。といっても、ボートに毛が生はえた程度の小型船であり、この大おお海うな原ばらの中では玩具おもちやも同然だ。上下左右に揺ゆり動かされ、一かず也やの胃袋は引ひっ繰くり返りそうである。

「それにしても、君が船を操そう縦じゆうできるとは知らなかった」

　宮みや内うちの背中に、佐さ々さ木きが声を掛ける。

「昔取った杵きね柄づかって奴やつですよ。船を動かせるのと動かせないのとじゃ、夏の海でのナンパの成功確かく率りつが段違いですからねぇ」

　宮内が肩越しに答えて笑う。

「なるほどな。まあ、理由はどうあれ、お陰で助かった」

　北から来る船。それを捕ほ捉そくし、撃げき沈ちんする。

　今回の任務について、一也はそれしか聞かされていない。

　だが、阿あ部べからの要よう請せいを、佐々木が受じゆ諾だくした以上、一也の立場では、それに異いを唱える事はできなかった。速はや水みにも指示を仰いだのだが、

『お前に任せると言った筈はずだ』

　と突き放すように言われただけである。

　そこで一也は、とにかく経過だけは自分の目で見ておこうと、佐々木たちの一向に同行したのだった。

「どけや、小僧」

　野太い声とともに伸びた腕が、一也の体を脇わきへと押しやった。

　中なか村むら元もと継つぐである。

「すいません」

　狭い操そう舵だ室しつの中、手て摺すりを摑つかみながら、一也は立ち位置をずらした。

「鈍どん臭くせぇ野郎だ。連れてきてやったんだから、せめて邪じや魔まにならねえようにしろや」

　ぎろりと一也を睨にらみ上げ、中村は舵輪の脇にあるレーダーの画面を覗のぞき込んだ。

「……すいません」

　もう一度、一也は謝あやまったが、中村は見向きもしない。完全に無視している。

　一也が実物の中村を前にしたのは、この日が初めてだった。

　年ねん齢れいは四〇に近く、体格もそれほど大きいとは言えない。だが、その身からは、血と暴ぼう力りよくの臭においが漂っていた。岡おか崎ざきよりも更に濃のう密みつで、阿部よりも剝むき出しな血の臭い。誰だれ彼かれ構わず嚙かみつくようなチンピラではなさそうだが、相手を観かん察さつした上で一気に喉のど笛ぼとけを嚙み切るような、そんな獰どう猛もうさを感じる。

「こっちの機き械かいによると、そろそろ見えてきてもよさそうですがね。……坊ボン。どうです？」

「何時の方向だ？　それから、ボンって言うな」

　宮内が横目に、中村を睨む。

「一一時の方向です。俺に取っちゃ、ボンはボンです。今いま更さら、変えろったって、そりゃ無理ってもんですよ」

　宮みや内うちは舌打ちしつつ、窓の外へと目を向けた。だが、窓ガラスには波の飛沫しぶきがひっきりなしに被かぶさってきていて、とてもではないが、外を見渡す事などできはしない。

　宮内は、片手で舵だ輪りんを保持したままドアを開け、外に身を乗り出した。

「大だい介すけ！　一一時の方角だ。見えるか！」

「なんです!?」

　舳へ先さきに立っていた岡おか崎ざきが怒ど鳴なり返した。雨が降っているわけでもないのに、岡崎は全身、びしょ濡ぬれになっている。防水コートを頭から被ってはいたが、そんなものはなんの役にも立っていないようだった。

「一一時だ！　あっち!!」

　波に負けじと声を張り上げつつ、宮内は片手を伸ばして方角を示す。

　それでようやく意志が伝わったらしく、岡崎が指示された方角に双そう眼がん鏡きようを向ける。それを確かく認にんしてから、宮内は再び、ドアを閉めた。

「お前、斜しや道どうに入って何年だっけ？」

　濡れた髪を搔かき上げながら、中なか村むらに訊たずねる。

「最初に世話になったのは、一四の時です。ですから、かれこれ四半世紀になりますか。あん時のボンはまだ幼よう稚ち園えんでしたよ」

「赤ん坊の頃ころでなくてよかったよ。オシメ替えてやってたなんて言われたら、堪たまったもんじゃねえからな」

「オシメは替えませんでしたが、お馬さんごっこはやらされましたねぇ」

　中村が懐なつかしそうな目で笑う。

「……だから嫌やなんだよ。古株連中はよ」

　宮内は、なんとも言えぬ渋い顔をした。

　斜道の人間は皆、宮内を慕したっている。凶悪非道とされる中村でさえもそうなのだ。

　初代組長の忘れ形見という血統。赤ん坊の頃から斜道の中で育ってきたその歴史と、皆の中に残る記き憶おく。そして宮内自身の開けっぴろげな性格。

　要因は様さま々ざまあるのだろうが、その人間的魅み力りよくこそが、宮内最大の武器だった。宮内が四代目組長の座を望むなら、今すぐにでも継つげる。それは誇張でもなんでもない。完全な事実だった。

　甲かん板ぱんの手て摺すりを伝ってやってきた岡崎が、ドアの窓ガラスを叩たたく。

「明かりが見えます」

「距きよ離りは？」

　宮内が訊きき返す。

「多た分ぶん、三〇〇から四〇〇」

「ライトを消せ。ここからは無灯火で接近する」

　佐さ々さ木きの指示が、操そう舵だ室しつの中に響ひびいた。
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　とんとん……。

　軽いノックの音が聞こえた。

「ちょっと、いいですか？」

　襖ふすま戸どを開けて顔を覗のぞかせたのは、速はや水み敬けい介すけだった。

　紬つむぎの着物に羽は織おりを合わせている。療りよう養よう中ちゆうという事もあるのだろうが、スーツ姿の速水しか見た事がないだけに、その姿は妙に新しん鮮せんだった。

「なんか用かい？」

「少しお話をと思いましてね」

「なるほどね……今度はあんたか」

　玲れい奈なは、思わず苦笑を浮かべる。

「なんです？」

「なんでもないよ。……入んな。ただしこんな夜中なんだから、手短に頼むよ」

「分かっています」

　玲奈が戸口の前からどくと、速水は軽く一礼して、中に入ってきた。

　卓袱ちやぶ台だいの上には、体内組成の分析表が重ねて置かれている。分析の対象個体は玲奈自身。佐さ々さ木きから借り受けてきたものだった。

　記号と数値でびっしり埋まったその書類の束を、玲奈はさりげなく脇わきへと片付け、速水に座ざ布ぶ団とんを出してやった。

「ほら、どうぞ」

「では、失礼して」

　速水は、裾すそを正しながら、座布団の上に正座する。その所作が意外にさまになっていた。

「……で、なに？」

「先日、佐々木さんがここに来ましたね。ちょうど、今の私と同じように」

　速水は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「さあ、どうだったかねぇ。ここに来てからこっち、あんまりいろんな事が起こりすぎて、いちいち覚えちゃいないよ」

　玲奈は空っとぼけて見せたが、速水はそれを綺き麗れいに聞き流した。

「仲間になれと言われたでしょう？」

「……なんでも知ってんだね、あんた。さすがに盗とう聴ちようが趣しゆ味みなだけの事はあるよ」

「その程度の事、あなたの様よう子すを見ていれば分かります。第一、あの時の会話は、阿あ部べの用意した車の中でしたからね。さすがに内容までは聴きき取れませんでした」

　つまり、そのほかの場所では盗聴していた事を認めたわけだ。

　だが速はや水みは、悪びれもしない。

「見返りはなんです？　なにを約束されました？」

「さあ、なんだったかねぇ。お得意の推理で当ててみたら？」

「そうですね、私が佐さ々さ木きさんの立場だったら……まずはあなたとあなたに近しい人間の、身の安全の保証を約束するでしょうね。それに伴って、あなたがあなた自身の体たい調ちようを管理するのに必要な、ハイブリッド技術に関する知ち識しきの教授。これも必要になる筈はずです。あとは……やくざの活動を掣せい肘ちゆうするために手を貸してくれ、とでも言うような、大たい義ぎ名めい分ぶんをちらつかせるのも、少しは効果があるかもしれませんね」

「……」

　見事だ。完全に、佐々木の思おも惑わくを見切っている。

「……それで、なにが言いたいのよ」

「単刀直入に言えば、あなたを引き抜きに来ました」

「へぇ～それはそれは」

　先日は佐々木から、そして今度は速水から。引く手数多あまたとは、まさにこの事である。いつの間にか玲れい奈なは、随分と人気者になっていたらしい。

「あたしがやくざ嫌いなのは、あんたも知ってるだろ。そのあたしが、あんたの味方になんかなりたがると思う？」

「確たしかに私はやくざですが、私の仕事は、企業や銀行が相手です。不正融ゆう資しや裏金操そう作さ。そういう汚い金を搔かき集めている人間から金を奪う。それも合法的にね。法に触れるような事は一切していません」

「は。よく言うよ。じゃ、今やってる事はなんなのよ。まさかあれも合法的だなんて言うつもりじゃないだろうね」

「おっしゃる通り、我々がこれから創つくり上げようとしているのは、完全な非合法組そ織しきです。その設立目的も、一般的には『悪事』と呼ばれるものだ。それに関しては抗弁はできません。できませんがしかし、あれはあくまでも私にとっては例外です。私には大きな敵がいる。その敵が私を潰つぶしたがっている。それに対抗するために、やむを得ずしているだけにすぎません」

「その話は聞いてるよ。でも、同情する気にはなれないね。潰されるのが嫌いやなら、とっととやくざなんかやめちまえばいいじゃないの。あんただったら、まっとうな仕事でも、それなりにやっていけるでしょ？」

「残念ながら、その選せん択たく肢しは私には選えらべません。どうしてもね」

「つまり、あんたも根っからのやくざってわけだ」

「その言われようは多少心外ですが……まあ、いいでしょう。今問題にしているのは、私がやくざであるかどうかという事ではなく、私と佐々木さんを比べた時に、どちらがマシかという事ですから」

「佐さ々さ木きさんよりは、あんたの方がマシだって、そう言いたいわけ？」

「ええ。あの人は、私などが及びも付かない悪党ですよ」

　速はや水みは、はっきりと頷うなずいて見せた。

「そう？　いい勝負だと思うけどね」

　玲れい奈なも、佐々木が善人だなどとは思いもしないが、速水に比べて特に悪党だとは思わない。どっちもどっち、同レベルの悪党だと思っている。

　ただ、一つ違いがあるとすれば、速水が護まもろうとしているのが、斜しや道どう組ぐみ内での権益であり、佐々木が護ろうとしているのが、ハイブリッド技術そのものであるという事だ。それを思えば、佐々木の方がまだマシだと思う。

「ですが、私と佐々木さんのやり方には、ひとつ大きな違いがあります」

「どんな違い？」

「私はこれまで、善良な一般市民を巻き込む事はしないで来ました。それをする事で警けい察さつの目が厳きびしくなるという側面もありますが、基本的に、やくざ同士の抗争はやくざ同士の間で完結させるべきだと思っているからです。やくざにはやくざの論ろん理りがありますが、それは一般には通用しませんし、また通用させるべきでもありません」

「まあ、確たしかにその辺は、佐々木さんとは違うかもね。あの人は少なくともやくざじゃないし」

　玲奈は雑まぜっ返したが、速水は一向に構わず、言葉を繫つなげた。

「佐々木さんがあなたの手術を強行したという事はご存じでしたか？」

「……え？」

　玲奈を手術したのが佐々木だという事は、藤ふじ岡おかからも聞いていた。

　だが、『強行』とは、どういう意味だ？

「坂さか巻まき病院から脱出したあの日。隠かくれ家がにした倉庫で、一かず也やが、佐々木さんと藤岡さんの言い合いを聞いています。それによると、佐々木さんはハイブリッド手術をしなくても済んだあなたに、わざわざ手術を施ほどこした。藤岡さんは、それをかなり強い調ちよう子しで非ひ難なんしていたそうですよ」

　玲奈は、表情が強こわばるのを感じた。

　それが本当だとしたら……。

「佐々木さんは、あの時既すでに、新しん組そ織しきの構こう想そうを持っていた。そして、あなたをその中に引き込むつもりだったんです。だから、あなたにハイブリッド手術を施した。自分のそばから逃のがれられないようにね。孤立無援の佐々木さんには、そうやって少しずつでも仲間を増やすほかなかったんでしょうが、あなたの同意もなく、また必要もない手術を強行した事は、これは非難されてしかるべきだと思います。少なくとも私には、そんな人の人生をねじ曲げるような、非道な真似まねはできません」

　必要もない手術……？

　佐さ々さ木きは、自分の思おも惑わくのために、最初から玲れい奈なを自分の駒こまにする気で、この身を化ばけ物ものに変えた……？

　だとすれば、それは到底許せる事ではなかった。

「……それが本当だっていう証しよう拠こはあるの？」

「残念ながら、一かず也やの証言だけです。ですから、証明する事はできません」

　速はや水みは策略の多い男だ。その言葉をそのまま鵜う吞のみにする事はできない。

　できないが、しかし……。

「佐々木さんと私の違いは、ほかにもあります。最も大きな違いは、佐々木さんが新しん組そ織しきを、将来的に自分のものにするために立ち上げたという事です」

「……じゃあ、あんたは違うの？」

「私は、あのような組織が長期的に運営し続けられるとは思っていません。いずれは破は綻たんし瓦が解かいするだろうと思っています」

　意外な言葉だった。

「なら……なぜ佐々木さんに手を貸してるのよ」

「長期的には無理でも、短期間であれば、存立は可能だと判断したからです。あなたを信用して、はっきりと言いますが、私はいずれ新組織の実権を手中にするつもりでいます。そして、その力を使って、斜しや道どう本家の阿あ部べの影えい響きよう力りよくを一掃する。斜道本家を押さえたら、新組織は解散。私は元通り、企業相手の経済活動に専念するつもりでいます。予定通りに進めば、あなたの忌いみ嫌う『悪事』を働く期間は、極きわめて短期間で済むでしょう」

「一回創つくり上げたものを、そう簡かん単たんになかった事にできるの？　特にハイブリッドを」

　組織自体は解散もできるだろう。

　だが、それまでの過か程ていで生み出されたハイブリッドはどうなるのだ？

　その身になにか異変が起きた時に、どう対処すればいいのだ。

　自分が既すでにハイブリッドにされているだけに、玲奈には、それが気になるのだった。

「ですから、その時に、あなたの助けが必要なんです」

「あたしの……？」

「組織を解散したとしても、ハイブリッド技術をそのまま闇やみに葬ほうむるのは惜しいと、私は考えています。闘たたかいの道具としてではなく、純粋に、医い療りよう技術としてという意味ですが。そこで、組織解散後は、ハイブリッド技術を医療目的に限定して扱う研究所と医療施設を建設したいと思っています。もちろん、正式な認可も取って。表ではハイブリッド技術を行いながら、必要な時には、ハイブリッドの体のメンテナンスも行う。更に夢想を広げれば、そこで研究を続ける事で、いったんハイブリッド体になった人間を、元に戻す方法も見つかるかもしれない」

　それは、確たしかに、理想かもしれない。

　ハイブリッド技術が、医い療りよう技術として有効なのは、明らかだ。

　それを駆く使しするために、専用に建設された医療施設。

　その建設が本当に可能になるなら、どれほどの患者を救える事だろう。

　そして、そこで元の人間に戻る方法が見付ける事ができるのなら、それこそ言う事はない。

「ですが、この施設を創つくり上げるには、ハイブリッド技術を熟じゆく知ちした人間が必要です。我われ々われには医学知ち識しきはありませんし、藤ふじ岡おかさんも姿を消してしまった。あとは、村むら上かみさん。希望を託せるのは、あなただけです。お願ねがいです。どうか、私に手を貸してはいただけないでしょうか」

「……あんたが信用できるっていう保証は？」

「ここで誓約書を書いても構いませんが、そんなものは破り捨ててしまえば、それまでです。これからの私の行動を見てご判断いただくのが一番かと」

　佐さ々さ木きも速はや水みも、自分がやろうとする事の正当性を主張し、相手側を非ひ難なんする。

　佐々木には佐々木の、速水には速水の立場があり、思おも惑わくがあり、理屈がある。

　いったい、どちらを信用すればいい？

　どちらに与くみするのが、より『マシ』なのだろうか？

「本部の改装工事も急ピッチで進んでいますので、おそらく年明け早々にはお披ひ露ろ目めできるでしょう。その際には、村上さんにも、ご同席いただければ幸いです」

　それだけ言うと、速水は座ざ布ぶ団とんから立ち上がった。話はこれで済んだと言わんばかりである。

「あたしはまだ、なんの約束もしてないよ」

　玲れい奈なの言葉に、速水が戸口で振り返った。

「そんなものは要いりませんよ。私が、今の私の言葉に違たがわぬ行動をしていれば、あなたは力を貸してくれる。そう信じていますのでね」

　やわらかな笑えみを残し、速水はそのまま、部屋を出て行った。

　……あたしは、どうすればいい？

　一人残された部屋の中で、玲奈は思い悩んでいた。

　速水に付くか、佐々木に付くか。

　あるいは宮みや内うちの手を借りて、この悪の巣そう窟くつ自体から抜け出してしまうか。

　選せん択たく肢しはある。だが、どれを選えらぶのが正しいのか、玲奈には判断が付かなかった。
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　暗い夜空を、更に黒い影かげが切り取っている。波のうねりがその影を上下に揺ゆらし、異なるリズムで一かず也やのいる釣り船をも揺らしている。ちょうど、シーソーにでも乗っている感じだった。

「この船で間違いないのか？」

「ええ。間違いありません」

　佐さ々さ木きの問い掛けに、中なか村むらが頷うなずく。

「なら、手っ取り早く、片付けよう」

　佐々木はコートを脱ぎ捨てると、その下のシャツのボタンも外し始めた。

　そんな佐々木を、中村と岡おか崎ざきが、興きよう味み津しん々しん、眺めている。

「本当に一人で大丈夫なんですか？」

　舵だ輪りんに両りよう肘ひじを突きながら、宮みや内うちが訊たずねる。

「君らが来ても、足手まといになるだけだ」

　佐々木は手早く上半身裸になった。

　白い肌に、薄うすい肉付き。どちらかといえば、佐々木の体付きは貧弱だ。だが、この体の中には、あの藤ふじ岡おかをも正面から撃げき破はしてのけた恐るべきパワーが備わっているのだった。

「じゃあ、俺おれにも、その腕うで輪わ貸してくださいよ。ちょちょっと変身すりゃ、俺だってそこそこやれる筈はずですよ？」

　宮内が顎あご先さきで、佐々木の両手首に嵌はめられた、機き械かい仕掛けの腕輪を示した。

　ハイブリッドが人間形けい態たいから戦せん闘とう形態へと移行するために必要な電気的刺し激げき。それを体内に流し込むための道具である。

『イグニショナー』──佐々木は、その腕輪に、そう名付けていた。

「残念だが、君の体はまだ変身に耐えられない。無理に変身すれば、肉と骨がバラバラになって死ぬだけだ」

「ちぇ～つまんね～の」

　宮内は頰ほおを膨ふくらませた。半分は冗じよう談だんだろうが、そんな姿は、まるっきりの駄だ々だっ子こである。

「それより操そう船せんの方を頼むぞ。沈没に巻き込まれないようにな」

「ええ、分かってます。任せといてください」

　宮内は頷うなずき、掌てのひらでぽんぽんと、舵輪を叩たたいた。

　佐々木が、甲かん板ぱんに出た。波の飛沫しぶきが瞬またたく間に、その裸の上半身を濡ぬらす。

　左右の拳こぶしが握り込まれ、二つの腕輪が体の前面で打ち合わされる。

　佐々木が両腕を真横に伸ばすと同時に、青白い火花が、その体表面を駆かけ巡った。

「ぐ……おっ……!!」

　嚙かみ締しめた唇くちびるから漏もれる苦く悶もんの呻うめき。

　緊きん張ちようし、震ふるえながら膨れ上がっていく、筋肉のうねり。

　……変、身。

「おうっ！」

　中村の口元から、感嘆の声が漏もれた。

　岡崎は、濡れたフードを跳はね上げ、目を大きく見開いている。

　あの時と同じだった。

　佐さ々さ木きの体が変わっていく。

　分厚い甲こう殻かくの鎧よろいをまとった恐るべき戦せん闘とう形けい態たいへと、その肉体が変化していく。

　ぷしゅぅぅぅぅ……。

　甲殻の仮面の下。その口元から、空気が噴ふん出しゆつされる音が漏もれた。

「こいつぁ……凄すげぇ……」

　中なか村むらが、喘あえぐような声を、押し出した。

「爆ばく薬やくをくれ」

　佐々木が、その丸太のような腕を、岡おか崎ざきに伸ばした。

　だが、岡崎は呆ぼう然ぜんとしたままだ。

「爆薬だ」

　佐々木に重ねて言われ、岡崎はようやく我われに返ったらしい。急いで甲かん板ぱんの下の道具入れを開き、見るからに重みのあるショルダーバッグを引き出した。

「こん中に全部入ってます。タイマーもセットしてありますから、あとはスイッチを入れるだけでＯＫです。仕掛けるポイントも構造図の中に丸でチェックしてありますから、それを参考にしていただければ」

「分かった」

　佐々木は受け取ったショルダーバッグを、軽々と肩に引っ掛けると、

「じゃあ、行ってくる。五分もあれば片付く筈はずだ」

　そう言い残すと、佐々木は軽く助走を付け、ひと思いに、暗い波間にその身を躍おどらせた。

　岡崎と中村が、手て摺すりに駆かけ寄る。

　目標の船との距きよ離りは、三〇メートルほど。

　波打つ水の丘陵は、激はげしく上下している。その水面みなもに、時折、佐々木の頭部が浮かび上がる。

　二回……三回……四回。

　四回目に姿が見えた時は、既すでに佐々木は船の外板に取り付いていた。なにも摑つかむところがない筈の鉄の板に指先をめり込ませつつ、ひょいひょいひょいと駆け上がっていく。

　佐々木が、甲板の上に到着し、そして三〇秒。

　激はげしい銃声が、夜の海にこだました。

　そして、風に紛まぎれてかすかに聞こえる怒ど鳴なり声。

　韓かん国こく語ごだ。

「……いったい、なんの船なんですか、あれは？」

　一かず也やは、宮みや内うちを振り返った。

「さあな。俺おれも詳しくは知らねえよ」

　宮内は、銃声鳴り響ひびく甲板を見上げたまま言った。

「……だが、新聞読んでりゃ、大体の見当はつく。日本に来ては欲しくねえが、来ないでくれと相手方には言えない。……そういうジレンマに苦しんでた政治家さんが、どっかにいたってこったろうな」

　いつの間にか、銃声は止やんでいた。怒ど鳴なり声も聞こえない。

　聞こえるのはただ、風と波の音だけである。

　だんっ！

　突然、一かず也やの足あし下もとが大きく揺ゆれた。

　佐さ々さ木きだ。夜空から舞まい降りた佐々木が、直接、釣り船の甲かん板ぱんに着地したのである。

「船を出せ」

「了の解」

　宮みや内うちが答えて、エンジンを始動させる。

　釣り船は弧こを描きながら向きを変え、貨物船から離はなれていく。

「もう片付いたんですか？」

　変身を解いた佐々木に、中なか村むらが訊たずねる。

「ああ。終わった」

　その言葉と同時に、夜の闇やみの中に、閃せん光こうが広がった。

　真っ白な光が、都つ合ごう、三つ。貨物船の喫きつ水すい線せんに沿って、丸く膨ふくれ上がる。

　轟ごう音おんとともに沈んでいく貨物船を、一也は見詰めていた。

　あまりにもあっけない最さい期ご。あまりにも鮮あざやかな手並みだった。

「……先生のその力、俺おれも手に入れられるんですか？」

　中村が、羨せん望ぼうと興こう奮ふんの混じり合った声で、佐々木に問い掛ける。

「君が望むのならな」

　シャツの袖そでに腕を通しながら、佐々木は、そう答えた。
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　月は出ていなかった。

　星明かりに照らされた波頭が、暗い海面にさざめいている。

「着きました。ここです」

　速はや水みの声が聞こえた。玲れい奈なと同じ後部座席、やや距きよ離りをおいた右みぎ隣どなりに腰を下ろしている。

　大おお野の屋や敷しきの外に出た速水は、隙すきのない三みつ揃ぞろいのスーツ姿に戻っていた。その上には、ベージュのトレンチコートを重ねている。

　ひと足先に助手席から降りた高たか杉すぎが、玲奈のために、後部座席のドアを開けた。

「どうぞ、先生」

　速水が片手を伸ばし、車を降りるよう、玲奈を促した。

　潮しおの匂においを含んだ強い風が、開け放たれたドアから吹ふき込んでくる。

「……」

　玲奈は、コートの襟えり元もとを合わせながら、車から降りた。

　星空の一角を、四角い影かげが切り取っている。

　さびれたコンクリートのビルディング。なんの変哲もない、古びた建物。

　その黒い影を、玲奈は見上げる。

　ここが本拠地……。悪党どもが巣食う場所……。

　玲奈の降りた車のすぐ後ろに、もう一台の車が停とまる。その更に後ろにも、もう一台。

　二台目の車から降りてきたのは、南な雲ぐもと宮みや内うちだった。もう一人、玲奈には面めん識しきのない、ずんぐりとした体格の男がいたが、おそらくあれが、話に聞いていた中なか村むら元もと継つぐだろう。

　三台目の車を運転していたのは、岡おか崎ざきだった。後部座席から降りてきたのは、佐さ々さ木きと、そして……荒あら木き茂しげ樹き。

　地に降り立った荒木は、上うわ背ぜいのある体をすくっと伸ばしている。ぼさぼさだった髪を短く刈かり整ととのえ、見違えるようにすっきりとした男振りになっていた。あの血走っていた眼も、今は穏おだやかで、逆に無感情にさえ思えるほどだ。

「それでは、今から、中を案内します。どうぞ、こちらへ」

　速はや水みは一同を振り返ると、先頭を切って歩き始めた。すかさず、その背はい後ごに、高たか杉すぎと甘あま利りが付き従う。

　佐さ々さ木きは無言のまま、その後に続き、岡おか崎ざきはひとつ鼻を鳴らしてから、大おお股またに歩き始めた。

「……荒あら木きさん」

　無表情のまま歩き過ぎようとする荒木を、玲れい奈なは呼び止めた。

「どうして……あなたまで、ここに？」

　荒木は無感情のままの瞳ひとみを、玲奈に向けた。

「その質問は由ゆ利り子こにしてください。俺おれはあいつに言われて、ここにいるだけですから」

「……どういう事？」

　玲奈には分からなかった。

　自みずから進んで悪党の仲間になるよう、由利子が荒木に頼んだとでも言うのか？

　荒木が、醒さめた笑いを浮かべた。

「そんな事、俺にだって分かりませんよ。分かっているのは、あいつが望むなら、俺は従うしかないって事です。それだけの迷めい惑わくを、俺はあいつに掛け続けてきた。だからこれからは、あいつのために生きてやるつもりです」

「それで……あなたは、本当にいいの？」

　その問い掛けに、荒木は答えなかった。

　ただ静かな瞳ひとみを玲奈に向け、

「では、お先に」

　それだけ告つげて、通り過ぎていった。

　大股に歩み去っていく荒木の後ろ姿は、その内面がどうであれ、表面上は迷いのない、堂々とした姿に見える。荒木も荒木なりに、肚はらを据すえたという事なのだろうか。

　それにしても……岡おか田だ由利子に、いったいなにがあったのだろう？

　なぜ最愛の恋人を悪事に荷担させようとするのか。

　玲奈が考え込んでいると、

「女医先生こそ、いいんですか？　こんなところにいて」

　宮みや内うちが後ろから、ひょいっと肩を並べてきた。白いシャツに濃こい目のスラックスと、そこまでは比較的まともだが、その上に羽は織おったロングコートの柄は、夜よ目めにも鮮あざやかな原色の花々である。赤あか青あお黄き色いろ、緑みどりに紫むらさきにピンク。大たい輪りん小輪の花々が、宮内の全身を覆おおい尽くしていた。

　宮内の右手には、一メートルほどの長さの紙の筒が握られている。その筒で、ぽんぽんと自分の首のあたりを叩たたきながら、宮内は玲奈の顔を覗のぞき込んできた。

「例の約束、まだ忘れちゃいませんが、それもあそこをくぐるまでだ」

　宮内は右手を伸ばし、筒の先でビルの入り口を指し示した。

「あん中に入ったら、もう引き返せませんよ」

「分かってる」

「それでもいいんですね？　本当に」

　宮みや内うちが再度、念を押す。

「くどい男は嫌われるよ」

　玲れい奈なはそう言い捨て、一人先へと歩き出した。

　海を背に立つビルディング。闇やみの組そ織しきの総本部となるべき場所に向かって、自分の足で歩き始めた。

「ならば共に征ゆかん。荒波の大海へ」

　芝しば居い掛かった台詞せりふとともに、宮内の足音が、玲奈の背中についてきた。
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　カードキーをスロットに通し、ついで暗証番号を入力する。

　かちゃりと、小さな音がして、正面玄関のロックの外れる音がした。

「甘あま利り」

　速はや水みが、甘利を呼び寄せ、二言三言、指示を下す。

　甘利はひとつ頷うなずくと、ロックの外れたばかりの自動ドアをくぐり、ビルの中へと小走りに入っていった。

「今、電気を点つけさせます。どうぞ、中へ」

　速水はカードキーを胸ポケットに戻しながら、一同を振り返った。

「んじゃ、早さつ速そく[image: ～][image: ～]」

　先手を切ったのは、やはり宮内だった。心持ち前傾姿勢になりながら、きょろきょろと周囲を見まわしながら、玄関ホールに入っていく。まるで鶏にわとりだ。

　ついで佐さ々さ木きが足を踏み入れ、他ほかの人間も、それを待っていたように、あとに続く。玲奈は、一番最後に、中へと入った。

　間もなく、頭上で明かりが瞬またたいたかと思うと、一斉に照明が輝かがやいた。甘利がスイッチを入れたのだろう。玄関ホールだけではなく、そこから続く廊下の先まで、すべての照明が点灯されている。まるで建物そのものが眠りから覚めたかのようだった。

　佐々木は、玄関ホールの中央に立ち、ざっと周囲を見渡している。

「以前来た時と、随分、変わったな」

「ええ。かなり手を入れましたからね」

　速水が答えた。その手元には設計図らしき紙の束が広げられている。それを見ながら速水は、実際の工事が設計図通りに行われているか、逐一確かく認にんしている様よう子すだった。

「それにしちゃ、やけに無防備すぎやしねえか、速水よ」

　中なか村むらの野太い声が割って入ってきた。

　それは玲れい奈なも感じていた事だった。やくざの秘密部隊の本拠地にしては、イメージが明るすぎる。入り口の自動ドアも周囲の壁かべもガラス張りだし、外から中が丸見えだ。玄関ホールの隅には小さいながらも受付カウンターまであって、ご丁てい寧ねいにも『受付』と刻まれた札まで立っている。

「いかにも秘密めいていたら、秘密基地にはなりませんよ。中なか村むらさん」

　速はや水みが振り返って答えた。

　速水は斜しや道どう組ぐみのナンバー２。中村も斜道組に属するやくざだから、速水の方が上役の筈はずだが、速水は中村に対して敬語を使っている。玲奈には分からない微妙な力関係が、二人の間にはある様よう子すだった。

「ここは表向き、富とみ井い物産という会社名で建物の登とう録ろくをしてあります。ですから、見た目もそれにふさわしく造りました」

　速水が、佐さ々さ木きに目を戻して、補足説明をする。

「なんの会社だ？」

「おもに海産物を使った食品の開発と販売をする会社です」

「実際の業務の方はどうするんだ？」

「無む論ろん、行います。実際に採算ベースに乗せる必要はありませんが……カムフラージュという面から見れば、一応はそれを目指すべきでしょうね。幸い、それが可能な設備はありますし、集めた人員を仕事のない間、無む駄だに遊ばせておく事もありませんから」

「やくざが食品開発か……」

　佐々木は喉のどの奥で笑ったが、速水はいたって真ま面じ目めである。

「カムフラージュを完かん璧ぺきにする事。裏の仕事以外に収入を得る道を造っておく事。集めた人員にまともな仕事を経けい験けんさせておく事。いずれも無駄な事ではありませんよ」

　すると、

「確たしかに、見えないところに、金が掛かってるみたいだな」

　今度は、廊下の方から、宮みや内うちの声がした。

「あっちこっちに監かん視しカメラが仕込んであるし……それに、こいつ」

　宮内の爪つま先さきが、足あし下もとの壁かべを軽く蹴ける。そこには、言われなければ気付かないほどの機き械かい部品が埋め込まれている。

「こいつは、レーザー方式の警けい報ほう装置だろ？　お前んとこのビルに仕込んである奴やつより、良い奴なんじゃねえのか？」

「最新式のシステムだ。警報だけではなく、攻こう撃げきにも使えるように設計されている」

「攻撃って～と？」

「回路を切り替えて出力を上げれば、殺傷力のあるレーザービームを放射できるんだ。もっとも固定式だから、侵入者の足止めぐらいにか使えないだろうがな」

「へ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　宮みや内うちはその場に屈かがみ込むと、壁かべに埋め込まれた小さなレンズを、興きよう味み深ぶかそうに指先で突いた。

　速はや水みは再び佐さ々さ木きを振り返り、説明を続けた。

「入り口のガラス扉とびらも防弾仕様ですし、廊下に面したドアも、いざという時に楯たてにできるよう、すべて防弾措置を施ほどこしてあります。地下の発はつ電でん機きも新しん調ちようしましたし、仮に送そう電でん線せんを切られたとしても、ひと月は基地機能を維い持じできるでしょう」

「見た目と違って、難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでというわけか」

「その通り。……では、これから本日のメインである、作戦司令室にご案内しましょう。どうぞ、そちらのエレベーターにお乗りください」

　速水はそう言うと、玄関ホールの端はしにある、エレベーターを指し示した。




　　　　三




『作戦司令室』は、最上階の東の端にあった。

「ここのロックはカードキーと網膜チェックで開くようになっています。いずれ皆さんのパターンも登とう録ろくさせていただきますが、今はまだ私しか開けられないようになっています」

　速水は、そう説明しながら、スロットにカードキーを滑らせた。ついでその脇わきにある覗のぞき窓のようなものに目を当てると、青白い光が速水の目元に投射され、がちゃりとドアのロックが外れた。

「では、中へどうぞ」

　頑丈な扉を開け、速水が先頭に立って中に入った。

　部屋の中は漆しつ黒こくの闇やみに包まれていた。どうやら窓という窓が塞ふさがれているらしく、外の光が入ってこないのだ。もっとも空調は効きいているようで、空気の淀よどんだ感じはない。

　速水が部屋のスイッチを入れると、部屋の照明が灯ともった。がらんとした殺風景な部屋の中央に、Ｕ字型のテーブルが置かれている。テーブルには、そのカーブの頂点に当たる部分に一つと、その左右に並ぶように、四つずつ、計九つの座席が用意されている。

「一かず也や。ドアを閉めてくれ」

　作戦司令室に入る事が許されたのは、八人だけだった。廊下に甘あま利りと南な雲ぐもを残したまま、分厚いドアが閉められる。閉められると同時に、再び自動的にドアはロックされた。

　その途と端たん、外の物音が一切、聞こえなくなった。

　どうやら、この部屋は完全な防音措置が施されているらしい。

　完全に外界と遮しや断だんされた静せい寂じやくの中で、

「では、皆さん、席に着いてください。まずは『総司令』から、どうぞ」

　速水の声が、ひっそりと響ひびいた。

　その言葉には、若じやつ干かんの皮肉めいた響ひびきが込められていたが、佐さ々さ木きは一向に意に介さず、当然のごとく、頂点の席に腰をおろした。

　佐々木が着席するのを待ってから、今度は速はや水みが席に着く。選えらんだのは佐々木のすぐ左ひだり隣どなりの席である。

　それを見た中なか村むらが、対抗するように速水の正面の席に座ろうとしたが、

「そこは俺おれんだ」

　宮みや内うちがさっさと席を占領してしまった。

　中村も宮内には逆らえないと見え、おとなしく席を譲ゆずって、その右隣に座る。

　岡おか崎ざきは、中村の更に右隣の席に座った。

　高たか杉すぎは、速水の左隣の席を選び掛けたが、正面に中村が位置している事が気になったらしく、思い直したように、一つ離はなれた席を選んだ。そんな高杉を、向かい側から岡崎が、薄うす笑わらいを浮かべながら眺めている。

　やくざの序列と力関係、そして対立の図式。

　そのすべてが端たん的てきに表れているような席順だった。

　残る席は三つ。ちらりと荒あら木きの様よう子すを窺うかがうと、荒木は無表情のまま、玲れい奈なを見返している。

　どうやら、先に席を選ばせてくれるつもりのようだ。

　どこの席に座ろうが、この部屋にいる時点で同じ事だが、まあ岡崎の隣よりは、高杉の隣の方が、まだマシだろう。

　玲奈は、そう考え、高杉の左隣に腰を下ろした。左側の席の一番端はしである。

　それを見て荒木も席に着く。無造作に岡崎の隣に座った。

　速水が、テーブルの天てん板いたに手を掛けると、その部分がちょうど車のボンネットのように開き、液晶モニターとキーボードが現れた。

「では、皆さん、そちらのディスプレイをご覧らんください」

　速水がキーボードの上に指を走らせると、玲奈の左手、佐々木の正面に当たる壁かべが左右に開いた。その下から現れたのは、大画面のディスプレイである。

「では、ざっとですが、この基地の概がい要ようについて説明します」

　その言葉とともに、ディスプレイの中に、ワイヤーフレームで形作られた、立体的な見取り図が現れた。

「この建物は、地上三階、地下二階の造りになっています。先ほど入って来た場所はここ、今現在、我われ々われがいる場所がここです」

　ディスプレイの中の３Ｄモデルを動かしながら、速水が説明する。

「一階部分にはおもに、表向きの顔である、富とみ井い物産に関かかわる設備を置きます。研究施設は地下二階に、裏の活動に必要な設備は最上階に置き、いずれも資格のない人間は立ち入れないようにします。地下一階と地上二階は居住区と厚生施設。将来的に組そ織しきが大きくなる事を見込んで、広めの空間を確かく保ほしました」

「すべての設備が完成するのはいつ頃ごろだ？」

　ディスプレイを見上げたまま、佐さ々さ木きが訊たずねる。

「基本的には、一月中に終わりますが、すべてと言う事であれば、三月半ばまで掛かるかと」

「そのひと月半の差はなんだ」

「ひとつ手間の掛かる工事が残っておりますので。……これです」

　ディスプレイの画面が、本部の見取り図から、周辺の詳細地図に切り替わった。

「本部があるのがこの場所。裏手はご存じの通り崖がけになっていて、その上には廃はい棄きされた古い灯台があります。崖の向こうには小さな入り江があるわけですが、本部の地下からこの入り江までを繫つなぐトンネルを、今、掘らせています。あまり大きな掘くつ削さく機き械かいが使えませんので、それに時間が掛かります」

「用よう途とは？」

「資材の運び込み。いざと言う時の避ひ難なん用よう。用途は様さま々ざま考えられますが、本部への出入り口が一つだけという状況は好ましくない。それが、この工事を思い立った最大の理由です」

「だがそれは、なにかあった時、攻め込まれる場所が増えると言う事にもなる」

「無む論ろん、そのための監かん視し設備も配置します。例の古い灯台にカメラを設置して、周囲を見晴らせるようにしますし、以前お話しした見張りを常じよう駐ちゆうさせるための場所も、土地を確保しました。ここです」

　ディスプレイの地図の上に、赤いラインで丸が描かれた。広い国道から、この本部のある岬みさきに入り込む道路の、ちょうど分岐点である。

「もともと地理的に見通しの良い場所ですし、この二カ所を押さえるだけで、ほぼ周囲すべてをカバーできます。死角になる区画もいくつかありますが、それは個別にまたカメラを設置すれば済む事ですから」

　速はや水みの建設した本部は、玲れい奈なの想像を遙はるかに超える規模のものだった。いったい、どれほどの資金を注そそぎ込んでいるのだろうか。

　中なか村むらや岡おか崎ざきも、佐々木や荒あら木きさえ、興きよう味み深ぶかそうにディスプレイを見詰めている。

　以前、宮みや内うちが、

『男の子は最新技術だの秘密研究だのが好きなんですよ』

　と言っていたが、ちょうどそんな感じだった。いい年をした男たちが、秘密基地を造って喜んでいる。

　玲奈は、ディスプレイを見詰める男たちの横顔を、冷ややかに眺めていた。

「ただ、一つ言っておかねばならない事があります」

　速水が、やや口く調ちようを改めた。

「私は、できる限りの設備を整ととのえたつもりです。この本部ならば、仮に警けい官かん隊たいが正面切って押し寄せてきたとしても、撃げき退たいする事は可能でしょう。ですが、撃退せねばならなくなった時点で、我われ々われは終わりです。社会に溶け込み、闇やみに潜ひそんで、正体を明かさぬ事。それが我々に必要な絶対条件なんです」

「そんな事は君に言われなくても分かっている」

　佐さ々さ木きが切り返したが、速はや水みは構わず、言葉を繫つなげた。

「組そ織しきが機き能のうし始めるという事は、ハイブリッドを使うという事。ハイブリッドを使い続けるという事は、人目に触れる機会が増えるという事です」

「なにが言いたいんだ？」

　佐々木が、体ごと向き直るようにして、速水に訊たずねた。

「先ほど私は『撃退せねばならなくなった時点で我々の負けだ』と言いました。無む論ろん、そうならないように、最善の努力はしますが、そうであったとしても、いつか必ず、その時は来ます。組織という形を取り、継けい続ぞくしてハイブリッドを使い続ける限り、間違いなく、終わりの時はやってきます」

　佐々木は速水を見返し、ややあってから口を開いた。

「君は、それをどのくらいの期間だと見込んでいる？」

「最長で五年。それが限界でしょう」

　簡かん潔けつに、速水が答える。

「それだけあれば充分だ」

　佐々木は、うっすらと笑った。

　ハイブリッドによる超人部隊。その力を持って闇の世界に君くん臨りんする。

　馬ば鹿かげた夢む想そうだと思っていたが、速水も、そして佐々木も、そこまで甘く考えていたわけではなかった。期間を区切り、その短い期間でのみ、この馬鹿げた組織が存立し得ると考えていたのだ。確たしかに、やりようによっては、それくらいの期間は、正体がばれる事なく済ませられるかもしれない。

　五年という時間は、果たして、長いのか短いのか。

　いずれにせよ、速水も佐々木も、それぞれの目的に向かい、それぞれのやり方で、その五年という時間を駆かけ抜けるつもりでいる。

『総司令』佐々木隼はや人とと、『副司令』速水敬けい介すけ。

　二人それぞれの横顔を、玲れい奈なは末席から、じっと見詰めていた。




　　　　四




「さて、と……んじゃ、お話も一段落したようだし。今度は俺おれの出番だな」

　宮みや内うちが、のっそりと席から立ち上がった。

「なにかここで言っておきたい事でもあるのか？」

　速はや水みが怪け訝げんな表情で、宮みや内うちを見上げる。

「言いたい事っていうか、発表する事が一つな」

　宮内は、悪戯いたずら小僧のように、にんまりと笑った。

「なにを発表するんだ？」

　速水の表情に、僅わずかに警けい戒かいの色が浮かぶ。またなにか突とつ拍ぴよう子しもない面めん倒どう事ごとを持ち込む気なのか。そう考えているのが、手に取るように分かった。

「決まってんだろ。代だい紋もんだよ」

「……代紋？」

「新しく組を立ち上げるんだ。なにはなくとも代紋だけは必要だろうが。そう思って、この間から、手配しといたんだよ。ちゃんと佐さ々さ木きの旦だん那なとも相そう談だんしてな」

　まったくの初耳だったのだろう。速水は驚おどろいたように佐々木を見返している。

「ま、とやかく言わず、まずは見てくれ。自信作だぜぇ？」

　宮内は手にした紙の筒をテーブルの上に載せると、勢いよく転がして広げた。

　そこに描かれていたのは、

「ユニコーン……？」

　シンプルで力強いラインで描かれた、漆しつ黒こくの一いつ角かく獣じゆうの横顔だった。

　爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみ。逆立つたてがみ。その合間からは、ユニコーンの名の由来である一角が、誇らしげに突き出ている。その一角に刻み込まれているのは、まるで遺い伝でん子しを象徴するような二重螺ら旋せんだった。

「そうだ。ユニコーンだ」

　玲れい奈なの呟つぶやきに、佐々木が応じた。

「神話の中に息づく魔ま物もの。その角つのに癒いやしの力を秘めた、地上最強の生き物──我われ々われにふさわしいと思わないか？」

「ユニコーン……」

　その響ひびきを確たしかめるように、速水が呟く。

「なるほど。確かに、ふさわしいかもしれません。いずれにせよ、組そ織しきには名前が必要ですしね」

「ユニコーンねぇ……」

　中なか村むらがせせら笑ったが、

「文句があるんだったら、俺おれが聞くぜぇ」

　宮内に見下ろされると、

「文句なんかありませんよ、ボン。いい名前だって言いたかったんです。ハイカラでね」

　肩を竦すくめて、あっさり転向した。

「大だい介すけ。お前めぇは」

「いいんじゃないすか、別に」

　岡おか崎ざきは面めん倒どう臭くさげに答えたが、

「気に入ったのか気に入らなかったのか、どっちだって訊きいてんだよ。ん？」

「……とても気に入りました」

　宮みや内うちに念押しされ、こちらも無条件降伏のありさまである。

「お～し、それじゃ、ちょいと外行って、南な雲ぐもから酒と杯さかずき受け取って来い」

「酒……ですか？」

「固めの杯だよ。南雲に言って車に積つませといたんだ。ドア開けりゃ、そこに用意してある筈はずだ」

「……分かりました」

　岡崎は渋しぶ々しぶ頷うなずくと、椅い子すから立ち上がった。

　ドアを開けると、手持ち無ぶ沙さ汰たな様よう子すで、甘あま利りと南雲が立っている。南雲の両手には、宮内の言葉通り、朱しゆ塗ぬりの角かく樽だると杯とがあった。

「じゃあ、大だい介すけ。杯を配って、酒を注そそげ。全員にだぞ」

　最後に念押ししたのは、岡崎と高たか杉すぎの間に確かく執しつがあるからに決まっている。

　岡崎は宮内の顔を一度見返したが、言われるままに杯を配り始めた。仏ぶつ頂ちよう面づらではあったが、速はや水みや高杉の前にも、ちゃんと杯を配って酒を注ぐ。高杉は姿勢正しく座ったまま、正面を向いていた。

　杯を配り終えた岡崎が自分の席へと戻ると、今度は佐さ々さ木きが杯を手にして立ち上がった。

「では、これも一つのけじめだ。起立してくれ」

　その言葉に、速水と高杉が、すっと立ち上がる。立ったままでいた宮内はテーブルの上から杯を取り上げ、その隣となりでは中なか村むらが億おつ劫くうそうに腰を上げる。岡崎が立ち上がり、荒あら木きもまた杯を手に起立する。

　固めの杯──団結の儀ぎ式しき。

　……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　この場にいる八人は団結などしていないし、していない事を全員が知っている。

　ただの茶ちや番ばんだ。そう思いながら、しかし玲れい奈なもまた、杯を手に立ち上がった。

「速水くんのお陰で、こうして立派な本拠地を築きずく事ができた。君たちの配下となるべき人材も、続々とリストアップされているし、組そ織しきとしての陣容が完全に整ととのう日も、そう遠くはないだろう。だが、本当の闘たたかいは、そこから始まる」

　佐々木は、居並ぶ面々の顔を、順々に眺めていった。

「ハイブリッドの力は絶対だ。だが、速水くんが言うように、活動を続けていけば、噂うわさは広がる。時が経たつにつれ警けい察さつの目も厳きびしくなっていくに違いない。また斜しや道どうにしても、勢力を拡大すれば、敵も増えていくだろう。だが、我われ々われはその障害を乗り越えていかねばならない。警察に尻尾しつぽを摑つかませぬまま、刃向かうものを叩たたき潰つぶしていく。神経を磨すり減らすような綱渡りだが、我われ々われが力を合わせれば、その実行は決して不可能ではない」

　……あたしはなんで、こんなところにいるんだろう。

　佐さ々さ木きの演説を聴ききながら、玲れい奈なはふと、そんな事を思った。

　佐々木も速はや水みも、そして阿あ部べも、それぞれが『ユニコーン』を欲している。完全に自分のものにしようと狙ねらっている。

　高たか杉すぎは速水のサポートのため、中なか村むらや岡おか崎ざきは阿部の指示でユニコーンに参加した。

　宮みや内うちと荒あら木きは事情が違うが、それぞれ自分の意志で、この場に連なっている。

　……だけど、あたしは？

　玲奈はなぜ、この場にいるのだろう。

　佐々木の脅迫混じりの勧かん誘ゆうに屈したわけではない。

　速水の甘かん言げんを信じたわけでもない。

　佐々木や速水がどう言葉を繕つくろおうと、ユニコーンが犯罪組そ織しきである事に違いはない。法を破り、世間を騒さわがせる闇やみの秘密結社。そんなものに玲奈が連ならなければならない理由はなんなのだ。

「我々はユニコーン。その名の通り、地上最強の戦せん闘とう集団だ。誰だれにも屈さず、誰の風かざ下しもにも立たん」

　佐々木は、そう宣言し、杯さかずきを掲げた。

「諸君らの、今後の健闘を期待する」

　佐々木が杯を呷あおった。

　速水が、宮内が、高杉が、酒を一気に飲のみ干ほした。

　中村も、岡崎も、そして荒木も、ほぼ同時に杯を空にする。

　……だが、一つはっきりしている事がある。

　こんな奴やつらを野放しにはできない。

　圧倒的な戦闘力を手に入れた悪党どもをそのままにして、自分だけ逃のがれるわけにはいかない。

　玲奈の手には杯がある。水のように透明な清酒が、その中で揺ゆれている。

　あたしは見てやる。

　こいつらがなにをし、どう潰つぶし合うのか。

　それを全部、この目で見届けてやる。

　それが玲奈の決意であり、ここにいる理由だった。

　玲奈は杯を持ち上げ、ひと息に酒を飲み干した。




　秘密結社ユニコーン。

　これが、その誕たん生じようの瞬しゆん間かんだった。










　　　あとがき




　今年ことしも無事に、電でん撃げき小説大たい賞しようの最終選せん考こう会かいが終了いたしました。

　この本が店頭に並ぶ頃ころには、既すでに選考結果も公表されていると思いますが、今年は例年以上に優すぐれた作品が多く、まさに議ぎ論ろん白はく熱ねつ、絞り込むのに非常に苦労しました。

　結局、大賞一、金賞一、銀賞二、奨励賞一、という形に落ち着きましたが、いずれ劣らぬ力作揃ぞろいですので、皆さんも、店頭で見掛けたら、ぜひ手に取ってみていただきたいと思います。




　それにしても……。

　才能ある若手が出てくるのは、メディアワークス的には万ばん々ばん歳ざいでしょうが、作家の端はしくれとしては、同じフィールドで勝負するライバルが年々増えていくのは、無邪気に喜んでばかりもいられません。

　僕も、うかうかしてられないなぁ……。

　頑がん張ばんないと。




　というわけで、閑話休題。

「電撃ｈｐ」誌上において、長らく（不定期）連れん載さいしていた、この外伝シリーズも、この巻でひとまずの区切りとなります。

　ストーリー全体のタイムテーブルの中では、この外伝は九月から翌年一月までのお話、本ほん編ぺんがスタートするのが、その更に翌年の五月ですから、丸々一年と四ヶ月の時間が空いている事になります。

　この間に、宮みや内うちは佐さ々さ木きの密命を受けてアメリカに渡り、ユニコーン本体はその運営を軌道に乗せつつ、徐々に規模を拡大。それを受けて、藤ふじ岡おかもついに決意し、戦いの道を選択する……という風に話は進むのですが、そのあたりの出来事の詳細はあえて書かずに、ミッシングリンクのまま残そうと思っています。

　本編と外伝を読んでいただければ、その間の出来事は類推できますし、この外伝のサブタイトルも『組そ織しき誕たん生じよう』ですので、そこでスパッと切るのがスマートかな、と。




　とはいえ、ユニコーンという組織と、それを取り巻く人々は、僕にとってかなり魅み力りよく的てきですし、書き記しるしておきたいサブストーリーもいくつか残っています。

　ですので、いずれまた別の形で、彼らの物語を紡つむいでいきたいと考えています。




　でも、今は、それよりなにより、本編ですね。

　外伝もこれで三巻目、うかうかしている間に、本ほん編ぺんの巻数に追いついてしまいました。

「このシリーズの主人公は、確たしか俺おれだった筈はずですよね？」

　と、山やま口ぐち貴たか久ひさくんに怒られてしまいそうです。

　いや、分かってるって。これだけ手間を掛けたのも、全部、君のためだから。

　出番も見せ場も、てんこ盛りで用意してあるから。

　だから、もうちょっとだけ待っててくれい。




　とりあえず、来年の選せん考こう会かいまでには、本編を二巻。それとは別に、単巻もののお話も一つ仕上げたいと思ってます。




　が……これまでのペースがペースだからなぁ……。

　いやいや、電でん撃げきの後こう輩はいたちの追い上げに負けちゃいかんと決めたばかりではないか。




　……というわけで、来年の選考会までには、都つ合ごう三冊、出ます。

　出ると思います。

　きっと出ます。

　……多た分ぶん。
















この作品は、「電撃ｈｐ[image: ]」「電撃ｈｐ[image: ]」（第九章）、「電撃ｈｐ[image: ]」（第一〇章）、「電撃ｈｐ[image: ]」（第一一章～第一二章）に掲載されたものを、加筆修正したものです。
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。
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イラスト／相あい川かわ 有ゆう

漫画家。現在、電撃コミックガオ！誌（メディアワークス）にて「ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ」を、コミックバーズ誌（幻冬舎コミックス）にて「バタフライ」を連載中。
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